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　激しく鬨ときの声を逬ほとばしらせながら、雑兵達は駆けた。

　まるで押し寄せる波のように、無数の軍勢が城に向けて殺到する。既に堀は埋められている為、彼等の進撃を押しとどめるものはない。城から射掛けられる矢や導どう術じゆつも、個々の兵を撃ち倒す事はあるが、それは結局――軍勢そのものを怯ひるませるどころか、激昂させる効果しか持ち得なかった。

　兵の誰もが気付いていた。

　この城攻めを以て、戦国の世は終わる。

　家名も、金銭も、領地も、教養も……何も持たぬ、野猿同然の雑兵が、腕一本で成り上がれる時代がもう終わるのだ。下げ克こく上じようも過去の言葉となる。まさしくその象徴たる男の城が、今十重二十重に囲まれた末に、墜ちようとしているのだから。

　這い上がるなら、この戦を以て他になし――そう考えた彼等は、手柄を求めて、城へと殺到した。

　矢に射られ。術に撃たれ。

　そうして倒れた仲間の背を躊ちゆう躇ちよなく踏みしめながら、雑兵達は城に取り付いていく。

　固く閉ざされた門扉に、刀や槍を叩き付けて破壊を試みる者達もいれば、開門させるのも面倒だとばかりに、石垣を直接、登っていく者達もいた。

　城側の反攻は勿論、続いているが、それはあまりにもまばらで、まとまりもなく――押し寄せる雑兵達の勢いを、殺す程のものではない。

　誰の目から見ても、城の陥落は時間の問題だった。

　だが……

「うおっ!?」

「石垣が――」

　最初に異変に気付いたのは、誰であったか。

　石垣の岩が――浮いた。

　いや。違う。正しくは数じゆ珠ず繋ぎに、岩が起き上がったのだ。

　まるで城に巻き付いていた蛇が、鎌首をもたげるかの如くに。

　石垣に取り付いていた雑兵達が、ばらばらと地に落ちる。

「導術機関か！」

「このような大掛かりな――」

「退ひけ、退けい！」

　雑兵達の間に悲鳴じみた声が入り乱れる。

　これぞ最後の戦であると、熱を帯び、殺気立っていた彼等に、冷水を浴びせるかの如き効果を、それは発していた。

　轟々と音を立てながら、石垣から浮き上がる、二本の――腕。

　岩と岩を鋼鉄の繋ぎで結び付け、自由自在に曲がるように拵えられた、巨大な、機関からくり。先端に掌てのひらや指らしき構造を備えていたが、肘や手首といった明確な関節はなく、何ど処こからでも上下左右、如何様にも折れ曲がるそれは、むしろ、動きとしては蛸たこや烏い賊かのような触腕に近い。

　怒れる城が自ら腕を得て、自らにたかる不ふ遜そんな雑兵達を叩き潰しに掛かった――それは、そのように見える光景だった。

「逃げ――」

　叫ぶ兵の身体を、岩の手が摑つかんだかと思うと――一瞬で握り潰していた。

　まるで血の詰まった革袋であったかのように、兵は人としての形を失い、大量の血と肉を周囲にびしゃりとまき散らしながら、果てる。握りしめられた岩の拳からは、その兵の首が最後に転がり墜ちてきた。目から、鼻から、耳から、そして口から、濁った赤黒い血を吐きながら。

　およそ人間の死に方としては、最もおぞましいものの一つであろう。

「退け、退け！」

　岩の腕に、尋常な刀や槍など、効くはずがなかった。

　戦死は恐れない。戦場で果てるは武士の誉ほまれだ。

　だが、これでは戦いにもならない。一方的にくびり殺されるのは御免だ――誰もがそう思っていたのだろう。明らかに攻め方の勢いが削がれていた。

　轟々と駆動の音を立てながら、巨大な腕が二本、暴れ回る。

　退却も間に合わないままに、薙なぎ払はらわれる雑兵達。

　言葉にすれば、ただそれだけの事とはいえ……薙ぐのは岩と鉄で、払われるのは肉と骨。更に巨腕の勢いは、虚こ空くうを抉えぐるが如くである。振り回される岩塊に激突した雑兵達は、血の霧をまといながら軽々と空を飛んでいた。首や四肢が、あり得ない方を向いている者が殆どだ。多くは地に叩き付けられる前に、絶命していた事であろう。

　しかも……

「馬鹿な、味方まで……？」

　攻め方側の兵が、呻くように言った。

　守り方側には、城に立て籠もるばかりでなく……少数だが、前に討って出る事を選んだ兵もいた。だが巨腕は、そんな者共など知らぬ、とばかりに、敵味方の区別なく、その猛威を振るっていたのだ。

　この巨大導術機関を動かしているのが誰なのかは分からないが、その者は既に正気ではないのだろう。

「ひいっ……」

「助けっ……」

　岩の腕が一振りされるごとに、ごそりと、周囲を埋め尽くしていたはずの軍勢に『欠け』が生じる。雑兵達にこの岩の腕を押さえる術すべはなく、岩の腕は逆に、どう振り回されても敵に当たる……そんな在り様だ。

　形勢は、一瞬にして逆転していた。
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　大阪城内――天守閣。

　主たる者の権勢を示すかのように、壮麗な金銀細工で飾り立てられた、城の中枢。

　錆びる事のない金銀細工はそのままに、しかし磨かれる事もないまま、永らく放置されているようであった。くすんだそれらに、往年の煌きらびやかさは既になく……主をなくした家屋が瞬く間に寂れていくのと同じく、その場には、拭ぬぐいがたい滅びの匂いが満ちていた。

　更に――

「おのれ……おのれ……おのれ……」

　あちらこちらには、武士達の屍しかばねが転がっている。

　最早これまでと思ったのか――彼等は一様に腹を切り、短刀を抱え込むようにして伏せていた。首がついたままの骸むくろが多いのは、介かい錯しやくをする余裕もなかったのか。彼等の垂れ流す血と糞尿の為に、天守閣には噎むせ返かえるような異臭が漂っている。

　その最奥部――

「おのれ、おのれ、おのれ、徳とく河がわッ！　忘恩の輩やからめらが！」

　城の壁に直接組み込まれた、鋼の構造物――導術機関。

　まるで血の管の如く、あるいは大樹の枝の如く、鋼鉄の細筒が四方八方に伸びて、更にその先で別の機関に繋がっている。あちらこちらで、カチリ、カチリ、と歯車が周り、円筒が伸び縮みし、それらの音が合わさって、まるで鼓動の如き轟音となって、天守閣全体に――いや恐らくは城全体に響いていた。

　導術機関の中央部には、一人の女がいる。

　既に年増の域を超えて、老境の風情を漂わせている姿だ。しかしその一方でくっきりした目鼻立ちや、女性としては珍しい長身が、独特の存在感を――窮地においても尚、衰えぬ精気を際立たせていた。

「秀ひで頼より……ああ、私の拾ひろい丸まる……！」

　女の足元には一人の若い武士が、やはり腹を切った状態で果てている。

　こちらはまだ介錯人がいたのか、切り落とされた首が、丁寧に敷かれた布の上に安置されていた。よく見ればその目鼻立ちや、体軀の大柄さに、導術機関を操る女と共通の点を幾つか見出すことができる。

　恐らくは――親子。

「かくなる上は、かくなる上は……！」

　自害とはいえ、息子を死に追いやった怨敵への憎悪が、女の形相を天魔の如き凄絶なものに変えていた。

「この妾わらわが、妾が！　一人でも多く……！」

　女の怨嗟に応えるかのように、導術機関の動きが激しさを増す。

　ギジギジと、鋼の軋み合う音と共に、城全体が震えた。

　この大阪城の、文字通り最後の大仕掛け――石垣に偽装されていた護城機関〈風ふう龍りゆう〉と〈雷らい龍りゆう〉は、押し寄せる雑兵共を薙ぎ払い続けている。如何いかに権勢を誇った豊とよ聡とみといえど、流石さすがに城ごと立たせて歩かせるまではできなかったが……この巨大な岩と鉄の腕は、文字通り最後の守り手となって、敵、徳河方の入城を拒んでいた。

　しかし――

「殺してやる！　殺してやる！　殺し――……あ？」

　女……即ち浅あざ井い茶ちや々ちや、他にも淀よど之の上うえ様さま、二にの丸まる殿どのなどと通称された豊聡秀ひで吉よしの側室にして、秀吉の後継・秀頼を産んだ女は、導術機関から伝わる反応に目を細めた。

「なんじゃ……？」

〈風龍〉と〈雷龍〉が動かない。

　まるで、何者かに押さえ付けられているかの如く。

　それは……
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　突如――雑兵達を薙ぎ払っていた巨腕の動きが、止まった。

「おお……！」

「機き関かん兵へい！」

　兵達が揃そろって歓声を上げる。

　彼等の視線の先にあるのは――いるのは、鎧よろい武む者しや達だった。

　いや。鎧武者に似ているが、それそのものではない。

　身の丈は十五尺（四・五メートル）余り、人間のおよそ三倍に近い。当然ながらその鎧を動かすのは人の肉体にあらず、鋼鉄や樹脂によって作られた導術機関である。その証拠にその巨大な鎧武者達は、キリキリ、カチカチ、と機関からくり特有の駆動音を身の回りに漂わせている。

　鎧武者達は、その身に相応しい、巨大な槍や刀を手に、石垣の巨腕を押さえ込んでいた。まるで陸に打ち上げられた魚のように、石垣の巨腕は、ビクンビクンと激しく震えるが――最早、その怪力を以て雑兵達を薙ぎ払う事はできない。

「さすがは機関甲かつ冑ちゆう……！」

「鋼はがねの軍神よ！」

　機関甲冑――あるいは機関兵。

　そう呼ばれる、戦国の最新兵器。

　戦場の様相を一変させた代物である。本来であれば、最前線に立つべき代物であるが、その巨体故に、家屋の中に入るのは難しく……城攻めにおいては、後方支援として待機しているのが常だ。

　だが、導術によって駆動する機関兵器に抗するには、機関兵器しかない。

　巨腕が雑兵達を一方的に殺戮するこの状況を変えるべく、待機を解き、打って出てきたのであろう。

「各々方！」

　機関甲冑の中からその御者――機き士しが吠えた。

「斯か様ようなものを敵味方顧みずに繰り出してきたとなれば、最早、豊聡方に義もなければ理もなし！」

「おお！」

　雑兵達に士気が戻ってくる。

　槍や刀を掲げる彼等に向けて――自身も、石垣の巨腕を抑えつつ、槍を持たぬ方の腕を掲げて見せる機関甲冑。

「一いつ気き呵か成せいに雪崩なだれ込こみ、これを落とすのみ！　皆の者、前へ！」

「おおおおおおおおおおおおッ!!」

　再び城門に殺到する雑兵達。

　更に出撃してきた数機の機関甲冑が、城門に巨大な刀を叩き付ける。鋼鉄で補強されていた頑丈無比な代物も、機関甲冑の猛撃には耐えきれなかったか、数度の打ち込みで扉はぐらつき始め、やがて――城内に向けて押し倒されていた。

「殺せッ！　殺せッ！」

「だあああああああ！」

　勢いづいた攻め方の軍勢が、城内に雪崩れ込む。

　城門の内側にいた守り方の軍勢は、既に半ば逃げ腰で――しかしそれを許す攻め方の軍勢ではない。むしろ一人でも多く首級くびを獲とる、その事に血眼になった雑兵達は、敵の背中にも容赦なく槍を突き立て、踏み倒し、刀を首に叩き込む。

　だが……

「退のけ、退けい！　ええい、邪魔だ！」

　手柄を焦るのは、機士も同じだった。

　援護をするはずの機関甲冑は、しかし、我先にと城内に雪崩れ込む雑兵達に混じって進んでいく。勿論、敵味方を問わず、その巨体の動きに巻き込まれ、あるいは撥はね飛とばされて、怪我をする者もいるのだが……戦場の凶気に沸き立つ彼等の間では、最早、それを気にする者も少ない。

　誰も彼もが、殺気立ち。

　誰も彼もが、血に塗れ。

　地獄絵図さながらの、混沌たる光景が、広がりを見せ――かつては、その壮麗さを以て天下に名を轟かせた城そのものを、じわじわと侵食しつつあった。
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　大阪城より、一里ばかり南に離れた丘陵地。

　そこに機関甲冑四機を背に、戦況を眺める者達がいた。

　如何に阿あ鼻び叫きよう喚かんの戦場といえども――離れた場所から眺めるそれは、熱気も殺気も抜け落ちて、何処か生々しさを欠く。遠眼鏡の拡硝子レンズ越しならば尚更である。

　まるで波や雲といった、喜怒哀楽の絡まぬ自然の動きを見ているかのようだ。

　それ故ゆえか……その者達の表情は、ひどく静せい謐ひつであった。

　まるで簡単な造りの機関が、設計通りに動いているのかを、確かめているかのような。

「……勝敗は決しましたな」

　一人がぼそりと呟つぶやく。

　まさしくそれは独白で、誰かに同意を求めたものですら、なかったのだろうが――別の人物が小さく頷うなずいて、後を続けた。

「これで徳河支配が盤石になる」

　その台詞を口にした人物は、男達の中では長ちよう身しん痩そう軀くで、一際存在感があった。

　ただその場にいるだけで周囲の視線を引きつけるような――そんな何かが、その人物には備わっていた。黒い頭巾を被り、目許以外を隠している為、その面相は定かではない。だが奥まった眼がん窩かで炯けい々けいと光る両の眼が、並ならぬ強さの光を宿していた。

「以後三百年に及ぶ安寧の時……か」

　その人物の呟きに――更に他の者が輪唱するかのように応じる。

「そうはいきませぬ」

「そうだ。そうはいかん」

「そうはさせん」

　周囲の者達の声にその人物は頷いた。

「確かにそうはさせん。そうしてはいかん。だがとりあえず今は――」

「――果か心しん様」

　ふと男達の背後に、人の姿が湧いた。

　気配も示さず、急に現れた事を思えば、導術使いか、さもなくば乱らつ破ぱの類か。

　こちらも、白い外がい套とうを帯び、襟元から頭部までをすっぽり覆う頭巾を被り、仮面まで着けている為、面相どころか、体軀も傍目には分からない。まるで僧兵を思わせる格好だが――

「家いえ康やす様がお呼びです」

「…………」

　果心と呼ばれた黒頭巾の人物が小さく頷く。

　やはりその表情は黒い布に隠れて見えないままだ。ただ、代わりという訳でもあるまいが、他の男達の顔には――何処か皮肉げな薄笑いが、揃って浮かんでいた。

「……すぐ参ります、とお伝えしろ」

　果心は背後の人物にそう告げると、踵きびすを返し――他の男達と共に、悠々とした足取りで立ち並ぶ機関甲冑へと歩み寄っていった。
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　喪うしなわれたものは還かえらない

　それは誰もが知る道理なれど

　賢しく振る舞う事では鎮め得ぬ炎がある

　呻うめき　喘あえぎ　悶もだえて狂い

　それでも明日に向けて踏み出す事ができぬなら

　まずは己を縛る過去を殺す他になし

　恩讐の徒を前に理を説くのは

　愚か者の極み
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　海岸沿いに並ぶ、松の樹の群れ。

　潮風を防ぐ目的で密に植樹された、それらに紛れるようにして――一台の機き関かん獣じゆう車しやが停まっていた。

　基本の造りは、普通の馬車や牛車と大差ない。だが、貨物部がやたらに大きく、長く、屋根付きになっている代物だ。それに相応しく、貨物部を牽ひくのは、狛こま犬いぬの如き二頭の機関獣である。

　その姿は牛や馬よりも二回りは大きく、厳いかつい。

　隻せきヶが原はらの戦いくさより二十年余り――市し井せいへの導術機関の広まりに伴い、機関獣に牽かせる貨物車も珍しくなくなってきた。だがそれでも、唐突に田舎道で機関獣車に出会せば、腰を抜かす者も少なくない。鋼鉄の肉体を持った機関からくりの獣は、たとえ何もせずとも、恐ろしげに見えるものだ。

　だが、この機関獣車が、松林の中に隠れるようにして停められているのは、行き交う旅人や商人を驚かせぬようにと慮おもんぱかっての事――ではない。

「…………」

　貨物部の上に、人影が一つ。

　他に人影が見当たらぬ事からすれば、この人物が機関獣車の主だろう。

　件の人物は、蓑みのを被り、編笠を目深に被り、自身の姿が他人の眼に晒さらされるのを恐れているかのような出で立ちである。脇に置かれているのが刀、肘から先の腕に巻いているのも鉄片を仕込んだ手甲である事を思えば、農民や漁民の類でないのは明らかだが、さりとて、単に武士――と評するには、その風体は何ど処こか胡う散さん臭くさい。

　しかもその傍かたわらには、干し飯の食べ残しや、干し芋の齧かじり残しが散らばっており、空になった竹の水筒も二本ばかり転がっている。どうやらこの人物、機関獣車の上に陣取って、長い間、動いていないらしい。

　編笠の下から伸びているのは、遠眼鏡だ。

　どうやら、遠くの何かを見張っているかのような風情なのだが……

「ふっ……ははっ……」

　ふと――人影が遠眼鏡を降ろした。

　露あらわになったのは、意外にも涼しげに整った、若者の顔だ。

　単に目鼻立ちを見るならば、秀しゆう麗れいと評しても差し障りはあるまい。ただしその双そう眸ぼうには、何処か険のある光が宿っており、眉間に刻まれた縦皺と相まって、常に誰かを睨み据えているかのような――抜き身の刃物の如く、誰しもが迂う闊かつに近寄るのを躊躇ためらうような鋭さが漂っている。

　枯葉色の――黒髪と呼ぶには、やや明るめの色の前髪の間から、暗色の鉢巻きが見えている。恐らく、こちらも鉄片を仕込んだ鉢はち金がねだろう。

　武士には珍しくない装いだ。

　いや。珍しくなかった――と言うべきか。

　大規模な合戦が絶えて久しい昨今、このような戦場装束を身に帯びる者は多くない。重いから、と刀の本身を竹たけ光みつに換えて持ち歩いている武士も珍しくない時代だ。

「はははははっ……」

　堪こらえきれぬ、といった様子で若者の唇から漏れ出すのは、笑い声だった。

　ただしその声には……何か暗いものが滲にじんでいる。怒りや恨み、憎しみ、そういったものを多分に含んで、濁りきった笑いだった。

「ははははっ……！」

　鉢金の下の双眸は――その両眼もまた凶気を孕はらんでいる。

　幼子ならば、一いち瞥べつされただけでも泣きだしかねない、そんな眼だった。

「……九十九つくも衆しゆう」

　ふと暗い笑いを止めて、唸うなるように呟つぶやくと――若者は倍率の調整器を回し、再び遠眼鏡を顔に当てる。

「やっと……やっと見つけた……！」

　遠眼鏡の拡硝子レンズに映るのは――遙か彼方、海原に浮かぶ、一艘の船だった。

　恐らくは荷役船なのだろう。甲板の上には幾つもの木箱が積まれ、縄を掛けられているのが見える。そしてその間を忙しげに歩き回る、水夫達の姿も。

　更には……その水夫達の間に混じる、妙な風体の人物も。

　右へ左へと動き回る水夫達の中にあって、その人物だけが、泰たい然ぜん自じ若じやくといった風情で舳先の辺りに立ち尽くしている。水夫達と言葉を交わしている様子もない為、船長という訳でもないようだ。何よりその衣装は、海の男のものではない。

　白を基調とした衣装に身を包み、更には顔の上半分を仮面らしきもので覆っている為、人相が定かではない。だが、身の丈や肩幅、首の太さからすれば、堂々たる偉丈夫だと分かる。服そのものが白いせいか、何処か山伏を思わせるが――錫しやく杖じようの類は持たず、腰には大小の二刀を挿している点から判ずれば、やはり武士の類か。

　ただ――その右手。

　手の甲に黒々と入れ墨された『白』の一文字が目立つ。

　百より一を減じて九十九。

　つまり……

「――琴こと音ね」

　編笠を外し、蓑をむしり取り、干し飯や水筒を蹴散らしながら、若者は立ち上がる。

　若者の衣装が、露になった。

　灰色の内着の上から、暗い赤――乾いた血を思わせる色の上着を羽織り、これを黒革の部留帯ベルトで留めていた。両肩には手甲と同じく黒革の装甲が縫い付けられ、膝から下も、鋼はがね造りと覚しき脚甲を着けている。

　どちらかといえば、軽装だが、やはりそれは、戦場に臨む者の装いだ。

「――はい。暁あか月つき様」

　若者の呼び掛けに答えるのは――声のみ。

　若い娘のものとは分かるが、その姿は何処にもない。あるいは機関獣車の、貨物部の中にいるのかもしれないが……

「見つけた。行くぞ」

　若者は貨物部の鉄扉を開くと、身軽な動作でその内へと滑り込む。

「――御ぎよ意い」

　答える娘の姿は、やはりない。

　代わりに――チキチキ、カリカリ、と鋼の機関らしき何かが動き始める音が、貨物部の内側からゆっくりと這い出してくる。

　そして……

「…………〈紅こう月げつ〉、出る」

　貨物部の屋根が左右に大きく開く。

　そこから――悠然と、黒く巨大な鎧よろい武む者しやが身を起こしたのは、次の瞬間であった。
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　カコン――鹿しし威おどしが鳴いた。

　乾いた音が、広い庭園の中に浸透していく。岩と砂と多少の緑を使って作られた、水墨画の如き風情の景観である。主は、色とりどりの華美さよりも、枯れた侘び寂びを好むのであろう。武家の庭には、このような趣向のものが多い。

　庭園の奥には、武家屋敷の佇たたずまいが見える。

　かなり大きな屋敷だった。この庭といい、屋敷といい、好みは地味でも、権勢はそれなりのものを備えた主なのだと、見ただけで分かる。

　阿あ芸き及び備びん後ごの国――併せて五十万石の太守・福ふく嶋しま正まさ憲のり。

　此こ処こは、その福嶋家の屋敷である。

「――遠路はるばる、この阿芸藩までよう参られた」

　庭に向けて障子の開け放たれた座敷――二十畳ばかりの広さのあるそこでは、上座と下座に分かれ、相対して座る幾人かの姿が見受けられた。

「まずは、我が屋敷にて長旅の疲れ、癒いやされるがよい」

　そう告げるのは、上座に座る壮年の男である。

　太い首の上に四角い顔が載っており、全体的に大雑把で厳いかつい造作の目鼻立ちである。

　言葉面はともかく、口調にも何処か雑なものがあり、その面相と相まって、何処か粗野な印象が拭いきれない。もっとも――永い戦国時代に生まれ育った武将達には、こうした人物は、珍しくなかったが。

　正憲の脇に侍した老武士――福嶋家の家老が手を叩いた。

　奥の襖ふすまが開き、茶菓子を持った女中達が入ってくる。質実剛健が基本ながら、恐らくはそれなりに贅を凝らしたもてなしなのだろう。領主の館であまりに粗雑な茶菓子など出せば、沽こ券けんにかかわる。

　しかし……

「お心遣い、痛み入りまする」

　正憲の正面に座る客は、女中達を一瞥してから首を振った。

「されど、私どもには幕ばく命めいがありますれば、ゆるりと骨休めに費やす暇はございませぬ」

　そう答えたのは――若い女だった。

　その腕に手甲を巻いている事や、傍らに置いた刀から察するに、武士なのであろう。

　だが、その身を包むのは、武士の装いからは大きくずれた代物だ。

　何処か巫女を思わせる仕立ての、白と黒の衣装を身に纏まとい、刀も普通の使い手ならば持て余しそうな――虚こ仮け威おどしともとられそうな長さである。ただ抜くだけでも手間取りかねない。

　実利優先の質実剛健さとはむしろ真逆。彩りとしては地味である一方、惜しげもなく膝や肩の素肌を晒すその格好……この数年で市井に増えた『傾かぶ奇き者もの』の装いに通じる部分があった。

　ただし……

　長い黒髪は、立ち居振る舞いの邪魔にならぬようにと後頭部で結ってある上、整ったその顔立ちには、気の強さを示すかのように凜りん然ぜんと一本の芯が通っている。身分を問わず、無軌道な若者達によく見られる歪いびつさ――奇をてらうだけの破は綻たんした雰囲気は、この娘にはなかった。正憲に対する受け答えする姿にも、武士の作法としておかしな所は特にない。

「ほう。幕命」

　正憲が眼を細める。

　その口調には……あからさまに警戒の色が滲にじんでいた。

「幕府の軍神たる天てん部ぶの方々が、わざわざ任務を帯びてこのような田舎まで？　さて、それは一体如何いかなる内容か。朽くち葉のは殿。差し支えなければ、お聞かせいただきたいものであるが」

　そう言って正憲は、ジロリと正面に座る女を睨み据えた。

　朽葉詩し織おり。

　この齢二十歳余りの娘が、徳とく河がわ幕府の『生ける軍神』――天てん部ぶ衆しゆうの一人であると知れば、大抵の者は驚く。天部衆の名は広く知られている為、そこに女の名が含まれている事も、多くの者が知っているが……誰もがまずは、男とも女ともつかぬ、粗野で大柄な姿を思い浮かべるらしい。

　だからこそ、いざ詩織と対面した者は、想像と違い、優美なその姿に拍子抜けし、そして――武士としての詩織を、侮あなどって掛かる者も多い。既に機関甲かつ冑ちゆうが戦場の主役となって久しく、腕力だけが武功を立てる手段ではないと、誰もが知っているはずなのだが……思い込みというものは、中々抜けないものだ。

　正憲もまた、詩織を侮っていた。

　そしてその上で、警戒していたのだ。

　彼自身が口にしたように――天部衆は幕府にとって志気向上の要かなめであり、その武功や武芸を以て将軍直属の栄誉を与えられた存在だ。それ故に、彼等は、特に何の問題もないような田舎に派遣されるものではない。

　天部衆は、自身にその気があるなしにかかわらず、その存在自体が威い嚇かくそのものだ。

　地方の叛乱を警戒した幕府が、天部衆を遣わしたのではないか――と疑うのは、理に適っている。福嶋正憲は豪ごう放ほう磊らい落らくで知られる典型的な武将であるが、決して腕力だけの戯おどけ者ではなかった。

「私どもは昨今、近隣で頻発しているという神かみ隠かくしを調べに参りました」

　詩織は平然たる口調でそう応じた。

「こちらの阿芸藩にては、老若男女を問わず、多くの民が姿を消しているとか」

「…………」

　正憲は顔をしかめて黙り込み、女中達に向けてぞんざいに手を振った。

　出て行け、という徴しるしである。女中達は、途端、怯おびえるような表情を浮かべて、そそくさと座敷から出て行った。

「その件は、こちらでも調査をはじめている」

　ピシャリと襖の閉まる音を聞いてから、正憲は言った。

「これまでは町人や村人ばかりが被害に遭っていた為、騒ぎが我らの耳にまで届かなかったのだが。先日とうとう、我が家臣の娘が行方知れずになった。恥ずかしながら、そこでようやく事こ情とが露見したという次第でな」

「この江え羽ばの町を調べる許可を、我等にいただきたく」

　詩織は淡々とした口調でそう言った。

「……江羽の町を？」

「神隠しはこの江羽を中心に起きております。もし神隠しが狐こ狸りや妖怪の類でもないとすれば、そこに下げ手しゆ人にんがいるはず。未いまだ外とつ国の奴隷商人に民を売る不心得者もいるとの噂うわさ、それならば、まとめて攫った者を閉じ込めておく場所も必要でありましょう」

「…………」

　正憲は、今にも舌打ちの一つもしそうな程に――明らかな不機嫌をその顔へ示した。

　福嶋家は、過去に外国貿易で財を成してのし上がってきた、という経緯がある。外国人の奴隷商の存在を疑うとすれば、当然、福嶋家も一緒に疑われるだろう。

「御領内を調べるにあたり、藩主たる福嶋様の許可をいただきたく――」

「ご安心召されよ」

　詩織の言葉に覆い被せるようにして、正憲は言った。

「神隠し騒ぎは、我らの手だけで早晩解決してみせる。朽葉殿は部下の方々と共に当家に滞在し、遊ゆ山さんなどをされるが、よろしかろう」

　提案ではない。

　余計な事はするな――という恫どう喝かつだった。

　しかし……

「いえ、我々も幕命を受けここまで参った以上、ただ福嶋様のご差配を眺めているだけというわけには参りませぬ」

「…………」

　正憲は茶碗を手にすると、無造作にその中身を飲み干した。

　作法も何もない、戦場でするかのような、雑な所作だ。

「……朽葉殿」

　唸うなるような声で正憲は言った。

「天部衆を差し向けての恫喝……駿すん府ぷ老ろうは、福嶋家の忠誠を疑っておられるのか？」

「いえ、失礼ながら、それは誤解というもの。我々は神隠しを調べるよう命じられたのみ、貴国の内情を詮せん索さくするような――間者の真似事をするつもりは毛頭ございませぬ」

「どうだかな……」

　忌いま々いましげに正憲は言った。

　芳ほう広こう寺じ事件。

　かつて徳河幕府は、誰が見ても難なん癖くせとしか思えない理由を掲げて、豊とよ聡とみ家に無理難題を吹っ掛け、強引に戦端を開いた事がある。後に芳広寺事件と呼ばれるようになったこの出来事は、諸大名に根深い疑心暗鬼の種を残した。つまり徳河家は、その気になれば相手が何者であれ、胸三寸でその命脈を握り潰せるという事を、誰もが思い知ったのである。

「ひとまず、貴殿の口上は承知した」

　正憲はそう言った。

　とりあえず掲げる大義名分については理解したが、それ以上は信じるに足るものがない、という意味である。面従腹背は戦国時代から珍しい事ではない。正憲が今の徳河幕府について――そしてその名代とも言うべき詩織達について、あまり良く思っていないのは、明らかだった。

「お言葉ですが、我等は――」

　詩織は辛抱強い口調で応じる。

　だが、その時――

「殿！　殿！　一大事にござりますッ！」

　詩織の言葉を遮るような形で――突如として奥の襖ふすまが開け放たれ、福嶋家の家臣が一人、座敷へと駆け込んできた。

「何事じゃ！　不作法な！」

　とその家臣を叱り付けるのは、正憲本人ではなく、脇に控えていた家老であった。

「は、申し訳ございません」

　慌てて畳の上で平伏する家臣。

　だが余程に危急の要件であるのか、家臣はそのまま更に報告を続けた。

「されど危急の報にて……！」

「――申せ」

　煩げに正憲が促す。

　家臣は改めて一度、平伏してから――顔を上げてこう言った。

「江え羽ばの沖合にて、機関甲冑同士が戦うておりまする！」
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　剣けん戟げきの音が海面を叩く。

　互いを滅せんと打ち合う、鋼と鋼の――轟音。

　かつては、この日の本のあちらこちらで忙せわしなく響いていた戦の音である。

　しかも、打ち合っているのは人に非あらず――数倍の巨軀を誇る鋼の兵器、機関甲冑。

　当然ながらそれらの振るう武器は、刀、槍を問わず、人間の用いるものの数倍の大きさであり、打ち合う音もまた、比べようのない程に、重い。ゴオン、ゴオンと四方に鳴り響くその音は、むしろ寺院にて突かれる鐘の音にも似て、耳ではなく先ず、腹に響く。

　だがむしろ……それを懐かしい、と眼を細める武士達もいるだろう。既に機関甲冑の新規製造は幕府により禁じられ、既存のそれらもまた、何らかの理由を付けては幕府への上納、もしくは廃棄を命じられる事が多い。天下太平を名目に幕府は諸国の武家の牙を奪い、戦国の世を過去のものとするべく、動いているからだ。

「――ちっ」

　胡こ堂どう暁月は、己の駆る機関甲冑――〈紅月〉の内で舌打ちをした。

　奇襲は概おおむね相手の手勢を把握してから、というのが基本だ。百の軍勢で奇襲をかけたは良いが、いざ対してみれば、相手の数は千を越えていた、などという事では笑い話にもならない。奇策は絶対的な戦力差を覆す程のものではない。

　だが、焦る余りに暁月は、その確認を怠おこたった。

　つまり……

「――ッ!!」

　言葉はなく、ただ気合のみを逬ほとばしらせながら、左右から二機の機関甲冑が襲い掛かる。

　武器は共に折り畳み式の薙刀だ。四肢を赤子の如くに折り畳んで荷物の陰に隠れていた機体そのものと同様、柄の部分を畳んであったのだろう。長い柄によって確保された間合いは斬り合いでは有利、しかも突いて良し、斬って良し、特に回転を加えた斬撃は強力無比である。

　だが――

「舐なめんなッ！」

　暁月は吠える。

　同時に〈紅月〉は、抜き放った長刀でまず右から来た一撃を弾はじく。

　刃の上に収束した導術が互いにぶつかり合い、火花と共に因果摩擦の光を放つ。それは、これらが単なる斬撃の応酬にあらず――斬るという意思と意思との衝突である証。嚙み合う刃を中心に、幾重にも描かれる波紋の如き光が、最後には異音や稲妻へと転化して周囲にまき散らされていた。

　右の機関甲冑が、大きく体勢を崩す。

　打ち合いの勢い、そして導術の収束度合い、それらで〈紅月〉に押し負けたのである。

　だが――同時に左の機関甲冑の斬撃が、〈紅月〉の首を狙って迫っている。剣を振り切った〈紅月〉は、これを受け止める体勢にない。

「――琴音！」

「御意」

　暁月の叫びと同時に〈紅月〉職しき神がみが、導術結界を瞬間的に再調整。

　機体内の権けん水すい循環器がたてる唸りが一際高まり、肩部装甲内に搭載された小型術式筒が猛烈な勢いで回転――瞬間的に新規の防御導術を高速起動。

　振り抜くのに際し、剣の柄から手を離していた〈紅月〉の左腕――その手甲に沿うような形で『盾』が形成される。

　本来の装甲と、導術によって瞬間的に形成された力場の盾、この二段構えの防御によって敵の斬撃は大きく乱れ、手甲の上に火花を散らしながら、〈紅月〉の脇へと抜けていた。

「――退のけ、雑兵ッ!!」

　暁月は叫びながら、返す刀でまず左の機関甲冑を斬る。

　瞬間的に攻撃支援導術でその一撃は加速され――刀の先端部は音よりも速く、体勢の崩れた相手の胴体へと迫る。

　爆音と衝撃をまき散らしつつ、叩き込まれる斬撃。

　相手もあるいは防御導術を展開していたのかもしれないが、遅い、そして、弱い。

　因果摩擦の光を再び幾重にも放ちながら、〈紅月〉の斬撃は、易々と鋼の機体に斬り込んでいた。

　刀は腰の権水循環器が納められている部分を直撃――次の瞬間、機関甲冑は上下に切り分けられ、大量の権水を血のようにまき散らす。機体を支えていた導術結界が消失し、鋼の巨体は水飛沫を上げて、海面下に沈んでいった。

　そう。〈紅月〉と二機の機関甲冑は、海面を足場に斬り合いを演じている。

　鋼の巨体が、ろくに沈みもせずに、わずかな波紋を水面に刻むのみで海原を駆ける事ができるのは、導術の効果だ。逆に言えば、導術が破綻すれば、その瞬間に機関甲冑は、機士を閉じ込める鋼の棺桶となって沈む。逃げ出す暇があるかどうかも怪しいものだ。

　だが――

「――ッ！」

　体勢を立て直し、今度は突きを放とうとしている、もう一機の機関甲冑。

　これに向けて暁月は海面を踏みしめて間合いを詰めつつ――横よこ薙なぎの斬撃。

　だがこれは後方に引いた相手にかわされていた。一撃を空振りして体勢が泳ぐ〈紅月〉を突き倒さんと、前に出る機関甲冑。

　だが〈紅月〉は空振りした体勢からそのまま――旋回。

　導術結界による加速に、更に、剣を振り抜く勢いを上乗せし、独こ楽まの如くに回った〈紅月〉は、片足を跳ね上げ――その爪先に導術結界の攻撃支援効果を集中。突き出されてきた相手の薙刀を、因果摩擦の光と共に、蹴り退けていた。

　跳ね上げられる薙刀。

　さすがに得物を手放したりはしなかったが、機関甲冑は先の仲間と同様に、胴体部の守りががら空きになる。そこに、下からすくい上げるような突きが極まったのは、次の瞬間であった。

　やはり権水循環器を破壊され、がくりと力なく項垂れる機関甲冑。

〈紅月〉がこれを蹴り放し、刀を抜くと――機体は仲間を追うように、また沈んでいった。

　そして――

「――！」

〈紅月〉の水晶眼を通して、暁月はそれを視た。

　三機目の――機関甲冑。

　先程までは、いなかった機体だ。

　恐らく先の二機は、この機体が起動する為の時間稼ぎだったのだろう。

「くそっ……」

　白を基調とした敵の機関甲冑は、先の二機よりも、いや、〈紅月〉よりも明らかに重装で――しかも得物は二刀であった。

　通常、二刀流は、手数こそ増えるが……武器の分散により踏み込みの甘さ、打ち込みの軽さに繋がるとして、主流たり得てはこなかった。だがこれはあくまで人の武術においての話である。

　導術機関の出力や、その機体構造によって、片手打ちでも十分な威力を出し得る機関甲冑において、二刀流は、しばしば相手を圧倒し得る武装となる。

「機き関かん将しようかッ……！」

　白い機関甲冑が海面を蹴って迫る。

「くっ――」

　左右から微妙なずれを生じて、襲い来る刃。

「琴音ッ！」

「御意」

　咄とつ嗟さに暁月は左の一撃を刀で弾き――右の一撃は先と同様、導術の『盾』と〈紅月〉の装甲に任せて流した。

　刃が〈紅月〉導術結界に食い込み、ぶれる。

　白い機関甲冑の右一撃は、〈紅月〉の肩部装甲の表面を擦り、因果摩擦の波紋と火花を激しく散らしながら、脇に抜けていった。明らかに先の機関甲冑の攻撃と違い、相手の斬撃が、より深くこちらに届いている。

　しかも……

「くそっ……！」

　傍はた目めには上う手まく捌さばいたはずであるのに、暁月の表情に余裕はない。

　その理由を証するかのように、次の瞬間、大きく〈紅月〉が傾かたむいた。

　相手の打ち込みの威力を流しきれず――たたらを踏んだのだ。しかし〈紅月〉の足は導術結界の乱れによって水面を踏む事ができず、波飛沫を上げながら、足首の辺りまで水面下に沈んでしまった。

　暁月の二つ目の失策。

　それは、やはり焦りの余り、不慣れな海上で仕掛けた事であった。

　導術結界は、元々機関甲冑の機体制御や、攻撃の際の威力増強にも用いられる。

　つまり職神は、元々導術結界の制御について、同時に幾つかの並行処理を行っている。今回はこれに水面歩行という処理が増えているのだ。

　この為、通常の地面を踏みしめての戦いと異なり――結界の処理容量について配分が上手くいかず、導術機関の出力調整が不安定になっている。細かい作業は職神の仕事であるが、生あい憎にくと〈紅月〉の職神はまだ経験が浅く、特殊な状況に対応する力が弱い。ただ水面を踏みしめて走る程度ならともかく、斬り合いをこなすとなると――経験の浅い職神には荷が重かった。

「権水循環器、流量上げろ！」

　苛立たしげに暁月が叫ぶ。

「微調整が利かないなら全体の出力を上げて対応する！」

「戦闘稼働時間が短く――」

「構うなッ！」

　暁月は吠えるように命令。

　足場もまともに確保できない状態で斬り合いなんぞできるはずもない。相手が同等の機関将、しかも恐らくは達人と呼び得る程の使い手ならば、尚更の事である。

「御意……権水循環器、流量、三割増へ」

〈紅月〉の内部で権水循環器の唸りが高まっていく。

　それは暁月の鼓動とも呼応するかのようで――

「九十九衆ッ……！」

　嚙み締めた歯の間から押し出すように、暁月はその名を呼んだ。

　九十九衆。

　その名を知るのに二年。

　その跡を追うのに一年。

　三年の歳月で、滾たぎりに滾った暁月の中の激情は、彼に冷静な判断を許さなかった。ようやく見つけた九十九衆――その姿を前にして、小賢しく策を講ずる余裕など、暁月にはなかったのである。

「九十九衆――ッ!!」

　権水循環器の流量増に伴い、導術結界全体の出力が上がる。

〈紅月〉の足首が、まるで水に弾かれたかのように、浮上――再び水面を踏みしめた。

　ダン！　と音を立てて波間を蹴る〈紅月〉。

　幾重もの波紋を海面に残し、〈紅月〉は白い機関甲冑に向けて突撃した。

　迫る勢いを利用しての一撃を、大上段から叩き込む。

　相手が岩でも、当然の如くに両断し得る機関甲冑の一撃――しかし白い機関甲冑はこれを受け止め、威力を流し、平然と反撃に転じてくる。こちらも海面に大きな波紋を刻みながら独楽の如くに横回転――横殴りの剣撃を加えてくる。

〈紅月〉は、これを刀で受け止めるが……相手は二刀。

　一撃を止めたすぐ後から、もう一撃が迫り来る。

〈紅月〉がこれも刀の傾きを変えて受け止めるも、立て続けに撃ち込まれた威力に、また姿勢を崩さざるを得ない。

　しかし……

「ぬああああああッ！」

　暁月が吠える。

　彼の殺気に反応した〈紅月〉の導術結界が瞬く間に、出力を上げる。否――正確には導術結界の処理容量が、構えた剣の刃の上に集中する。導術結界が事象を書き換える際の因果摩擦で、剣筋に沿って、虚空に幾つもの光る波紋が広がった。

　崩れた姿勢など考慮せず、相手の二刀を振り払い、続く動作で腕の力に全てを込めての――斬撃。

　白い機関甲冑はこれをかわし――しかし、一旦、退いた。

　だが、それを無為に見送る暁月ではない。

「導術結界の防御機能停止！　空いた処理容量を水面歩行と斬撃強化に充あてろ！」

「……御意」

　姿なき娘の声が応える。

「九十九衆――ッ!!」

　彼は吠えながら、更に一撃。

　防御を考えない――捨て身とも言うべき覚悟で、暁月は己の機関甲冑を攻撃に特化させていた。

　轟音と共に打ち合う巨大な刃。

　刃の上に集中された導術と導術がぶつかり合い、因果摩擦が更に光をまき散らす。暁月のそれと、敵のそれ、二つの導術の間で事象は瞬間的に幾度も揺れ動き、そしてどちらの求める事象にも結実せず、二本の刃は互いを弾いて、跳ねた。

　だが――

「おおおおッ！」

〈紅月〉が攻勢に転じていた。

　勢いの載った斬撃を立て続けに繰り出していく。白い機関甲冑はひたすらこれを受け流してゆくのみで、攻撃に転じて来ない。導術を集中した暁月の打ち込みはまさに一撃必殺、白い機関甲冑も、これを受けると一瞬だが姿勢が崩れ――反撃に転じる機会が摑みにくいのだろう。

　しかし……

「死ねッ！」

　とどめとばかりに〈紅月〉が一際大きく刀を振り上げる。

　その瞬間――白い機関甲冑が、破裂した。

　いや。違う。

　重装甲の各部が開いて、そこから、蜂の巣状の構造が露出したのだ。

「権けん水すい弾だん……！」

　そう暁月が察した瞬間――白い機関甲冑は、そこから、十を超える砲弾を撃ち出していた。

　元より権水弾は、機関甲冑同士の戦いでは滅多に使われない。その威力は不安定である為、導術結界の防御で容易く流されてしまう。導術機関を搭載していない生身の兵や、城じよう塞さいを焼き払う為の武器だ。

　だが今の〈紅月〉は、導術防御を停止している。

　それを見抜かれたのだろう。

「くっ……！」

　弾かれたように後方に跳び下がる〈紅月〉。

　それを追うようにして飛んでくる権水弾。

　敢あえて暁月は〈紅月〉を海面に突っ込ませた。

　大量の水飛沫が跳ね上がる。権水弾は、その――いわば『水の壁』に衝突し、その何発かが炸裂した。爆音と閃光が海面を叩き、しかし、その威力は他の権水弾をも巻き込んで、誘爆させる。

　辛うじて誘爆に巻き込まれなかった一発が、間近にまで飛んできたが、これは〈紅月〉の導術結界に捉えられて勢いを失った所を、左手が摑つかんで――導術結界を集中し、不活化。炸裂する事なく権水弾は沈黙した。

「はーっ……はーっ……」

　暁月は〈紅月〉の中で荒い息を吐く。

　奇襲を掛けて一気に叩くはずが――今、彼はむしろ劣勢を強いられている。

　相手は元より大型船に同乗していたのだ、当然、機関甲冑も海上の戦いを想定した装備を用意していたであろうし――職神にも、その為の経験は積ませていただろう。

　やはり迂闊に過ぎたか。

　若干の距離を置いて相対する、白い機関甲冑を睨みながら――暁月は唇を嚙む。

「…………」

　権水弾爆発の余波で、激しく波打つ海面。

　暁月は水晶眼の視界に、九十九衆が乗っていた荷役船を捉えていた。

　大型の荷役船は、高波に翻弄されながら、二体の機関甲冑の間に割り込むようにして、こちらに近付いてくる。既に自力では進めない状態になっているようだ。船体こそ大きいが、導術機関を搭載していない、普通の帆船なのだろう。

「邪魔だッ！」

　そう叫んで暁月はこの荷役船を避けて回り込もうとした――その時。

「なっ……!?」

　ダン！　と機関甲冑の、海面を打つ足音が響く。

　白い機関甲冑は、真っ直ぐ暁月の方へと突っ込んできた。

　間にいる大型船など、ものともしない。いや、むしろ船を足場として蹴る事で、更に勢いをつけている。元々波によって大きく左右に揺れていた大型船は、蹴られた事で船体に亀裂を生じ、危険な程に傾き始めたのだが――白い機関甲冑は、全く意に介していないようだった。

（仲間じゃなかったのか!?）

　意表を突いた攻撃に、暁月は応じるのが一瞬、遅れる。

　全身で叩き込むような突きの一撃に――これを受け止めはしたものの、〈紅月〉は姿勢を崩し、派手に水飛沫を上げながら、海面に倒れ込んでいた。




　　　　　●




　激しい揺れに、沙さ霧ぎりは目を覚ました。

「…………」

　瞼まぶたが重い。いや全身が重い。

　どうやら眠り香こうを嗅かがされていたようで――目覚めても尚、何処か頭の片隅に霞かすみが掛かったかのような状態である。だが、右に左に、上に下にと、これだけ容赦なく揺れていては、骸むくろですら、何事かと飛び起きるだろう。

「…………船？」

　そこでようやく、沙霧は、自分が何処にいるのかを知った。

　眠っている内に、運び込まれたのだろう。

　人をさらって運ぶのならば、幾つもの関所を通らねばならない陸路よりも、海路の方が何かと融通が利く。沙霧を眠らせた連中が何処を目指していたのかは分からないが、それなりの――関所を幾つも抜けねばならない程の遠方を目指していたのは、間違いなかろう。

　次に気付いたのは、鋼の音だ。

　鉄と鉄がぶつかり合うかのような轟音が、伝わってくる。

「…………」

　沙霧は身を起こすと、船室の壁に設けられていた窓から外を覗いた。

「あれは……？」

　海面を踏みしめて駆ける鎧武者、二人。

　いや。恐らくあれは人間ではない。人の形をしてはいるが導術機関によって駆動される鋼鉄の人型兵器、機関甲冑、もしくは機関兵などと呼ばれる代物だった。

　どうやらすぐ傍の海上で、二機の機関甲冑が戦っているらしい。

　この揺れは、その余波か何かだろうか。

　改めて耳を澄ませば――頭上から、慌てふためいたような水夫達の怒鳴り声と、入り乱れる足音が聞こえる。船の中は大混乱の態であるようだ。

　ならば……

「…………」

　沙霧は己の両腕に、ふと目を遣った。

　長い袖は手首までを覆い隠していて、その素肌は見えない。

「…………」

　改めて沙霧は船室の中を見回した。

　沙霧の他に人影はない。逃げるなら今が好機だ。

　沙霧は立ち上がり――そして。

「――あ」

　その刹せつ那な、大きく船が傾いた。

　もう一度窓から外を見てみれば、二体の機関甲冑は、この船を間に挟むようにして、激しく戦っていた。その遠慮なく放ち合う威力の一部――いや余波が、この揺れを引き起こしているのだろう。

　堪えきれず、よろめいて壁に手をつく沙霧。

「――！」

　窓の外で黒い機関甲冑が、白い機関甲冑に蹴り飛ばされ、姿勢を崩したのが見えた。

　倒れてくる――こちらに。

　機関甲冑が船に叩き付けられる音が響いた。続けて木材が軋きしみ――裂けていく耳障りな音がミリミリと聞こえてきた。恐らくこの船はもう駄目だろう。船体のあちこちに亀裂が入っている事は、沙霧にも分かった。

　そして――

「――っ!?」

　よろめく沙霧の前で、扉が、周囲の壁ごと、剝はがされていた。

　どうやら黒い機関甲冑が、甲板上で立ち上がる際に手を掛けたようだった。既に痛んでいた船室の壁は、その重量を支えきれず、壊れたのである。

「…………」

　間近に見る機関甲冑の迫力に、沙霧は思わず息を呑む。

　ギシギシと音を立てながら、身を起こす黒い機関甲冑。

　その向こうで――白い機関甲冑もまた、船の上に乗り込んでくるのが見えた。
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「――琴音！」

　暁月が叫ぶ。

　だが〈紅月〉の職神からの返答はない。

　恐らく、強く船の甲板に叩き付けられ……その際に、職神が機能を停止、再起動をしているのだろう。恐らく、琴音は咄嗟の判断で導術結界の防御機能を復活させ、処理容量の大半を防御に集中させて〈紅月〉を――というより中の暁月を守ったのだ。

　結果として、衝撃を殺しきり、身を起こしたところで――集中しすぎた負荷に耐えられず、導術結界が破綻、制御を司る職神は一時的に機能停止。改めて導術結界を展開するべく再起動をする事になったらしい。

　本来ならば、暁月は琴音を褒ほめてやるべきだろう。

　職神が一時停止、再起動するような衝撃であるならば、中の機士とて無事ではいられないのが普通だ。

　しかし……それで機関甲冑そのものが動けなくなったのでは、意味がない。

　現に、装甲の隙間から、白い機関甲冑が近付いてくるのが見える。

　職神が再起動中の機関甲冑など、ただの鉄の塊かたまりだ。先にも暁月自身が二機を倒したのと同じく、導術結界を用いた斬撃を喰らえば、いとも簡単に両断されてしまうだろう――それも、中の機士ごと。

「くそ、ふざけるな――ようやく、ようやく」

　やっと九十九衆の尻尾を摑んだ。

　やっと仇かたきが討てると――思った。

　なのに、こんな所で果てて良い訳がない。

「くっ……！」

　歯ぎしりする暁月。

　だが今の彼には、その程度の事しかできない。

　いっそ、〈紅月〉を捨てて――という考えも脳裏を過よぎった。

　だが、細かく斟しん酌しやくもせずにそれを暁月は否定する。仇討ちは、復讐は、この〈紅月〉を以て成されねばならない。それは決して譲れぬ最後の一線だったはずだ。

「――あかつき」

　ふと、触れる声があった。

　琴音の声に似て――しかし何処か異質な。

　それは……

「たすけて、あげようか？」

　声はそう問うてきた。

　何処かたどたどしい、しかし、明らかにある種の意図を含んだ口調で。

　神か。魔か。言葉通り本当に今の彼を助けられる力をその声の主が持っているのであれば、暁月は恥も外聞もなくそれにすがるべきだろう。

　しかし……

「引っ込んでろ」

　暁月は唸るように言った。

「お前は、出るな」

「でも、あかつき――」

「寝てろ！　琴音に代われ、早く！」

「あかつきの、いじわる」

　そんな言葉と共に声が――その気配が消える。

　同時に、装甲の隙間から、白い機関甲冑が右の刀を振り上げるのが見えた。

　そして――

「――!?」

　その右腕に鎖が巻き付いたのは、次の瞬間だった。

　斬撃が強引に止められる。

　導術結界は、いわば意思の力を顕けん現げんさせるものだ。故に予想外の方向から加えられる攻撃には意外と脆もろい。加えて――白い機関甲冑は、〈紅月〉を斬り倒す、その事に刃の上の導術を収束させていた為に、飛んできた鎖に対して防御が働かなかったのである。

「何だ!?」

　動きが止まったままの〈紅月〉では、振り返って、鎖の根元を見る事もできない。

「……ジョウキュウキカンカッチュウ、アカツキ……シキガミ、コトネ……サイキドウ……」

　声というより音に近い呟きが〈紅月〉内部に響く。

　そして――

「……暁月、様」

　人間の声らしい響きを取り戻して、琴音が暁月の名を呼んだ。

「申し訳ございません」

「…………」

　だが暁月はそれには応えず、ようやく動くようになった〈紅月〉の水晶眼を用いて周囲を見回した。

　いつの間に、近付いてきたのか。

　荷役船の周囲には、数隻の船が浮かんでいる。その甲板には少数ながらも――そして機関甲冑の姿を見る事もできた。

　鎖を投げたのはそれらだろう。

　三方から巻き付いた鎖は、完全に、白い機関甲冑の右腕を封じていた。

　本来ならば――絶妙の機に入った予期せぬ助けに、暁月は喜ぶべきだろう。

　しかし、彼は機関甲冑の肩に貼り付けられた家紋を見ると――顔をしかめて唸るように呟いた。

「役人共のお出ましか……面倒な」

　暁月の怨敵は九十九衆だが、公儀も別に味方という訳ではない。

　それを証するかのように――

「そこの機関甲冑、二機！　神妙に致せ！」

　新たに現れた機関甲冑から、そんな声が投げ掛けられる。

「その方等が何者かは知らぬが、機関甲冑を用いた諍いは御法度である！　今すぐ職神剣を抜いて機関甲冑を降りよ！」

「…………ちっ」

　どうしたものか。

　打開策を求めて周囲を見回し――そして暁月は気付いた。

「……？」

　身を起こした〈紅月〉のすぐ傍に、一人の若い娘が立っている。

　小柄で、何処か儚はかなげな――そんな印象の娘であった。

　長く無造作に伸ばされた黒髪の中に、白く整った愛らしい顔がある。目鼻立ちは麗しく、気品すら感じられる繊細な風情であるのだが――そこには、およそ表情らしい表情が浮かんでいない。

　気を張って表情を殺しているのではない。

　茫洋と喜怒哀楽が溶けたそれは――何処か人形、あるいは仏像の顔にも似ている。

　悟りを開いたという訳でもなかろうが、機関甲冑という大型兵器の傍に立ちながら、まるで怯える様子がなかった。その気になれば――いやその気がなくとも、機関甲冑が腕を一振りするだけで、人間など血肉の塊になってしまうというのに、だ。

（こいつは……？）

　訝いぶかしむ暁月。

　次の瞬間――白い機関甲冑が動いていた。

　まだ自由になる左腕で、刀を甲板に突き立てたのである。

「――！」

　ギイギイと軋みながら、既に入っていた亀裂と、今刻まれた刀傷が繋がっていく。

　導術を込めた機関甲冑の一撃は、岩をも容易く穿つ。ならばその一撃が、木造の甲板を――そして船体を切り裂けるのも道理である。元々暁月達の戦いの余波を受け、あちらこちらに亀裂を生じていた船体は、この一撃で、一気に崩れ始めた。

「何をするッ!?」

　鎖を保持する三機の機関甲冑が、驚きと怒りの声を上げる。

　大型船の船底が裂け、崩れた積み荷が次々と海へ投げ出されていく。甲板上を右往左往していた水夫達も同様だ。あちらこちらを泡立たせながら、大型船は沈み始めた。

　そして……

「…………」

　続けて白い機関甲冑は、右腕に巻き付いている鎖に刀を叩き付けた。

　鋭い鋼の悲鳴と共に、断たれた三条の鎖が跳ねる。続けて沈み往く船を更に蹴って飛び上がると――白い機関甲冑は、空中で回転した。

　再び開く装甲。

　二十発余りの権水弾がばらまかれたのは次の瞬間だった。

「お、おのれ!?」

　公儀の機関甲冑から、怒鳴り声が飛ぶ。

　だがそれも次の瞬間、次々と弾ける権水弾の炸裂音にかき消され、海面の上を幾筋もの炎が走った。衝撃と閃光が全てを圧し、その場にいた者の多くは――機関甲冑を駆っていた公儀の機士達ですらも、目と耳を潰されるかのような光と音に、呻く。

　誰も彼もが、惑乱されていた。

　その中で――

「くそっ――」

　一瞬ながらも相手の意図を悟り、眼と耳を塞いでいた暁月だけは、遁とん走そうせんと身を翻ひるがえす白い機関甲冑に気付いていた。

「待て、九十九衆ッ！」

　改めて導術結界を、戦闘展開。

　白い機関甲冑を追おうとして――

「……！」

　暁月は水晶眼の視界の隅すみに、それを見た。

　先程の娘だ。

　どうやら、権水弾の閃光と衝撃で気を失ったらしく……藻も掻がく様子もないまま、浮き沈みを繰り返して流されていく。しかもその近くには、火の付いた積み荷の木箱が幾つか浮かんでいた。

　木箱と木箱に押し潰されるか。

　水面に流れた油の火に焼かれるか。

　あるいは、単に溺おぼれるか。

　いずれにせよ、このまま放置すれば、あの娘は死ぬだろう。

「…………」

　関係ない――暁月は、自分にそう言い聞かせる。

　自分が最優先すべきは仇討ちだ。見ず知らずの女の生き死になど知った事ではない。乱世は終わったとはいえ、未だ、人は脆く、命は安い。娘を見捨てて、それを責めるような者も暁月の周りにはいない。

　しかし……

「…………」

　ふと――波に翻ほん弄ろうされる娘の横顔に、昔日の残像が被った。




　…………




「暁月！」

　彼の名を呼ぶ、蒼あおい着物の娘。

　暁月もまた、彼女に向けて走りながら、その名を叫ぶ。

「琴音！」

　血と、炎と、そして黄昏たそがれの光と。

　何もかもが、朱あかく朱く染まる世界。

　轟音と共に屋敷が崩れ、その向こうで巨大な武者の影が、幾つも蠢うごめいている。人間の武器に数倍する大きさの刀や槍が振るわれる度に、悲鳴と怒号が交錯し、人としての形すら保てなかった骸が、地面にばらまかれる。

　戦ではない。ひたすら一方的な――殺さつ戮りくの現場だ。

　此処は戦場ですらなかった。山間でひっそりと、慎ましやかに暮らす人々の村落。蹂じゆう躙りんされる側は機関甲冑どころか刀の一本も携えていない。全くの奇襲。それも圧倒的な戦力を以て。襲われた側には、抗する術すべなどあろうはずもない。

　地獄の如き朱に染まる情景の中で、その娘の蒼い着物はよく目立った。

「暁月――逃げて」

　娘はそう叫ぶ。

　助けて、ではなく。守って、でもなく。

　ただ――彼の身を案じる一言。

　いつも彼女は、そうだった。

　だからこそ、暁月は逃げない。彼女を置いて逃げるなどできるはずがない。

　逃げるなら一緒に。他の選択肢はない。

　そう決めて必死に手を伸ばす。

　だが、その指先は空を掻くばかりで、何も摑む事ができない。焦るばかりで思うように彼女に近づけない。暁月は足元の瓦が礫れきに何度も何度も躓つまずきながら、それでも彼女の元へと走る。

　琴音は。彼女は。彼女だけは。

　そして――

「――！」

　権水弾の炸裂が均衡を崩したのだろう。

　村落のすぐ脇にそびえていた山肌が、緩んで崩壊し――土砂崩れとなって押し寄せる。

　猛烈な勢いで叩き付けられる、土砂の奔流。

　それは一瞬にして蒼い着物の娘の姿を、呑み込んでいた。

「琴音――ッ!!」

　絶叫する暁月。

　土石流の中で、白い手だけが、呑まれずに残って見えたのは、奇跡か――それとも何物かの悪意か。

「琴音、琴音ッ！」

　すぐ掘り出せば、まだ間に合う。

　そう自分に言い聞かせて暁月は白い手の傍に跪く。

　しかし――

「――ッ！」

　ズムン――とその白い手のすぐ脇に、機関甲冑の脚が踏み降ろされ、まだ柔らかい土砂が大きく沈んだのは、次の瞬間だった。

「あ、あ、あああ、あああああああ！」

　悲鳴じみた声を上げながら、暁月は土砂を掻く。

　傍らにいる機関甲冑など全く気にならなかった。指の皮が裂けて血が出たが、そんな事はどうでも良かった。まだだ、まだ間に合う、まだ間に合うはずだ、そう言い聞かせて暁月は土を掘る。

　掘って。掘って。掘って――

「……あ……あああああ……」

　指先が、赤黒い泥を掻いた。

　恐らくは、染み出してきた血によるものだろう。

　機関甲冑が脚を上げると、土砂にくっきりとついたその足形の真ん中に、じわりと朱いものが滲むのが見えて――

「あ……あ……ああああああああああああああああああああああああああッ！」

　しおれた花のように、力なく地に倒れる白い手。

　それを前に――暁月は、吠えた。




　…………




　追憶は文字通りの一瞬。

　だが――

「――！」

　名も知らぬ娘の白い手が、波間に沈んでゆく。

　その手が、まるで、あの日の彼女のもののように見えて。

「――くッ！」

　彼の意思に応じた〈紅月〉は、その鋼鉄の腕を伸ばすと――燃える積み荷の間に漂うその娘をすくい上げていた。

　やはり娘は気を失っているようだ。機関甲冑の腕の中で、ただぐったりとしていて、動く様子もない。暴れられたりするよりは、余程に面倒がなくて良いが。

　辺りはまだ、混乱が渦を巻いている。

　そして――

「くそっ！」

　忌々しげに吐き捨てる暁月。

〈紅月〉の腕ですくい上げた娘を抱えながら、改めて周囲を見回すが――そこに、もう白い機関甲冑の姿は、なかった。
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　海上は大混乱であった。

　白い機関甲冑の放った権水弾は、あちらこちらに飛び火し、詩織達を機関甲冑ごと載せてきた阿芸藩の船も、炎上し始めていた。どうやら権水とは別に油も混ぜられていたらしく、水面に浮かんだそれらに火がついて、燃え広がっていくのだ。

「詩織様――どういたしますか？」

「兵ひよう衛え。とりあえず水夫達を救けるのを優先で」

　隣で機関甲冑に乗る副官――滝たき織おり兵衛の問いにそう答えると、詩織は自分の機関甲冑である〈昇しよう星せい〉を海上に進ませた。兵衛の〈月げつ輪りん〉も同様にして波の上に降り立つ。

　積み荷の木箱や、沈没した船の破片が波間を漂い、その幾つかは火を噴いている。

　溺れずとも生身では危険な状態だった。

　しかし……

「そこな機関甲冑！」

　共に出張ってきた阿芸藩の機士達は、水夫達など眼にも入らぬとばかりに、この騒動の原因――黒い機関甲冑を取り巻いていた。白い機関甲冑を取り逃がした今、こちらの黒い機関甲冑だけでも取り押さえよう、というつもりなのだろう。

「ただちに所属と氏名を明らかにせよ！」

　居丈高にそう命じる、阿芸藩の機士達。

　だが、黒い機関甲冑からの応えはない。何やら沈没した船に乗っていたらしき、若い娘をすくい上げて、腕に抱えている様子だが――

「幕府のお許しなき場合には、武士といえど機関甲冑の所持は御法度である！　身元を明かさねば、謀む反ほんの意思ありとみなすが、如何に!?」

　更に語気を強めて、阿芸藩の機士達が問う。

　しかし、やはり応えはなく――

「皆の者、かかれ！」

　遂に焦れた阿芸藩の機士達は――彼等の操る機関甲冑は、それぞれ得物を構えて黒い機関甲冑を押し包んだ。

　しかし――

「待ちなさい、それは――」

　この場を主導する権利を握っていなかった詩織達は、ほんの僅わずかだが阿芸藩の機士達の動きに対して、遅れる事となった。

「それは機関将、上級機関甲冑だ！　無闇に仕掛けては――」

　兵衛が詩織の言葉に繋げてそう叫ぶが、もう遅い。

　制止は間に合わず、二機の機関甲冑が、黒い機関甲冑に斬りかかっていた。

　鋼鉄の豪腕がふるう槍二本が、迫る。

　しかし……次の瞬間、それらは揃って空中に跳ね上げられていた。

「ぬおっ!?」

　阿芸藩の機士達が驚きの声を上げる。

　片手打ちの一刀で、黒い機関甲冑は、二機の刺突を跳ね返し――それどころか、槍を手放させていたからである。単なる膂力を振るうだけの一撃ではない。角度と速度において最善の一撃を瞬時に選び出す、それは『技』だ。

　しかも……

「なにっ!?」

　翻る刀は、二機の機関甲冑を横薙ぎに斬っていた。

　武器を墜とされ、がら空きになった胴を深々と切り裂かれ……体勢を崩す阿芸藩の機関甲冑。断面から血のように権水を噴き出しながら二機は後ずさり――導術結界を維持できなくなったか、そのまま水飛沫を上げながら海に没していった。

「つ、強――」

　阿芸藩の機関甲冑は残り三機。

　だが沈みきる前に、先に倒した相手を蹴って――それを足場にして跳んだ黒い機関甲冑は、疾風の速度でその内の一機に襲い掛かる。阿芸藩の機関甲冑は、咄嗟に槍を構えるが、黒い機関甲冑の刀がこれを絡め取るように突き出され――穂先がぶれる。

　長槍は全く意味のない空中を突き、むしろその柄を伝うようにして進んだ刀は、その切っ先を相手の腹部に潜り込ませていた。

　鋼の悲鳴が響く。

　火花を散らし、権水を散らし、腹を貫かれた機関甲冑がガクンと動きを止める。恐らくは権水の循環器を潰されたのであろう。

　黒い機関甲冑は、その阿芸藩の機関甲冑の首を摑むと、これを盾にして残りの二機と向かい合った。

「……馬鹿な」

　阿芸藩の機士達、残り二名が呻く。

　こうも圧倒的とは、思ってもみなかったのであろう。

　先に白い機関甲冑と戦っていた際には、決して、優勢に事を進めているようには見えなかった。だからこそ阿芸藩の機士達もこの黒い機関甲冑を――そしてその中にいるであろう機士を、舐めてかかっていたのだ。

　だが達人同士の戦いというものは、しばしば、素人の目には単純に映るものだ。

　まして本物の上級機関甲冑――時に『機関将』などと呼ばれる『銘めい入いり』の業わざ物ものは、通常の機関甲冑、『機関兵』とは全く別物である。

　名刀を手にした達人に、粗雑な刀を持った雑兵が挑んだようなものだ。そもそも勝負になるはずがない。

「退のけ」

　黒い機関甲冑から、低く抑揚を殺した声が漂ってくる。

「貴様らなんぞに用はない」

　叫んでいるのでも喚わめいているのでもない。しかし、爆発寸前にまで圧の高まった怒りがその奥に渦まいているのは、聞いただけで分かった。

　こういう手合いは厄介だ。勝ち目だの利益だのを度外視して暴れ回る事が多い。

　だが――

「そうはいかないのよ」

　詩織は言って〈昇星〉を進み出させる。

　同時に兵衛の〈月輪〉が大きく回り込んで、黒い機関甲冑を挟み撃ちにする位置についた。この期に及んでは自分達の出番はないと察したか、阿芸藩の機関甲冑二機は、大破した仲間の機関甲冑を回収しながら、大人しく離れていく。

「……さて？」

　詩織は唇を舐めて――笑う。

　上級機関甲冑とやり合うのは何年ぶりだろうか。

　しかも紛う事なき真剣勝負である。

　できれば正々堂々、一機打ちといきたいところだが、さすがにそんな酔狂は許されまい。そもそも末席とはいえ、天部衆の一人たる自分がこの阿芸藩に遣わされたのも、懲ちよう罰ばつとしての意味が強い。ここは真面目に働いておくべきだろう。

「天部衆の九、朽葉詩織」

「朽葉家家老、滝織兵衛」

　二人はそう名乗りを上げて刀を抜き放つ。

「…………」

　黒い機関甲冑の機士は――無言。

「参るッ！」

　鋭く告げて詩織は斬りかかった。
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　剣戟の音が機内に跳ね回る。

　導術を帯びて擦り合う、鋼と鋼。

　鋼の装甲の内で反響を繰り返すそれは、鼓膜を突き刺す異音となって機士を苦しめる事で知られていた。耳栓をしても身体を伝わって聞こえるからだ。神経の細い者などはこれに耐えられずに機関甲冑を降りるが――思い余って己の耳に針を突き刺してしまう者もいるという。

「ちいっ――」

　暁月も表情を歪めながら、これに耐える。

　集中を途切れさせれば負ける。これはそういう戦いだ。

　だが……

「天部衆!?　どうしてこんな所に……！」

　そもそも暁月に、朽葉詩織と滝織兵衛を斃たおすつもりなどない。

　公儀は――特に幕府勢は、勿論、暁月の仲間ではないが、積極的に斃さねばならぬ敵でもない。実を言えば暁月は、九十九衆以外は全く眼中にない。

　それでも戦っているのは……この場で幕府に下る訳にはいかないからだ。

　徳河幕府は浪人が機関甲冑を所持する事を禁じている。これは未だ各地に残る反徳河の勢力が、大量の機関甲冑を擁して幕府に反旗を翻す事を警戒してのものだ。

　勿論、以前に豊聡が行った刀狩りと同様――さすがにこの法は有名無実というか、徹底はできていない。だが、それでも将軍直下の天部衆ともなれば、見て見ぬ振りはしてくれまい。

　負けて捕らえられれば、間違いなく〈紅月〉を取り上げられる。

　それだけは、絶対に避けねばならなかった。

「くそ、このままじゃ――」

〈紅月〉を駆りながら、暁月は低く呻いた。

　詩織と兵衛は、間違いなく使い手であった。

　力量としては、先の白い機関甲冑に乗っていた九十九衆と同等。

　暁月は二人の攻撃を凌ぐので精一杯であった。

　一対一であればまだ活路を見いだす方法もあるかもしれないが、二人の連携には、まるで隙というものがない。結果として暁月は、延々と詩織、兵衛の斬撃を受け続ける事になっていた。

「暁月様。どういたしますか？」

「…………」

　気遣わしげに琴音が尋ねてくるが、しかし、暁月に応える余裕はない。

　それを見越したかの如く――

「無理よ」

　剣戟の異音の合間から詩織の声が届いた。

「機将乗り二人相手というのも勿論だけれど、そんな荷物を抱えていてはね」

「…………」

　暁月は〈紅月〉の左腕が抱える娘を意識する。

　一度は救った娘であるが――いっそ投げ捨ててしまえば両腕を使える。いかに元々強力な腕力の機関甲冑といえど、片手持ちよりは両手持ちの方が強いのが道理。両手持ちの斬撃であれば、詩織か兵衛の機関甲冑に、強引に隙を作り出すだけの強い一撃を放てるかもしれない。

　そう。いっそ投げ捨ててしまえば。

　元々名も知らぬ他人だ。

　自分の目的と引き替えにしてまで、救わねばならぬ義理はない。

「暁月様？」

　ふと琴音が名を呼んでくる。

「奴等を許さない。絶対にだ。奴等を嬲なぶり殺ころす為なら――その目的の為なら、俺は何だってできる。できるんだ」

　暁月は琴音に――というよりも己に言い聞かせるかのようにそう言った。
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　実の処――詩織は、黒い機関甲冑を斃しきるつもりはなかった。

　上級機関甲冑は、極めて貴重な代物だ。

　豊聡秀吉の治世においては、刀狩り令の公布と共に新規の上級機関甲冑を製造する事が禁じられ、多くの機き匠しようが、その製法の破棄を余儀なくされた。

　またその後、天下分け目の戦いとして知られる隻ヶ原の合戦においては、既存の半数が失われたといい――既に若い武士達は、上級機関甲冑の実物を見た事がない者までいるという。先の阿芸藩の機士達が、不用意に仕掛けたのも、上級と中級の見分けがつかなかったからだろう。

　だからこそ、壊してしまうのは惜しい。

　同時に、これを自由自在に操るだけの力量を持った機士も、だ。

　本人が望めば、徳河の御家人として召し抱えられても不思議はない。

　それに……

（わざわざ、あの娘を救った）

　詩織は、黒い機関甲冑が、海から娘をすくい上げる様さまを見ている。

　娘と黒い機関甲冑の間にどんな繋がりがあるのか、それとも全くの他人か、その辺りの事情は分からないが……今もなお、娘を投げ捨てずに戦っている事を思えば、弱きに手を差し伸べずにはおれぬ、高潔な心根の持ち主と見る事もできる。

　だからこそ、詩織は何とか、この黒い機関甲冑の機士を殺さずに捕まえようと考えていたのである。

　しかし……

「――え？」

　不意に、黒い機関甲冑の動きが変わった。

　その腕に抱えていた娘の身体を――

「なっ!?」

　真上に放り投げたのだ。

　まさか――その驚きが、詩織に一瞬の隙すきを作る。

　両腕を使えるようになった黒い機関甲冑は、刀を構え直して詩織に斬り掛かった。

「――ッ！」

　隙ありといえども、さすがに『生ける軍神』たる天部の一人、詩織は咄嗟に剣を引き、黒い機関甲冑の一撃を受ける。

　だが……

　機関甲冑が纏う導術結界の力は、機士の気迫を、そのままに反映する。

　即ち隙とは心の緩みであり、驚きに集中を乱した詩織の〈昇星〉は、その結界防御を緩ませてしまっていた。本来ならば相手の斬撃の威力を何割か減じさせるはずの結界防御は、しかしろくに働く事もなく、そのままの威力が刀に伝わったのだ。

　結果……

「――くっ!?」

　まさに不覚――〈昇星〉の刀が、その手を離れて高々と舞い上がる。

「詩織様！」

　兵衛が叫ぶ。

　刀を弾き飛ばされたその刹那、詩織が間合いを詰めすぎていた為に、彼もまた迂闊に黒い機関甲冑に斬りかかる事ができなくなっていた。それを見越してか、黒い機関甲冑は、詩織の〈昇星〉の胸元を摑んで、盾にするかのように引き寄せる。

　更に――

「……！」

　左腕で詩織の〈昇星〉の胸元を摑んだまま、黒い機関甲冑が空中に剣を差し伸べた。

　即ち――落ちてきた娘に向けて。

　切っ先が彼女の着物を引っかける。恐らくは導術結界を攻撃とは逆に使い――刃の切れ味を殺しているのだろう。更に黒い機関甲冑はこの刀を手前に引くと、娘の身体を、器用に己の肩へと載せた。

「おのれ……！」

　兵衛が吠える。

　改めて刀を突きの形に――即ち精密な一撃を意図した形に構えて、兵衛の〈月輪〉が襲い掛かる。落ちてきた娘を肩に載せる際、そちらに意識が向いたのだろう、黒い機関甲冑に、僅かに出来た隙を突く形での一撃であった。

　しかし……

「――む!?」

　その鼻先に、ヒョイと放り出される白い砲弾。

　それが先の白い機関甲冑が放ち、黒い機関甲冑が不活化して持っていた権水弾だと詩織達が気付いた――その瞬間には、〈月輪〉の突きが、小さな砲弾の横腹に食い込んでいた。

「――！」

　逬ほとばしる閃光と轟音。

　同時に詩織の〈昇星〉も突き放され――

「ぬ……おっ……！」

　間近に炸裂する権水弾に、さしもの兵衛も怯ひるんだようだった。

　詩織もまた目と耳を塞がれた状態で、身動きがとれない。恐らくは阿芸藩の機士達も同じであろう。中級の機関甲冑は、水晶眼を備えていない。それだけ閃光を直視してしまう場合が多いのだ。

　そして……

「――逃げた、か」

　ようやく、一同の目と耳が常態に戻ったその時。

　当然の事ながら――既に黒い機関甲冑の姿は、何処にも見えなくなっていた。
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　誰の所為せいでもなく

　何の為にでもなく

　ただ在あるだけで赦ゆるされざる者

　理由なきが故ゆえに赦される術すべもなく

　睨まれ　叩かれ　罵ののしられ　逃げに逃げて

　差し伸べられる手にすがりつく

　唯一の救い　無二の赦し　存在の肯定

　だからこそそれを失った時

　赦されざる者は　全てを赦さざる者となって

　世界を呪う
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　白々とした半月が、冷たい光を降らせていた。

　頭上に広がるのは無辺の空だ。分厚く深い夜の闇に染められてはいるが――その彼方に輝く星々や月が、その広さを無言の内に物語る。

　手を伸ばしても、届かぬ空。

　茫ぼう漠ばくたる虚きよ無むは、むしろ地に縛り付けられた己の無力さを、嫌という程に自覚させる。

　男は――深い深い穴の底にいた。

　最も近い印象であるのは、井戸であろう。細長い縦穴。ただしそれは、あくまでも全体の形を見ての表現だ。底にあたる円形の広場には、民家の一軒や二軒は建て得るであろうだけの、規模があった。

「あ……うあ…………」

　男は、頭上の月を見上げながら声を上げる。

　だが、その乾きひび割れた唇から漏れるのは、意味のある言葉などではなく、獣の唸うなりにも似た音でしかなかった。既に、男は普通ではなくなっている。あるいはこれは、元々のものなのか。いずれにせよ、男は焦点の定まらない眼で半月を眺めながら、ぼんやりとその場に座り込んでいた。

　穴の底にいるのは、男が一人だけだ。

　いや。一人だけに――なった。

　男の周囲には、幾つもの骨が散らばっている。獣を捌さばいた事のある猟師や百獣ももんじ屋やの類ならば、それが獣のものでないと、すぐに察する事ができたろう。

　骨はいずれも人間のものだ。

　骨盤の形を見れば、男のものも女のものも混じっているのも分かる。

　その数……およそ百。

　もし察しの良い者がこの縦穴を子細に見れば、あるいは気付いたかもしれない。

　この縦穴は、実際には、上に向かうにつれて緩やかにすぼまっている。つまり縦穴の壁は垂直なのではなく、ゆっくりとのしかかるような形に湾わん曲きよくしているのだ。あたかもそれは、壺や瓶のように。

　勿論、中にいる者が、壁を登って外に逃れようとすれば、その傾斜が彼等を阻む。元よりろくに凹凸もない壁を、指先の力だけでぶら下がって進む事など、不可能に近い。最初からこの縦穴は、底の者達が登って出てこられないようにと、考えられた末に作られているのである。

　鉄格子も木戸もないが、これは牢屋だ。

　いや。檻おりと言った方が正しいかもしれない。

　最早、人とは呼べぬものを――獣けだものを閉じ込めるという意味では。

　しかし……

「お……おおおお……おおおおぉぉ……」

　この縦穴には、何もない。

　閉じ込められれば、糞尿は垂れ流しにするしかない。それは我慢するにしても――飲み水も食い物も此こ処こにはない。頭上が開いているので、夜露や雨水は期待できるかもしれないが、それとて、溜める為の器がなければ、何日も保たせられるものではない。

　だから……

「……おおお……お……おお……」

　男がゆらりと立ち上がる。

　汚れ放題、更には爪も伸び放題の足が白骨を踏みしめるが、男はまるで気にした様子がない。人間の尊厳などというものは、恐らく、その概念すら覚えていないであろう。自分の足元に転がっているのは、男にとって、ただの食べ滓でしかなかった。

「おおおおおおぉぉぉぉ……！」

　男が、両手を頭上に向けて差し伸べる。

　見上げる月の手前を、何かが横切ったからだ。

　一本の縄にぶら下げられた、一羽の鶏にわとり。

　既に絞められているのか、暴れる様子はない。ただの肉の塊かたまりになったそれが、音もなく、するすると頭上から降ろされる。男はそれを見て、うなり声を上げながら、両手を伸ばして激しく振り回した。

　目の前に降りてくるまで、とても待っていられなかったようだ。

　男はやせ細った足で跳ねると、何度かの失敗の後、その鶏の死骸に飛び付く事に成功する。筋張った指が羽根をむしり、皮を引き裂き、男は、その鶏にぶら下がりながら、黄色く濁った歯を、その肉に突き立てた。

「おぶ……ぶ……うぶ……」

　縄にぶら下がったまま、男は無心にその鶏を喰う。

　勿論、血抜きなどされていないが、むしろこれ幸いと血を啜すすって喉のどの渇きを癒いやし、肉を齧って空腹を癒やす。縄が引き上げられていく間に、既に男は、穴のかなり上の方にまで引き上げ――いや、釣り上げられていた。

　そして……

「――おぶ？」

　何本もの細い鎖が投げ掛けられたのは、次の瞬間であった。

　それは先端に鋼鉄の鈎かぎ爪づめが付いた代物である。元々は漁師達が鯨くじらを獲とる際に使う道具であった。獲物の肉に鈎爪を食い込ませ、獲物を逃げられないようにする。獲物が暴れれば暴れるだけ、鈎爪は深くその身体に食い込み、流れる血は増える。いつしか獲物は力尽きて漁師達のなすがままになる、という寸法だ。

「ぎあっ!?」

　痩やせた身体に鈎爪が食い込む。

　血をまき散らしながら、男は身を捩よじってあばれるが――幾つもの方向から投げ掛けられた鈎爪は深々と食い込んでおり、抜け落ちる様子はない。鎖も男の身体に絡み付き、より、その動きの自由を奪っていた。

「あがぁ！　あ、ああ！　がああ！」

　吠えながら暴れる男。

　だが結局、鈎爪と鎖から解き放たれる事はなく……男は穴の中から完全に引き出され、荒れて乾いた地面の上に引き倒されていた。

「があああああ！」

　男が歯を剝むいて暴れる。

　もう完全に獣だ。

　暴れる男の近くには、十数名分の人影があった。

　男を釣り上げたのは、彼等なのだろう。いずれも、夜の闇にその顔の大半を塗り潰されていて、面相もよく分からない。老若男女の区別もつかないのだ。

　ただ――

「酷い臭いだ」

「獣でも、これよりはましであろうに」

「無理もあるまいよ。永らくあの『壺』の中だったのだから」

　人影の間で、ぼそりぼそりと言葉が交わされる。

　だが男には、もうそれを理解するだけの知恵はない。とっくにそんなものは、男の中で壊れて崩れて、ひり出す糞尿と共に流れ去っていた。

　男はただ、鎖に縛られたまま暴れ、吠えるだけだ。

　しかし……

「よう生きた」

　人影の中から、一人の男が歩み出る。

　月光に照らされて、神経質そうな、線の細い顔がぼんやりと浮かび上がる。年の頃は四十かそこらか。顔に貼り付く隈取りのような影のせいか、ひどく凄惨な印象が、その顔には貼り付いていた。

　身につけている羽織や、腰に差した刀からすれば、恐らくは武士なのだろう。

　それらの造りを見れば、この武士が、かなり高い身分にあったと分かる。

　ただ……

「よくぞ、生き抜いた。褒ほめてつかわす」

　その武士は男に向けて、繰り返しそう言った。

　武士のその顔には一つ特徴的なものがついている。

　額ひたいから眉間を通り抜けて右の頰ほおに繋がる――疵きず痕あと。

　まるで顔を左右に割り開くかのような、それは凄惨な代物だった。

「血を啜り、肉を喰らい、その生への執念たるや、まっこと魔神の如き。その強き執念、その猛々しき魂たましいは、我等が戦いくさの兵つわものとして相応しい……！」

　にぃ――と武士は、白い歯を剝いて笑う。

　対して男は黄色い歯をかちかちと鳴らしながら、相手を睨むだけだ。

　既に会話など成立する状態ではない。だが武士の側にそれを気にする様子はなかった。

「なればこそ今、貴様に相応しき身体を与えてやろう」

　一方的に投げ掛けられる言葉。

　勿論、武士は男の了承など待つ様子もなく――楽しげに背後を振り返る。

　そこには……

「見るが良い。拝むが良い。あれが、貴様の新たなる骨と肉」

　……それは異形だった。

　その殆どは影に覆われていて、詳細は見えないが――概おおむね人の形をしている事だけは見て取れる。何かに腰を下ろし、両手を膝の上に置いているかのような姿勢だ。

　だがその手足の、胴体の、均衡が人間のそれではない。

　四肢が長すぎる。末端が太すぎる。胴に比して頭が小さすぎる。

　そして何よりも……全てが巨大に過ぎる。

　周囲に生えている木々と比較すれば、それが、尋常ならざる偉容を備えているのだという事が分かる。座り込んでいてすら、それなのだ。恐らく立ち上がれば、身の丈は六十尺を越えるだろう。

　巨大仏像の類か。

　眼を凝らせば、その足元には祭壇らしきものが置かれているのも、見えるだろう。

　幾つもの燭台が置かれ、蠟ろう燭そくが、か細い炎をゆらゆらと揺らめかせている。香らしきものが焚たかれているのか、白い煙が立ち上っているのも見えた。

　そして――

「いざ……！」

　武士が、亀裂の入った笑顔で促す。

　低い声で唸りながら、男は――全身に鈎爪を食い込ませたまま、成す術もなくその祭壇に向けて引きずられていった。
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　娘は……ただ不思議そうに首を傾げた。

「何も覚えていないの？」

　その時の彼は、問いに頷うなずく以外……答える術を知らなかった。

　己が何者なのかも知らない。

　名前すら分からない。年齢さえ分からない。

　勿論、分からない尽くしで良い、などと思っていた訳ではない。だが、誰か自分を知らないか？　そう問う事すら、彼は満足にできなかった。

　何な故ぜなら――

「俺は――忌み嫌われている、らしい」

　誰に問うても、答えてはくれない。

　大抵の者が、彼を見れば身を引いた。近付きたくない。露骨にそんな内心が表情や態度に顕れていた。こちらから近付けば、はっきりと逃げられた。深追いすれば、石が飛んできた。自分は他人に近付く事を許されないのだと、その時、彼は知った。

　この目の前の娘も同じだろう。

　彼女の愛らしい顔を覆う無む垢くな表情。それが、いつものように、他の者と同じように、怖れや蔑みに染まるのを、彼はただ――待った。

「…………」

　娘は眼を瞬かせて、しばらく彼を見つめてから。

「そうか。そうなんだね」

　そう言って頷いた。

「そうだね。普通はそうだよね」

　容赦ない現実を突きつける言葉が、娘の口から出る。

「…………」

　彼はただ無言だった。

　そう。それが普通なのだ。

　忌き避ひされるのには、もう慣れた。当初は理不尽だとも思ったが、どうやらそれが当たり前らしいと気付いてからは、それはそういうものなのだ、と理解して生きてきた。勿論、それで苦痛や孤独が和らぐ事はなかったが。

　だからこそ――

「でも私達は……普通じゃないから」

「……え？」

　娘が柔らかに微笑ほほえんだ――その表情を、彼はただ呆然と見つめた。

　それは初めて自分に向けられた、本物の笑顔だった。

　強張った作り笑いではなく。

　本当に楽しげに、嬉しげに、この出会いを喜ぶかのように。

「…………」

　あり得ない。

　先ずそう思った。そう思ってしまうくらいに、彼は迫害される事になれきってしまっていた。

　しかし――

「平気だよ。貴方が何物でも」

「そう――なのか？」

　問う声には、未だ疑いの色が濃い。

　だが娘は気を悪くした様子もなく、こっくりと頷いた。

「うん。だから構わないよ。このままこの村にいたいならいればいいの。多分、誰も反対なんかしない。どうせ皆――普通じゃないから。理由は違うけど、私達も、普通の人達の中では暮らせなかった人ばかりだから」

　苦笑を浮かべてそう言う娘を、彼はしばらく見つめて。

　それから彼は、自分がこの娘の名すら知らない事に、改めて気付いた。

「あ、あの、お前は――君は」

「御み杖つえ代しろ……琴こと音ね」

　自分の胸に手を置いて娘は言った。

「貴方あなたは？」

「…………」

「あっ……ごめんね。自分の名前も分からないんだったね」

「すまない」

「どうして謝るの。貴方のせいじゃないでしょ？」

「それは――」

　その通りだが。

　そんな道理すら、思い出すのは久し振りだった。

「じゃあ――私が付けて良い？」

「え？　あ、お、俺に？」

「ええ。良い？」

「…………」

　彼はただ頷いた。

　良いも悪いもない。

　名前をくれるという事は――これからも、自分と言葉を交わしてくれるという意思表示に他ならない。これきりの相手に、名前など付ける必要はない。末永く付き合うつもりがあるからこそ、名がなければ不便だと感じるのだ。

　だから――それは、彼女が彼を受け入れてくれた証で。

　ならば彼には、それを喜びこそすれ、拒む理由など欠片もなかった。

「――あかつき」

　娘は僅わずかに微笑を深めてそう言った。

　とても素敵な思いつきを、そっと囁ささやくかのように。

「夜明けに、出会ったから。そしてこれから、明るい刻が、始まりますように」

「あか……つき……」

　ふと見上げると――いつの間にか、陽は山頂から遠く離れ、雲一つない青空に浮かんでいた。

　娘にも、彼にも、分わけ隔へだてなく、朝の涼やかな光が降り注いでいる。

「多分、この世には神様も仏様も、実際にはいないけれど。でも、そう願うくらいは……良いと思うの。祈るのではなくて。ただ、願うだけでも」

「…………」

　その時の、彼女の言葉の真の意味を、彼は知らなかった。

　だが……

「あかつき……」

　繰り返し呟つぶやくその名は――自らに相応しいもののように思えた。
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　目覚めの気分は、最悪だった。

　悪夢を見たならば、現実への帰還は救いに成り得る。だが現実こそが悪夢であった場合は、救いなど何ど処こにもない。眠りの中で見た情景が甘く美しければ美しい程に、目覚めはむしろ現実の苦さと醜さを、これでもかと突きつけてくる。

「…………」

　こみ上げる吐き気を堪え、暁あか月つきは深く息を吐いて、吸って……それから身を起こす。

　彼の周りは、暗かった。

　灯りと言えば、貨物部の壁に穿うがたれた小窓から入り込む、月光のみだ。冷たく薄いその光は、貨物部の中を照らしきるには、あまりに弱い。

　窓の外には、松の樹が並んでいるのが見えた。

　当初――九十九つくも衆しゆうを襲撃する前に、機き関かん獣じゆう車しやを停めていた松林の中だ。

　追っ手を警戒し、何度も遠回りをしてから、暁月はこの場に戻ってきた。そしてそのまま野宿をしているのである。

「――暁月様？」

　ふと――彼の名を呼ぶ声がする。

　暁月が顔を上げると……すぐ脇に、フワリと小柄な娘が姿を現した。

　風もない機獣車の中、まるで深い深い水底にたゆたうかのように、その髪と衣装の裾が浮かび、揺れている。












　綺麗な娘だった。

　清楚可憐とは、この娘の為にある言葉ではないか――そんな風に思える容姿である。しかも穏やかな性根が、よくその目鼻立ちに顕あらわれていた。眼を細めて微笑ほほえめば、誰もが同じ笑みを返さずにはいられないだろう。

　彼女が、生きた人間であったなら。

　その緩やかに波打つ長い髪は、まるで玻は璃りのように透き通り、背後の壁が見える。

　それは実体のない幻影なのだ。

　その姿形は夢の中で見たものと寸分違わず――しかし、今や、存在そのものが蜃しん気き楼ろうのように、ただただ儚はかない。

　御杖代琴音。

　彼女はもういない。

　此処にいるのは――いやあるのは、文字通り、その形けい骸がいに過ぎなかった。

「琴音……」

　溜息をつくように暁月は言った。

　上級機き関かん甲かつ冑ちゆう〈紅こう月げつ〉――その制御を司る職しき神がみ、琴音である。

　更に端的に言うならば〈紅月〉という人形に取り憑いている幽霊、それが彼女だ。

「お顔の色が優れないようですが……」

「気にしなくて良い。お前には関係ない」

　暁月は、突き放すような口調でそう言う。

「左様ですか……」

　だが琴音も、殊こと更さらに気を悪くした様子はない。

　こうしたやりとりは、もう何度目になるか分からない。既に肉の身を持たぬ幽霊、ありし日の残像に過ぎない琴音は、人の心の機き微びなど分かろうはずもなく、更には懲こりる、という事を知らない。彼女が学び覚えるのは〈紅月〉の制御に関する事だけだ。

　それが、今の彼女の存在理由――その全てなのだから。

「……そいつの様子はどうだ？」

　と暁月が見み遣やったのは……同じく機獣車の貨物部内で横たえられている、例の娘であった。

　濡れた服の全てを脱がせ、布を敷いた上に寝かせ、更にその上から別の布を一枚掛けてある。身体の輪郭がそのまま布越しに顕れていて、見ようによっては劣情を刺激する姿だが……見つめる暁月の表情は、ただただ、冷たい。

　つい昔の事を思い出して助けてしまったが――そもそも暁月は、自分の復讐と無関係な人間には興味を持たない。否、持てないのだ。

　自分の復讐に役立つか否か、彼が他人を判ずる一線は、そこにしかなかった。

「脈拍も体温も安定しています。恐らくもうすぐ目覚めるかと」

「そうか」

　横たわる娘を見つめる暁月。

　その様子を見ていると――脳のう裏りに再び昔日の記憶が過よぎる。




　…………

　燃えさかる火の向こう側を進む、数機の機関甲冑。

　噴き上がる炎の中で悲鳴を上げて、転がり回る村人達。

　機関甲冑が剣を、槍を、振るう度に、権けん水すい弾だんを放つ度に、軽々と人が舞う。

　腕が。足が。首が。

　呆あつ気けなく壊される人の形。

　その中を悠然と往ゆく異形の巨人。

　必死に伸ばす手は空を切り――

　…………




「…………くッ」

　暁月の拳こぶしが床を叩いた。

　思い出すだけでも、絶望と焦しよう燥そうにのたうち回りそうになる。

「暁月様……？」

　暁月の傍には、今も、琴音の姿がある。

　ありし日そのままの――慈いつくしみに満ちた顔で。

　だが……

「……んんっ」

　喘あえぐように短い声。

　琴音のものではないそれに振り向けば、娘が眼を開いていた。

「起きたか」

　暁月が呟く。

　恐らく彼が床を叩いたのが、彼女を目覚めさせる切っ掛けになったのだろう。

「私――」

　娘は身を起こした。

　その身体に掛けられていた布がハラリと滑り落ちて、その白い肌が――肩が、鎖骨が、そして乳房が、露あらわになる。肥えてもおらず、痩せぎすでもなく、緩やかな曲線が織りなす美しい裸体だ。

　少なくとも、その胴体だけを論じるならば。

　ただ、娘の――両腕。

　そこには、白い肌を汚すかの如く、黒々とした入れ墨が、肘を中心に施されていた。

　手首の少し手前から、二の腕の半ば辺りまで――長めの袖の衣装を着ていれば、隠れて見えないが、今は一糸纏まとわぬ姿、しかも他には染み一つない裸体であるが故ゆえ、その入れ墨は殊更に目立った。

　入れ墨とは言っても、それは『画』ではない。

　角張った文字のようなものが、幾つも互いに連なって面を成し、ぐるりと娘の腕を取り巻いている。装飾を目的としたものではないのだろう。

「…………」

　娘は――殊更に恥じる様子もない。

　まさか、自分の裸体の美しさを理解した上で、誇っている――訳でもあるまい。服を脱がされ、一糸まとわぬ姿で寝かされていたと理解してもなお、己の純潔や貞操を案じるでもなく、裸体を晒さらす事に羞しゆう恥ちを覚えている様子もない。

　一体、この娘は何を考えているのか。

　眼を覚ませば、悲鳴の一つもあげるのではないかと考えていた暁月だが……

「助かってしまった――のですか」

　何処か気け怠だるげな口調で、娘は言った。

「……なに？」

　眼を細めて、娘を睨み据える暁月。

　助かってしまった。

　それはつまり、助からぬ方が良かった――死を望んでいたという意味か。

「あるいは、今度こそ死ねるかも……と思ったのです」

　暁月に向けて語るというより、己の内に向けて呟くかのような口調である。

「…………」

　ふと暁月は思い出す。

　そういえばこの娘は、自分の目の前に、戦いの最中の機関甲冑がいても、恐れて取り乱したりはしなかった。下手に動けば巻き込まれて死ぬ――そんな場であるのだと、理解はしていたはずなのに。

「――名は？」

　暁月はとりあえずそう尋ねた。

「お前の名を知りたい」

「…………」

　今初めて、暁月の存在に気付いたかのように、娘は彼の方に眼を向けてきた。

　だがそれでも、不安や恐怖の色はそこにはない。

　緩い気怠さだけがその顔には滲んでいる。

「…………私は」

　何処か緩慢な仕草でようやく、布を引き上げて前を隠しながら――娘は言った。

「陽炎かぎろい――沙さ霧ぎり」
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　墨を流したかのような、夜の海原。

　黒々としたそこに、微かすかな泡が、浮かんでは弾けて、消えていく。

　注意深い者がその場にいれば、怪け訝げんに思ったかもしれない。だが……生あい憎にくと既に周囲の海上に人の姿はない。つい半刻程前まで、漂流する水夫や船の残骸をさらっていた阿あ芸き藩の者達も、既にこの辺りから去っていた。

　波間に漂う泡の群れ。

　やがてその下から――

「…………」

　海面を突き破って、木箱が幾つか浮かび上がってきた。

　先に沈んだ船の積み荷である。

　一つ、二つ、三つ、四つ……今までどうやって水面下に留まっていたのか、積み荷は次々と浮かんできて、波間を漂っている。

　そして更に……

「…………」

　積み荷にしがみつくようにして姿を現したのは――十人ばかりの男達であった。

　件の船に乗っていた水夫の大半は、阿芸藩の船に救い上げられていた。そして残りは溺おぼれ死しんだものとして諦められた。ならば、どうにかしてこの十人は、生き残る事ができたという事か。

　しかし……

「全員揃そろったか」

　他の者が頷くのを確認すると、一人が立ち泳ぎをしながら片手を挙げる。

　男達は木箱の一つを開いて中から縄を取り出すと、積み荷と積み荷を結わえ、筏いかだのようにして組み上げていった。その手際の良さからして、これが、咄とつ嗟さの対処ではなく、最初から企図されていた行動であると、分かる。

　そう。船の積み荷は、最初からこの近くの海域で投棄する予定になっていたのだ。

　下へ手たに港に荷揚げをすれば、台帳に記録が残る。

　だからこそ、幕府の監視の目を逃れる為に、禁制の品は記録に残さず、こうして運ぶのだ。

「行くぞ……」

　男達は改めて木箱の筏の上に這い上がると、夜の海流に乗って進んで行く。

　泳ぎやすいようにであろう、彼等はいずれも褌ふんどし一枚の姿だ。

　だからこそ――分かる。

　手の甲、あるいは脇腹、あるいは内股、等々。

　普段は衣装で隠している部分に入れ墨された――『白』の一文字。

　九十九つくも衆しゆう。

　暁月がそう呼んだ集団は、夜の海を渡り、目的の場所へと向かっていった。
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　詩し織おり達の行動は、藩主の機嫌を著しく損ねたようだった。

　元より福ふく嶋しま正まさ憲のりは、天てん部ぶ衆しゆうの一人たる詩織が、藩内に踏み込んでくるのを快くは思っていなかったようだが……本来の幕命である『神かみ隠かくしについての調査』とは直接に関係のない揉め事にまで出張り、機関甲冑まで持ち出した事について、かなり立腹しているようだった。

「ご活躍だったそうな」

　先に相対していた、福嶋家の座敷。

　そこで詩織達を再び迎えた正憲は、明らかに皮肉の乗った声でそう言った。勝手な事をしてくれた――と言外に告げるような物言いである。

「いえ、それほどでもありませぬ」

　対して詩織は堂々とそう応じる。

　元より将軍直下の天部衆が、地方藩主に嫌われるのは承知の上――今更それに臆するような事もない。大義名分さえあれば、面倒な事にはならないと詩織は踏んでいた。

「…………」

　正憲が、苛いら立だたしげに顔をしかめる。

　若い頃は武勇を以てその名を知らしめた戦国武将――乱暴者の誹そしりもある人物だが、既に徳とく河がわ幕府の統治の下、政治と無縁ではいられないと心得ているのだろう。刀や槍を振り回して全ての始末をつけられた時代は、既に終わった。

「現場に参っておった儂わしの家来からは、取り逃がした機関甲冑が、機き将しよう――上級機関甲冑であったと」

「はい。間違いありませぬ」

　詩織は頷いた。

「幕府が廃機令を敷いて五年――今一つ効果は出ておらん様子。そこに来て野の良らの機将まで出てきたとなっては、むしろ、機関甲冑の数を制限され、新たに上級機関甲冑の製作も禁じられた我等には、身を守る術すら怪しくなるのう？」

「…………」

　詩織は真顔のまま――無言。

　正憲の言葉は、幕府の政策に対する批判ともとれる。だがここで揚げ足をとっても得るものは少ないだろう。予め伝え聞いた福嶋正憲の性格からすれば、単に不平不満を苛立ち紛れにこぼしただけ――単なる失言であったとも考えられる。

　そんな詩織の内心を、見透かしてか……

「今更、江え渡ど表おもてに逆らおうなどとは思いませぬが――」

　そう補うように言ってきたのは、正憲本人ではなく、その脇に侍していた福嶋家の家老であった。

　長なが尾お和かず勝かつ――既に七十近い老境に入った武士で、髪も髭も白く、顔には多数の皺が刻まれている。主である正憲とは反対に、温和な好々爺といった印象の人物であった。

「いささか事を急ぎすぎておられるのでは、と。不心得者は未だ多数、野に残っておる昨今、徳河の治世を太平に導くには、まだまだ武の力も必要と……」

「元より、非合法の機関甲冑を作る不心得者は、後を絶ちませぬ」

　詩織は言った。

「新規の機関甲冑製造は御ご法はつ度と、これを隅すみ々ずみにまで知らしめねばなりますまい。その為には、例外を作る訳には参りませぬ」

「なればこそ尚更、正規の武士たる我等が、野武士の類に遅れをとるようでは、お話にもならんわ」

　吐き捨てるように正憲は言った。

「…………」

　言葉に詰まる詩織。

　それはその通りだ。そしてこうした事態は――変革の期において、新たな制度が定着するまでの『多少の諍いさかい』については、幕府も想定の内である。

　機関甲冑を一斉に、この世から揃って消し去る方法でもない限り、秘ひ匿とくして使う者は必ず出てくる。そして正直に機関甲冑を廃棄したが為に、そうした不心得者の暴虐に成す術もなく被害を受けてしまう者達も。

　彼等にしてみれば、想定の内だからといって仕方なしと諦める訳にもいくまいし――諦めよとも詩織の立場からは言えない。

「いずれにせよ――その機関甲冑が、件くだんの神隠しと関わっているという証拠はないのでありましょう？　ならば領内の揉め事の沙さ汰たは、我等が預かるのが筋というもの」

　まとめるように和勝が言った。

　そう。詩織は神隠しの一件について幕命を受けているが、逆に言えば、その点についてのみしか詩織には権限がない。あくまで通常の揉め事は、藩主である正憲とその家臣団の管轄である。

「しかし――」

「それとも、我が藩の者では、件の黒い機関将を押さえきる事ができんと？」

　そこに正憲が眼を細めて問うてくる。

「いえ、そのような事は……」

　相手は上級機関甲冑である。

　通常の機関甲冑では五機で掛かっても相手にならない怖れが――いや実際に相手にならなかった訳だが――あるが、ここでそれを言えば、阿芸の国には上級機関甲冑を確実に制圧できる戦力がない事になる。

　結果、それを認めるのは、幕府の廃機令に異を唱える事にも等しい。

　詩織の立場では、是も非も口にしにくかった。

「朽くち葉のは殿が受けた幕命は、神隠しの調査。他の揉め事は我が領内の施政に関する事で、朽葉殿の権限の外」

　改めて正憲は言った。

「仰る通りにございます」

　詩織としては頷くしかない。

「機将の件は、貴藩にお任せいたしましょう。ですが此度の神隠しと無関係と断じる証拠もございませぬ。何かありますれば、我々にもお知らせいただけますよう」

「心得ましてござります」

　と――正憲が何か言う前に、和勝がそう答えてきた。

「感謝いたします」

　深々と頭を下げておいて――それから、さっそく詩織は尋ねた。

「ところで、船に乗っていた他の者達――水夫らの方はどうなりました？」

「……どうしてあのような機関兵同士の戦いに巻き込まれたのか、見当もつかないと申しておるな」

　鬱うつ陶とうしそうに正憲が答える。

「もっとも水夫らは寄せ集めのようで、半数は船と一緒に沈んで行方知れず、生き残った者共も、積み荷の中身すら知らん始末よ。その行方知れずの半数の中に事情を知っておった者も、おるやもしれぬが」

「……左様ですか……」

　上級機関甲冑が、二機も絡んできた一件である。

　しかもどちらも逃亡し、その素性すら分からぬまま。

　これをこのまま放置するのは、あまりにも危険だと詩織は考える。だが先に釘をさされた通り、詩織には堂々とこの件に介入する権限がない。

「そちらについても何か分かれば、どうか――」

「心得たと申しておる」

　食い下がる詩織に、正憲は煩げにそう答えた。
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　蒸留器を使って海水から得た真水で――干し飯を戻す。

　これに栄養を補う携行糧食としての丸薬と、更には魚の乾物、これだけ揃えれば旅先では立派な食事である。野営の多い暁月は、椀わんや箸はしといった簡単な食器も予備を一式、揃えてあった。

　だが……

「…………」

　沙さ霧ぎりと名乗った娘は、目の前に置かれた椀にも箸にも、手を伸ばそうとはしない。

　まだ衣装が乾いておらず――その身を覆うのは、暁月が与えた布一枚である。それを恥じて身動きができないのだと考える事もできるが、先に目覚めた際の様子を考えれば、単に食欲が湧かないだけなのかもしれない。

「腹が減っていないのか？」

　暁月自身は淡々とした所作で食事を続けながら、そう問うた。

「それとも、こんな粗末な食事など食えない程、舌が肥えているのか？」

「…………」

　沙霧はやはり無言。

　ぼんやりと眼を箸や椀に向けてはいるが……瞳の焦点がそこに合っていないのは明らかであった。眼を開けたまま、眠っているのかとも思えるような風情である。

　しかし――その表情は、何処か、暗い。

「……あれは」

　ふと沙霧が言葉を発した。

　彼女は傍らを――機獣車の貨物部内に、俯せる形で横たわる鋼鉄の巨人を見み遣やった。

「機関将ですか？」

「……そうだな」

　暁月は隠さずそう認めた。

「貴方は……幕府の武士なのですか？」

　一瞬、躊躇ためらうような間をおいて、沙霧がそう尋ねる。

「違う」

　暁月は食事を続けつつも即答していた。

「廃機令は……？」

「知った事か。これは俺のものだ。棄てるかどうかは、俺が決める」

「…………」

　沙霧は、束の間、不思議そうに眼を瞬かせて暁月を見つめていた。

　やはり怖れや蔑さげすみの色はない。

　ただただ――その表情は仄ほの暗ぐらい。

「それよりも。お前には聞きたい事がある」

　傍らに箸と椀を置いて暁月は言った。

「飯を食ってからと思ったが、食いたくないなら無理強いはしない。食っておいた方が、保もつとは思うがな」

「……『保つ』？」

　沙霧は、ぼんやりとその一言を繰り返す。

　暁月は、真っ直ぐその表情の曖あい昧まいな顔を見据えて、言った。

「素直に答えればよし、答えなければ――少し痛い目にあってもらう」

「…………」

　沙霧は曖昧な表情のまま、暁月を見返すのみだ。

　暁月の恫どう喝かつに、殊更に怖れを示す事もない。ただ口だけの脅しだと思っているのか、それとも実は、暁月の言葉を正しく理解できない程、知恵に欠けているのか。廃機令の事を知っている以上、物事の道理が分からないという訳でもないはずだが――どうにも、この娘は妙だった。

「お前は何者だ？　あの船の連中とは、どういう関係だ？」

　船は荷役船だった。水夫と荷物が乗っていたばかりで、他に乗客の類はいなかった――少なくとも暁月には、そのように見えた。そんな中で、荷の積み降ろしに役立つとも思えない細腕の娘が一人いれば、嫌でも目立つ。

「…………」

　やはり沙霧は答えない。

「九十九衆と、どんな関わりがある？」

　声音と口調に若干の苛立ちを滲にじませて、暁月は問いを重ねる。

「あの船を九十九衆が護っていたのは、間違いないんだ。お前は――」

「知らない」

　暁月の言葉を遮るというより――単に、思いついた言葉を、斟しん酌しやくなくそのまま口にしただけといった様子で、沙霧はそう答えていた。

「…………」

　暁月の表情が険を帯びる。

「答えなければ、少々痛い目にあってもらうと、言ったぞ」

　彼は腰を浮かして沙霧の方へと身を乗り出しながら言った。

「拷問を――するんですか？」

　やはり怯おびえる様子もなく、むしろ言葉の意味がよく分かっていないのではないかと思われる程に、静かな口調で沙霧が問うてくる。

「あるいは辱はずかしめる方がいいか？　今なら服を剝はぐ手間もいらない」

　暁月は頷きながら彼女の身体を覆う布に、手を掛けた。

「…………」

　それでも沙霧に怯えた様子はない。

　ただ――

「いけません」

　何処か物憂げな仕草で、彼女は首を振った。

　次の瞬間――

「――!?」

　暁月のすぐ目の前、沙霧の左右で、虚こ空くうが歪ゆがんだ。

　まるで風景画の一部を押し潰したかのように、形と色が乱れて――そこに別の何かが流れ込んでくる。

　白と蒼。黒と紅。

　それぞれ二つの色が絡み合い、虚空に確固たる輪郭を描き出す。

　それは瞬く間に形をなし、二頭の獣として結像していた。

　肉食の獣らしき逆さ三角の、細長く尖った頭。

　そしてその尻から生えた――二本の長い尾。

　全体的に身は細く、形としては稲荷いなり神がみ……つまりは狐に似ていた。

　だが、白地に蒼で描かれた紋様、あるいは赤地に黒で描かれた紋様、その毛並みはどちらも本物の狐にはあり得ないものだ。

　しかも二匹は共に、緩やかに蠢うごめく煙を、あるいは炎を、まるで天てん女によの羽は衣ごろものように、その身体へと纏まとわり付かせている。それらは決して消える事はなく、しかし実体として固まる事もなく、ユラリユラリと獣たちの身体の周りで、揺れていた。

「これは――」

　さすがに驚いて、眼を見開く暁月。

　天地の理ことわりを無視するが如く、重さを感じさせない動きで空を蹴って、異形の獣が舞い上がる。その姿は半ば透き通っており、幻影か蜃気楼のようにも見えた。

「護ご法ほう獣じゆう！」

　そう叫んだのは――いつの間に顕れたのか、暁月の背後にいた、琴音である。

　彼女の声に応じるかの如く、ギシリと音をたてながら、わずかに身じろぎする機関甲冑〈紅月〉。だが琴音の方を振り返る事もなく、暁月は叫んでいた。

「よせ！」

「ですが暁月様――」

「〈紅月〉は動かすな！　目立つ！」

　上級機関兵は、機士が近くにいれば、乗っていない状態でも、ある程度は職神のみの制御で動く事ができる。だがその場合、導どう術じゆつ結けつ界かいは最低限のものしか展開できない為、動きはぎこちなく、その駆動音はひどく騒々しいものになってしまうのだ。

「逃げて」

　そう告げるのは――沙霧である。

　彼女はわずかに表情を歪ませて――ごく淡くだが、恐れるかのような表情を浮かべて言った。

「本気で逃げれば、これは追いません」

　護法獣と呼ばれた幻影の獣は、彼女の周りを巡りながら、半透明の眼を暁月に向けている。迂う闊かつにこちらが動けば、その瞬間にも牙きばを剝いて襲い掛かってくるだろう――そんな殺気立った雰囲気が、その姿には漂っている。

　だが――

「…………」

　暁月は、足元に転がしてあった刀を爪先に引っかけて、跳ね上げた。

　半回転しながら刀の柄が暁月の右手に収まる。鞘さやを左手で摑つかんでこれを抜き放つと、片手で切っ先を沙霧に――いやその周囲を舞っている二頭の護法獣に向けた。

「逃げてって……言ってるのに」

　喘あえぐようにそう言う沙霧。

　対して――

「――天の理と地の理の狭間にて、人の理を以て因果を導かん」

　眼を細めながら、暁月はそう呟く――いや唱える。

　術じゆつ言ごん詠えい唱しよう。独特の韻いん律りつを以て紡ぎ出される奇跡の詩うた。

「…………！」

　わずかにだが沙霧が眼を見開く。

　それが導術を使う為のものと、彼女も気付いたのだろう。

　同時に、護法獣達も暁月の行動を、敵対のそれと認識したか――牙を剝き、左右からほぼ同時に襲い掛かった。狙うは共に暁月の喉のど笛ぶえ。獣にとってそこは、一嚙みで獲物を制圧できる、急所の中の急所である。

　しかし……

「我が意に沿いて顕れよ権けん刃じん！」

　鋭く唱えながら、暁月は横よこ薙なぎに刀を振るっていた。

　元より狭い機獣車の中、太刀筋は極端に制限されるが……護法獣の狙いが見えていれば、これを迎え撃つのはそう難しくない。暁月の一撃は、二頭の護法獣の鼻先を繋ぐような軌道で逬はしり、その頭部を横から斬り飛ばしていた。

　悲鳴はない。

　ただ、パン！　と何かが弾はじけるような音と共に、護法獣は消滅していた。

　しかし……

「――さすがにそう簡単ではないか」

　暁月は刀を構え直しながら言った。

　護法獣は勿論、生き物ではない。故に斬ろうが消そうが、殺傷ではない。

　逆に言えば――殺せない。

　暁月の左右で、再び虚空が歪む。

　白と蒼。黒と紅。

　一度は消滅した二頭の狐擬もどきは、再びその姿を顕していた。

「暁月様、護法獣の導術は、殺気や害意に反応します」

　暁月の背後から琴音がそう告げる。

「むしろ護法獣を『起こして』いるのは、暁月様なのです」

「……受じゆ動どう導術か」

　暁月は呟くように言って――刀を鞘に戻す。

　だがそれだけの行為では、自らの殺気を綺麗に消しきれなかったのか、護法獣はもう一度、暁月に向けて襲い掛かっていた。

　対する暁月は動かない。

　真っ直ぐに迫り来る護法獣を見据え――そして。

「…………ッ！」

　牙と爪が、暁月に触れるか否かといったその刹せつ那な、導術によって造り出された怪物は空中で霧散していた。まさしく幻の如くに綺麗さっぱり――後には何も残らない。

　ただ、爪は、文字通りに紙一重の域にまで迫っていたのか……暁月が額ひたいに巻いていた鉢はち金がね、その布部分が緩んだかと思うと、千切れてパラリと垂れ下がり、落ちた。

「……なるほど」

　鞘に戻した刀を腰に挿すと、暁月は己の額を左手で押さえる。

　しかし……

「……お……鬼おに？」

　沙霧が驚いたようにそう呟くのが聞こえた。

　どうやら――一瞬ながら、暁月の鉢金の下に隠れていたそれら、今は左手で押さえて隠すそれらを、沙霧は見てしまったようだった。

　即ち――

「…………」

　露になった暁月の額には、前髪の間から、指先程度の膨ふくらみが二つ、生えていた。

　腫はれ物ものや出来物の類とは何処か違う。綺麗に――まるで丁寧に測って付けたかのように、左右均等、眉の上に同じ形で生じたそれ。

　しばしば『角つの』と呼称される、特殊な導術器官。

「やはり導術回路だった訳か。その入れ墨」

　しかし己の事には頓とん着ちやくせず――『鬼』の一言もまるで聞こえていないかのように、暁月は右手で沙霧の腕の辺りを指さした。

「なるほどな。自分には、普通の人間じゃ危害を加えられないって分かっていた訳か」

　護法獣。

　受動導術の一種。

　暗殺や襲撃を警戒せねばならぬような、身分の高い者――それも自分では戦う力がないような女子供に施される事が多い。近付く殺気や害意に反応し、術の『芯しん』である本人が意識せずとも、勝手に起動し、敵対者を排除する。

「私は……」

「それとも俺を油断させて、護法獣に嚙み殺させようって算段だったのか？」

「……違います」

　やはり熱のない口調で、沙霧は言った。

　懸命に釈明しようという様子ではない。誤解されようと、気になどしない――気にならない、どうでも良い事、そんな風に考えているのかもしれなかった。

「いずれにせよ拷問は無理か」

　忌々しげに、暁月は言った。

　護法獣そのものは、彼の導術剣法で『散らす』事ができる。だが、すぐに護法獣は再生して、繰り返し襲い掛かってくる。そんな状態で護法獣の相手とは別に、沙霧を拷問するとなると、面倒だ。あるいは術式回路が入れ墨された沙霧の両腕を先に切り落とす、という考えも頭を過ったが……その為にはやはり、先に沙霧を害する覚悟が必要だ。

「…………少なくとも」

　沙霧は首を振った。

「本当に私は、あなたの言う『つくもしゅう』というのは知らない。噓うそじゃない、です」

「……そうか」

　暁月は短く溜息をつくと、再び腰を下ろし――残っていた食事を掻き込む。

　そのまま彼は、貨物部の内壁に背中を預ける。

「良かったですね、暁月様」

　暁月の横顔を覗のぞき込こむようにして、琴音が言った。

「それは……」

「職神だ。護法獣程に珍しいものじゃないだろ」

　面倒臭げにそう告げる暁月。

　彼はそれから、琴音の方を振り返って問うた。

「で――何の話だ？　良かった？　何がだ？」

「拷問などせずに済んで」

　琴音は邪気のない笑顔でそう言った。

「お前は何を言っている？」

「暁月様はお優しいですから。本当は拷問などなさるつもりはなかったのでしょう？」

「…………」

　ジロリと暁月は沙霧の方を一瞥してから、言った。

「知った風な口を利くな。必要ならば俺は何でもする。拷問でも陵りよう辱じよくでも躊躇う理由はない。護法獣が面倒だから、他の手を考えるだけの話だ」

「……はい。出過ぎた事を言いました」

　琴音がわずかに眼を伏せてそう言う。

「ごめんなさい」

「いいからお前は、黙っていろ」

　暁月はそう告げてから、改めて視線を沙霧に戻した。

「……それでもお前は、あの船に乗っていた」

　それは間違いのない事実だ。

　そして――

「唯一、客としてな。そしてあの船は九十九衆が手配したものだ。無関係な人間が乗り合わせるはずがない。ましてや客としてなど」

「…………それは」

「俺は是が非でも、お前から知る限りの全てを引き出す。方法は追って考える」

　暁月は冷たい口調で、そう告げた。
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　夜の波が、緩やかに砂浜を濡らしている。

　おおよそ二十ばかりの大きな木箱が、波打ち際に漂着物の如く並んでいた。

　勿論それらは、偶然この浜に流れ着いたのではない。その証拠に、それらは互いに荒縄で繋がれ、その傍には褌姿の水夫達がついていた。彼等はこの木箱を筏のように繋ぎ合わせて、此処まで辿たどり着ついたのである。

　更に、それを証するかのように――今。

　浜に……巨大な人影が現れる。

　機関甲冑であった。それも三機。

「おお。こっちだ」

「御苦労――」

　そんな言葉が、水夫達と機関甲冑の機士達の間に交わされる。

　予め手順は打ち合わせてあったのだろう、機関甲冑は何の躊ちゆう躇ちよもなく木箱に歩み寄ると、それらに掛けられていた縄を引き、完全に水の上に出す。水夫達が縄を解くと、機関甲冑は左右の腕で木箱を一つずつ抱え、それらを黙々と運び始めた。

　浜の近くには、これを取り囲むように、三方からの崖が迫っており……その一つには、かなり大きな洞穴が口を開いている。機関甲冑が目指しているのは、洞穴の中のようだった。

「…………」

　その様子を、崖の上から見下ろす男が、一人。

　壮年――年の頃は四十過ぎと覚しき人物である。

　白を基調とした衣装に身を包んでいる。腰には二本の刀、しかし何処か山やま伏ぶしや修しゆ験げん者じやを思わせるいでたちだ。

　顔立ちは厳つくも端整、髪は長く伸ばした総髪だが、決して線の細い軟弱な風情はなく……むしろ骨太な印象を備えた偉い丈じよう夫ふであった。

　腰に、紐で吊られた仮面が揺れている。

　暁月が遠眼鏡で見ていた船の上の九十九衆――それがこの男なのだろう。

　そして、背後には、まるで男の影であるかのように、〈紅月〉と戦った白い機関甲冑が立っている事を思えば、これを駆っていた機士もこの男だと思って間違いあるまい。

「――帯たて刀わき様」

　ふと横手から声が掛かる。

　帯刀と呼ばれた偉丈夫がそちらを振り向くと――薄闇の奥から、灰色の作さ務む衣え姿をした男が一人歩み寄ってくる。小柄だが肩幅が広く……しかし見て分かる事と言えば、その程度である。作務衣の男の顔は、覆面で覆われていた。

「機関甲冑に襲われたとの事ですが」

「おう」

　錆さびを含んだ低い声で、帯刀は言った。

「それで多少、気になってな」

「何かございましたか？」

　作務衣の男が首を傾げる。

　帯刀は改めて浜辺の作業を見下ろしながら――しかし何かを思い出すかのように眼を細めて言った。

「襲ってきた機体。動きというか、細かな機体の癖が我が〈氷ひ影えい〉と何処か似ておった」

「ふぅむ？」

「あるいは、御杖代の機き匠しようの手になるものかもな」

　帯刀の薄い唇が野太い笑みを形作る。

　思わぬ出来事に狼ろう狽ばいするのではなく――むしろそれも一興、と楽しむだけの余裕を持った者の笑い方だ。

　しかし……

「――なんと」

　作務衣の男は、驚いた様子でわずかに身を反らす。

「万が一にも〈氷影〉と同系機だとすれば、あの裏切り者の持ち出した『ヒヒイロカネ』が使われている可能性も」

「あり得る」

　平然と帯刀は頷いた。

「しかし……」

「無論、御杖代の里の者は全て滅ぼし、〈氷影〉を始め、彼奴きやつ等らの造っておった機体は全て奪った――奪ったはずであったが。あるいは取りこぼしがあったか？」

「十三機目が存在すると？」

「…………」

　帯刀は肯定も否定もしない。

　しばらく彼は、静かな笑みを浮かべていたが――

「十三機目。もし本当にあるのならば、手に入れざるを得まいが――さてな。面倒な時に、面倒な相手が紛れ込んできたものよ」

「まったくで。こちらも大詰めにございますれば……」

　作務衣の男が溜息をつく。

　男達の視線の先では――機関甲冑が、最後の荷物を洞窟内に運び込んでいた。
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「――この恩知らずッ！」

　女は、表情を歪めて叫んだ。

　その腕には、血塗れになった若者が抱きかかえられている。僅かに胸が上下しているのを見ると、まだ事切れてはいないようだが――瀕ひん死しであるのは明らかだった。喉笛を深々と嚙み抉られている。恐らく半刻と保つまい。

　そして女の足元には、もう一人、中年男の姿もあった。

　同じく喉をやられて――だがこちらはもう死んでいる。既に光を失った目が、ただひたすら虚ろに、夕闇の迫る空を映していた。

「なんて事を、なんて事を!!」

　女は、怨嗟にひび割れた声でそう繰り返した。

「わ……私は」

　何もしていない。

　むしろ――

「恩知らず！　今まで育ててやったのは、養ってやったのは誰だと――」

　かつては『母』とも呼んだ事のある女は――今、血走った眼でこちらを睨み、口汚くこちらを詰なじる言葉を吐き続けている。

「あんたなんか、あんたなんか、もう姫君でも何でもないんだよ！」

「私は……！」

「あんたなんか、ただの孤児みなしごじゃないか！　何がお家再興――何が」

「義か母あ様――」

　それは他人の眼を欺あざむく為の、偽りの関係であったとしても。

　未熟な子供の身には、縋るべきものの全てであったはずで……

「出ておいき！　この疫やく病びよう神がみ！」

　そんな言葉と共に小石が飛んでくる。

　沙霧は――よろめくように後ずさりすると、襟元の乱れた着物のまま、数年の間暮らした『家』に背を向けて歩き出した。
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　忘れてしまいたくても、忘れられない。

　もう二年も経つのに――いや、まだ二年しか経っていないからか。

「…………」

　沙霧は、薄闇に満ちる機獣車の中で、ふと、袖をめくって己の腕を見つめた。

　白い肌の上に、黒々と施された護法獣の入れ墨。

　頼るべき身寄りもない彼女が、漂泊の暮らしを続けながらも、今まで生きてこられたのはこの護法獣のお陰だ。この受動導術は、沙霧に向けられた殺気や害意に反応し、沙霧の意思とは関係なく起動する。そして沙霧を守る。

　沙霧自身が己に向けた殺意であっても――だ。

　喉を突こうとすれば刃物を嚙み折られ、水に飛び込んでも引きずり出される。護法獣は是が非でも沙霧を――沙霧の命を、沙霧自身からすら、守ろうとする。

　それは……沙霧にとっては、呪いにも等しい。

　自分の生死すら自分では決められない。

　そういう状態なのだから。

「…………どうして」

　こんなものを自分は施されてしまったのか。

　いや。分かっている。分かっているが、問わずにはおれない。

　腕の入れ墨――普通に陽の当たる場所で見れば、黒々とした導術回路が、薄闇の中ではぼんやりと燐りん光こうを放っているかのようにも見える。

「…………あ」

　ふと、腹が鳴いた。

「……自分がどう思っていても、お腹は、生きようとして、勝手に減るのね……」

　それもまた、分かっていた事だ。

　餓が死しを試みる程の気迫は、さすがの沙霧にもない。

　見れば――先に出された食事は手つかずのまま残っている。沙霧を此処に連れ込んだ若者は、こちらに背を向け、壁際で眠っていた。

　確か、暁月という名であったか。

　手を伸ばせば届くような距離で……規則正しい寝息が聞こえる。

　沙霧は椀と箸を手にとると、冷えた飯をモソモソと食べ始めた。

　すると――

「温めましょうか？」

　不意に耳元でそう囁かれ、沙霧は思わず身を強張らせた。

　朝起きてから夜寝るまで――いや夢の中まで物憂い気分ばかりで、死を恐れるような尋常の感性も、もうない沙霧であるが……それでも、思いも寄らぬ形で声を掛けられれば、驚きもする。

「…………」

　沙霧は改めて、傍らを振り向く。

　そこには――蒼い装束に身を包んだ若い娘が、まるで水底にあるかのように、ユラリユラリと袖を、紐を、そして髪を、揺らして浮かんでいた。

「…………職……神……」

「はい」

　幽霊の類とは思えぬ程に、朗らかな笑顔で、娘は頷いた。

「そう……上級機関甲冑……機関将でしたね……」

「はい。機将〈紅月〉の職神をいたしております、琴音と申します」

「……私は」

「陽炎沙霧、様」

　琴音は歌うような口調でそう言った。

　先に暁月に問われて、自分の名だけは答えている。この職神も、それを聞いていたのだろう。

「沙霧様は、何処か、名のある御武家の姫君であられますか？」

　琴音は沙霧からそっと椀を受け取ると、機獣車の端におかれていた小さな行燈の所にこれを運んでいく。行燈は金属と硝子で出来ているので、この上に椀を置き、温めようというのだろう。

　護法獣が人の喉笛を食いちぎれるのと同様、職神も、それと望めば物に触る事ができる。あくまで導術結界の範囲内――即ち、機士が傍にいる場合に限られるのだが。

「……どうして」

　沙霧は呻うめくように問うた。

　彼女の着物は薄緑と紅を組み合わせた、色鮮やかな代物だが――多くの者が清貧を強いられた戦国時代ならばともかく、昨今は、庶民の間でもこういう衣装を身につける者が増えている。

　単に格好から判断された訳ではあるまい。

「私が武家の――出であると？」

「珍しい護法獣の守りをわざわざ施されるとなると、高貴な御血筋なのかと。それに職神や機関甲冑の知識もおありになる御様子」

「姫じゃ、ない」

　僅かだが――語気を強めて沙霧は言った。

「姫なんかじゃ、ない」

「左様ですか」

　琴音は、特に拘泥する様子もなくそう言って――微笑んだ。

「貴女達は……何？　貴女達こそ、徳河の武家ではないのですか……？」

　廃機令に伴い、新たに機関甲冑を製造する事は、幕府の直参武士でもない限り、許されていない。ましてや上級機関甲冑ともなれば、元より少数――もう百機と残っていまい。そして、その殆ほとんどは、徳河幕府が独占しているはずだ。

　しかし――

「御覧になりましたでしょう？」

「何を？」

「暁月さまの、額」

「…………」

　沙霧は、言葉に詰まった。

　確かに――見た。

　鉢金の下にあった暁月の『角』……御伽草子や怪談の類に出てくる鬼のそれとは異なるが、それは確かに、普通の人間にはないものだった。

「鬼は、真っ当な形では、仕官できませんから」

「初めて見ました。鬼――」

　鬼。そう呼ばれる異能の者共。

　親という因を持たずに生まれてくる果――鬼は、自らを『芯』として因果の流れを歪めやすく、因果の流れに干渉する導術への適性が、普通の人間と比べて随分と高い。

　しかし――

「大抵の場合に、鬼は忌いみ嫌きらわれますから……」

　微苦笑を浮かべて琴音は言った。

「武家諸法度に照らせば、機関甲冑どころか、帯たい刀とうすら許されません」

「…………」

　改めて、眠る暁月の背中を見る沙霧。

　琴音の手渡してきた椀を受け取りながら、小さく溜息をつく。

「鬼も――嫌われるのですね」

「それは……鬼ですから」

　と琴音は頷く。

　それからふと思い出したかのように、琴音はこう付け加えた。

「中には気にせずに受け入れる、変わり者も居りますが」

「…………鬼は、導術に秀でると聞きます」

「はい。御覧になった通りです。暁月様は未だ極めたとは言い難いですが――」

　確かに導術を併用した剣法によって暁月は、護法獣を一旦は打ち破っている。

「鬼だから……護法獣に襲われても死なずに済んだ？」

「それは、あるかもしれませんが……？」

　首を傾げる琴音。

　一体、沙霧は何を言いたいのかと、訝いぶかしんでいるのだろう。

　だが――

「…………ごちそうさま」

　そう言って椀を置く沙霧。

　結局、残さず全て食べてしまった。主の気分などまるで気にしない自分の腹が、疎うとましい。

　その様子を見て――

「綺麗に食べていただけて嬉しいです」

　と琴音は言った。

「……？」

　食事を用意したのは暁月だ。それは沙霧も横で見ていたから、分かる。

　だから琴音の言葉は――作った甲斐があった、という類の意味ではない。

「次の命に、命が継がれました」

　そう言って琴音が指さすのは……魚の干物である。丁寧に身をとられたそれは、既に頭と骨だけになりはてていたが。確かにそれはかつて、命を備えていたものだ。

「継がれた……」

「はい」

　頷く琴音の表情に、暗さはない。

　だがその言葉――他の何者でもない、死者によって紡がれたその言葉の重さは、沙霧にも察する事ができた。

　上級機関甲冑の職神は……元々、生きた人間だ。

　生きた人間を人柱、いや、生贄として使い、上級機関甲冑の職神は生み出される。琴音の姿形が死した時のものであるならば、彼女は、子の一人も産まないまま、その身を――いや身も心も、魂すら、この機関甲冑に捧げたのかもしれない。

「…………」

　沙霧は改めて琴音と、そして暁月の背中を見る。

　他人の都合や事情など知った事ではない――余裕がないまま、ずっとそう思ってきた沙霧は、この時、初めてこの二人が何者かという点につき、興味を持った。
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　二人の男が、夜陰に紛れ走っていた。

　枯葉に隠された岩や、張り出した木の根、等々――森の中は足をとるものに事欠かず、疾駆は危険ですらある。だが彼等は、構わず渾身の力で地を蹴っていた。予め逃げる為の路みちは何度も確かめてある。眼を瞑っていても走れる、とまでは言わずとも、そう簡単に転ぶような、無様な事にはならないはずだった。

「急げ、急げ！」

「分かっておる！」

　やや短めの代物だが、腰に刀を吊っている事からすれば、二人共に武士なのだろう。ただし、その衣装は何処かくたびれており、農民のものと大差ない装いに見える。着こなしにも、その暮らしのだらしなさが垣間見えて……端的に言えば、品がない。

　明らかに浪人――そんな風体の男達であった。

「はは。ようやく我等にも運が向いてきた！」

　浪人の一人が、引きつり気味の笑いを浮かべる。

「福嶋家に『あれ』を報しらせれば、報奨金が手に入る！」

　それは、恐怖と焦燥を誤ご魔ま化かす為の空元気であろうか。

　何処か笑顔に余裕がない。無理矢理取り繕っているのが、傍はた目めにもよく分かるが――もう一人の浪人も似たようなもので、何やら逼迫した空気が、二人の上にのしかかっていた。

「いや、立ち回りようによっては仕官の道も開けよう！」

「仕官か!?」

「おうさ！　こんな乱らつ破ぱの真似事を請け負う必要もなくなる！　晴れて誰憚はばかる事なく武士の立場に返り咲きよ！」

「はっ……ははっ！　長年の浪々の身とも、これでおさらばって事か！」

　夜陰に紛れ。森中を走り。

　明らかに隠密の行動を意図した立場に、二人はあるはずだ。本来であれば、息一つ吐くにも気を遣わねばならないのは、明らか――なのに、むしろ叫ぶような声を投げ合っているのは、やはりそれだけ不安なのだろう。

　やがて……

「はあっ……はあっ……」

　荒い息を吐きながら、二人は森の奥、目指していた場所に辿たどり着ついた。

　そこには、網を掛け、その上から樹の枝や枯葉をまぶして、一見ではそれとは分からぬように隠された機関甲冑が、二機、跪いていた。

　男達は、手早くこの偽装を引きはがす。

　どちらも戦国時代――それも末期に大量生産された機関甲冑である。いわゆる機関将と比べれば、全体的にやや鈍重そうな外見で、まずは数を揃える事を目的に、細部については手間を省いて造られているのが、見た目からも分かる。

　しかも、あちらこちらに汚れと錆が目立つ事を思えば、あまり整備にも手を掛けられていないようだった。更に言えば、肩の部分に揃って同じ疵きず痕あと――いや、何かを剝がし損ねた跡がある。もし隻せきヶが原はらの合戦に参加していた者であれば、それが、敗走した西軍方の旗はた標じるしだと気付いたかもしれない。

　天下分け目の大おお戦いくさ……それは当然に、大量の敗残兵を生み出した。

　戦の後も、十年、二十年と、決まった主も持てず、野武士としてあちらこちらを彷徨うばかりの者達を。

　もっともこの二人に関しては、まだ真っ当と言えるだろう。少なくとも仕官を志しているのだから。たちの悪い連中になれば、夜盗の類に成り下がり、散々狼ろう藉ぜきを働いた上で、いつかは幕府の派遣した部隊に成敗される事になる。

　ともあれ……

　二人はそれぞれの機関甲冑に乗り込むと、懐から一本の懐剣を取り出して、これを操機盤に挿し込む。続けて手回し式の循環器を使って権けん水すいを機体内部に循環させる。

　程なくして機体が『暖まる』。

　これを待って――浪人達は操機盤の懐剣を、更に奥まで押し込んだ。

　途端、ブルリ、と鋼鉄の巨人が震える。

　一度。二度。そして――続けて、延々と、鼓動の如くに。

　仮初めの死に沈んでいたその巨軀が、機士の搭乗と権水の循環により、息を吹き返し、初期段階の導術結界を展開したのだ。

「――起動完了」

「こっちもだ！」

　循環器の操そう桿かんから手を離し、開いたままの装甲の間から、浪人達は声を投げ合う。

「だが気をつけろ、あまり大きな音を立てるな、気取られる」

「はっ――こいつに乗った以上、最早、我等を止められるはずはねえ！」

　機関甲冑に乗り込んだ瞬間、彼等は、生身の武士を凌りよう駕がする。

　圧倒的な力と、強固な装甲を得た上、目の高さが変わる事もあり、普通の人間を見下ろす感覚が――まるで神に成り上がったかのような錯覚を感じる事さえ、あるという。

　この浪人達もまた、機関甲冑の威に酔っていた。

「行くぞ……！」

　浪人達の機関甲冑は、ゆっくりと森の中を進んでいく。

　走らないのは、あまり激しい動きをすると、装甲がガチャリガチャリと音を立ててしまうからだ。上級機関甲冑と異なり、大量生産で部品の『合い』が悪い戦国末期の機関甲冑は、元々隠密行動にはあまり向かない。機関甲冑に乗る事で気が大きくなっているとはいえ、わざわざ目立つような真似をしないだけの冷静さは、彼等にも残っているようだった。

　しかし……

「よし――」

　森を抜けて、更には岩場を抜けて、その――向こう。

　砂浜が見えてくる。

　装甲ののぞき穴越しに、浪人達は目配せすると、権水の循環量を上げた。

　水上を走る場合には、それなりに強い導術結界を展開しなければならず――当然その分だけ、権水を多めに消費する。この期に及んで権水をけちって、機関甲冑ごと溺れるような事があれば、それこそ笑いものだ。

　鋼の鼓動が高まるのを確認し、浪人達は砂浜を一気に駆けぬけようとして――

「――あ？」

　その時。

「なっ……？」

　浪人達は周囲が突然、暗さを増した事に気付いた。

　月の明るい晩であったが、だからこそ、その光を遮られれば気付かざるを得ない。

　即ち――

「なにっ!?」

「ば、馬鹿な!?」

　主の驚愕をそのままに映して、凍り付く機関甲冑二機。

　その巨体を睥へい睨げいするかのように、更に巨大な影が――

「あ……ああ……あああああああアアアアアアアアァァァァァ!?」

　夜の浜辺に浪人達の絶叫が逬ほとばしる。

　絶望と恐怖と惑乱とが混沌と混ざり合って、意味不明のものに濁っていく。

　高く。高く。限界を超えて更に高く。

　浪人達の口から際限なく逬る、甲高いそれは――既に声とは言えず、心が破裂する音そのものであった。
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　機関甲冑は、戦場の花形である。

　その偉容が一機加わるだけで、味方の兵達は奮い立ち、相手の兵達は恐怖に震える。それは人間の争いの中に、鋼鉄の荒神が降臨するのに等しい。投入される数によっては、圧倒的劣勢すら瞬く間に覆す――それが、機関甲冑である。

　多くの場合に、機関甲冑は、単機で運用される事はない。

　権水を精製し得る導術師や、機体を調整する整備師、場合によっては機体を磨き、戦場に合わせた飾りを施す職人が随伴する場合もある。消耗したり、あるいは戦況によって使い分ける武具をまとめて運ぶための機関獣車も――その御者も必要になってくる。勿論、その職の幾つかを機士が兼ねる事もできるが、大抵は、専門職に任せた方が仕事が早いし、間違いも少ない。

　当然、機関甲冑隊の遠征ともなれば、大所帯になる事も少なくない。

　実際……詩織の率いる第九天部隊も、機士六名、機関甲冑六機に対し、随ずい伴はんする人員は十名余り、総勢十八名となっている。

　ここに機獣車六台が加わる為に、普通の宿には到底泊まる事ができない。

　江え羽ばは、漁港と交易港を兼ねた港町で人の出入りが多く、比較的、大きめの宿も少なくないが、それでも――だ。

　故に詩織達は、福嶋邸の傍にある広場に、天幕を張って野営中であった。

　この広場は元々、福嶋邸の一部――いざ戦となれば、兵達を集めて檄を飛ばす為のものである。数百の兵が詰め掛ける事を想定して造られている為、機関甲冑隊が野営していても、まだ少し余裕がある。

　ともあれ……

「んー……？」

　詩織は、首を傾げた。

　天幕の一つで、行燈の光を頼りに書状を読んでいるところだった。

　そこに、ふと、外から声が掛かる。

「詩織様。失礼いたします」

「――兵ひよう衛え。何か分かった？」

　書状に眼を向けたまま、詩織は問うた。

　形ばかりに一言『御免』と断って兵衛が天幕をめくって入ってくる。

　朽葉家家老の一人である兵衛は、三十半ばの中年男である。いかにも頑固そうな四角い顔をしており――実際、その生真面目さを買われて、小姓の頃から朽葉家に仕え、詩織が生まれてからは、彼女の専属にも等しい立場になっている。

　つまり生まれた時からの付き合い――詩織にとっては年の離れた兄とも言えるような相手であった。そして双方共に、それを心得ている。

　故に……

「…………」

　まるで遊女の如く、襟を緩めて随分と着崩した詩織の着物に、一瞬、兵衛は眉をひそめたが――今更、咎とがめる事はなかった。元々男勝りな所のある詩織は、装いについて――というより、自分に注がれる他者の視線に対して、ひどくぞんざいな所がある。

「めぼしい事は、何も」

　とりあえず兵衛はそう言って、首を振る。

「元は代々毛もう理り勢が治めてきた土地、福嶋様は無論、徳河幕府に対してもあまり良い印象を持っておらぬ者も多いようで……」

「そう」

　やはり書状を見たまま、詩織は頷いた。

　兵衛に周辺住民への聞き取りをさせたのは詩織であるが、さして成果が上がらない事も予め読んでいた。あくまで念の為――確認の一手に過ぎない。

「詩織様は、何を？」

「神隠しに遭ったという者の一覧」

　ここでようやく詩織は書状から顔を上げ、これを兵衛の方に示した。

「けれど妙なのよね」

「妙――ですか？」

「神隠しというのは、元々、ごくたまに起こるから神隠しなのであって」

　苦笑を浮かべて言う詩織。

　一瞬、兵衛は怪け訝げんの表情を浮かべたが――

「頻度が高すぎると？」

「というより、一時期に集中しているのよ。一年前にはまるで神隠しの話などなかったのに、半年前から神隠しが頻発し、分かっているだけでも五十人近い人間がこの近隣で行方不明になっている。これはあくまで奉行所へ訴えがあったものだけだから、ひょっとしたら数に入っていないだけで、実際にはもっと多いのかも」

「場合によっては百名以上ですか」

　もしそうなら、確かに『神隠し』の一言で納得できるような事態ではない。

　人数から言えば、小さな村が丸ごと消えたのに等しい。

「で――それが先々月に入って、ぱたりと止まった」

「……つまり六ヶ月前から先々月までの四ヶ月の間に神隠しは集中している、と」

「そうね。つまりはその間にだけ、人間が必要だった」

　詩織は腕を組んで言った。

　普段はさらしに押さえ付けられている豊かな胸が、その存在を改めて誇示するかのように持ち上げられる。兵衛は短く咳払いしてから眼を逸らし、言った。

「何かの作業に使われていた？　以前、どこぞの藩で、藩主が幕府に隠れて銀山を掘っていた一件がございましたな」

「可能性はあるけれど、それならば、使いでのある若い男達に偏かたよるはず。この一覧を見る限り、老若男女、満まん遍べんなくよ」

「つまり、南なん蛮ばんの奴隷商人の仕業という訳でもない？」

「多分ね」

　詩織は頷いた。

「豊とよ聡とみ公の時に禁じられた奴隷売買は、若い娘が主だったみたいだし」

　奴隷売買を目的に、この日の本にやってきている南蛮商人は少なくない。だが幕府成立よりも以前、豊聡秀ひで吉よしの治世において、奴隷売買は公式に禁じられている。この点については、徳河の治世になっても引き継がれていた。

　故に、南蛮の奴隷商人達は、隠れて人をさらうようになったのだが……逆に言うなら、公儀にばれれば、ただでは済まない事など、誰よりも彼等が一番よく知っている。こんな短い期間に大量の人間をさらえば、まずい、という程度の知恵は彼等にもあるはずだった。

「分かりませんな。一体何が？」

「あるいは何かの理由から、商売のやり納めを決めて、最後に一稼ぎしようとした？」

「それにしても、若い娘以外も消えている事の理由には、なりますまい」

「そうなのよね。若者はともかく、年寄りなんて、奴隷として連れていっても使い勝手が悪いでしょうし……」

　労働用でもなく。愛玩用でもなく。どちらの用途にも使えないとなれば、わざわざ危険を冒して人ひと攫さらいをする意味はなかろう。

　では――

「ふうむ……」

　顔をしかめて兵衛が唸る。

　その様子を一いち瞥べつしてから――詩織は、緩い笑みを浮かべて言った。

「……正直、最初は、あまり真面目に取り組む気も、なかったのだけれど。これは、少し興味が出てきたわね」
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　当然という言葉の何と傲ごう慢まんな事か

　普通という言葉の何と陰いん惨さんな事か

　誰しもが同じではなく

　誰しもが等しくもなく

　ただ生きて在ある事をすら困難と感じる者達を

　異端として嘲ちよう笑しようする無慈悲な中ちゆう庸よう

　多数たる事を正義とするならば

　正義とは威力暴力の別の顔に過ぎない
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　夢を見てうなされるのは、いつもの事だ。

　自身の呻うめき声ごえで眼を覚ますのも、珍しい事ではない。瞼まぶたを開けば、琴こと音ねの顔をした職しき神がみが、気遣わしげに、こちらを覗のぞき込こんでいる姿を見るのも。

　ただ――

「…………」

　暁あか月つきは二度ばかり瞬きをしてから、眉をひそめた。

　彼の顔を覗き込んでいるのが、二人であったからだ。

　琴音と――そして沙さ霧ぎり。

　もっとも沙霧は、琴音のように身を乗り出したりはせず、わずかに首を傾げて、こちらに視線を向けているだけの姿であったが。表情もまた気け怠だるく曖あい昧まいなもので――特に暁月の身を案じているという様子ではない。暁月がうなされていたので、何事かと単に興味を惹ひかれた、といった程度の事だろう。

「暁月様、どうかなさいましたか？」

　と琴音が尋ねてくる。

「うなされておいでのようでしたが」

「いつもの夢だ」

「どんな？」

「いつものだ」

　このやりとりもまたいつもの事――半ば儀式、いや挨拶のようなものだった。

　職神は懲こりるという事を知らない。良くも悪くもその言動は故人のそれをなぞる残像に過ぎず、人格の上で成長したり変容したりする事がない。

　だからこそ、それは哀しい。

　生前と変わらぬ姿はそこにありながら、しかし既に故人であるのだと――職神の時間は停まったままなのだと、常に、何度となく、思い知らされるからだ。

「……何を見てる」

　暁月は沙霧に向けてそう言った。

　沙霧は、少し不思議そうに瞬きしてから、ふと思いついたようにポツリと言った。

「鬼おにでも……うなされるのですね」

「職神や幽霊の類とは、違うからな」

　暁月は若干の自じ嘲ちようを覚えつつそう応じた。

「かといって妖怪の類とも違う」

　御お伽とぎ草ぞう子しや民話に語られるような妖怪と、暁月のような『鬼』とは根本的に異なる。

　体も心も人間と大差ない。少なくとも暁月自身はそう理解していた。むしろ人間の中でも特異的に導どう術じゆつ適性が高く、その証のように、額ひたいにある種の『出来物』が生じる――それが『鬼』なのだと。

　もっとも世間の理解はそうではない。

『鬼』が恐れられるのは――何よりもその『生まれ』に原因があるという。

　物事には原因があって結果がある。

　それが当然の摂理だ。

　命にしても、それは同じ――親がいるから子が産まれる。

　何もない虚きよ無むから生まれるものがあるとすれば、それは本当に、命か？

　誰もがそう考えるのは道理だ。

　そして親という原因を持たずにこの世に生じる結果――生まれながらにしてこの世の理ことわりの外にある者が『鬼』なのだと人はいう。暁月自身は、自分が生まれた際の記憶を持たない為、こうした話は眉まゆ唾つばだと思っていたが。他の鬼にも暁月は出会った事がないので、尋ねる訳にもいかない。

「生身の身体を持ってるんだ。夢を見てうなされる程度の事はあっても、別におかしかないだろうよ」

「…………」

「鬼に興味でもあるのか？」

「…………それは」

　戸惑うように俯うつむいて、黙り込んでしまう沙霧。

　そんな彼女を、しばし暁月は見つめていたが――

「……さて、どうしたものか」

　延々と追い続けてようやく尻尾を摑つかみ、そして相まみえた九十九つくも衆しゆう。

　だが沙霧をすくい上げている間に見失ってしまい――間近にある手掛かりと言えば彼女のみ。しかし沙霧は問うても言葉を濁すばかりでろくに答えず、力に訴えて強引に問おうとすれば、いちいち護ご法ほう獣じゆうとやり合わねばならない。

　何かと面倒な状態だった。

「とりあえずは暁月様、兵糧の確保が必要かと」

　と――ふと思いついた様子で、琴音が進言してくる。

　確かに九十九衆の乗った船を見つける為に、この松林に機獣車を停めて既に十日以上、食料の備蓄も底を突きつつある。

「近くに港町があったな」

　確か江え羽ばという名の港町があったはずである。

　この阿あ芸き藩においても屈指の規模を誇る港で、確か、領主の館もそこにあったはずだ。

（あの船は江羽に向かっていたと考えるのが筋か。他の港を目指していたのなら、もっと沖合の航路を選んでいたはずだ）

　ならば江羽に向かえば、何らかの手掛かりが得られるかもしれない。

「そちらに向かってみるか」

　呟つぶやくように言う暁月。

　琴音は短く『御ぎよ意い』と応じ――勿論、沙霧は異を唱える事も、賛同する事もなく、物憂げな表情のまま、暁月を見つめているだけだった。
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　江羽は港町である。

　漁港と交易港を兼ねている為、人の出入りは多く――当然、税に限らず、この地に落ちる金も多い。町はそれなりに賑にぎわいを見せ、余所者の姿に溢れ、一人や二人、素性の知れない者が紛れ込んでも、まず目立ちはしない。

　機関獣車も同様だ。

　隻せきヶが原はら以後、機関甲冑の新たな製造は禁じられた反面、機き匠しよう達による技術の流用が進み、その成果が民たみ草くさの所にまで降りてきている。機関獣車は――というか機関獣はその典型で、馬車や牛車に比べて力が強い為、より大型の貨物車を牽ひく事ができる上、権けん水すいさえ安く仕入れる事ができれば、かかる手間と金も生身の獣より遙かに安くつく。

　結果……陸路の輸送においては、機関獣車を使う商人達が増えている。

　この江羽の町にも、機関獣車を置いておく為の、専用の広場が設けられていた。

　暁月は此こ処こに機関獣車を停め、沙霧を連れて町に出る事にした。

「とりあえずは……飯か」

　暁月は呟いて、人通りの多い路を歩いて行く。

　沙霧は彼の半歩右後ろを、無言でついて行く。

　しばしそのままの状態で飯屋を探して歩きながら――

「……なんなんだ、お前は」

　ふと、思い出したかのように暁月は問うた。

「……？」

「逃げようともしないな。その機会は何度もあったろうに」

　わずかに歩調を緩め、沙霧の隣に並びながら暁月は言った。

「それは……」

　沙霧は束の間、何か考えるように俯いていたが。

「職神が……見張っていたから……」

「別に俺が寝てる時だけじゃない。今だってこの人通りだ、悲鳴を上げて走り出せば、逃げられそうなものだがな」

「…………」

　沙霧は無言。

　恐らく先の職神云うん々ぬんも、改めて思いついただけの――多分、言い訳なのだろう。

　もし、九十九衆とこの沙霧が繋がっているならば、敢あえて逃がして、連中と接触を試みる所を襲う……それも手だと暁月は考えていた。だが無防備に寝てみせようと、人通りの多い場所に連れ出そうと、この娘は、まるで逃げようとする様子がない。

「どうにも妙だ」

　微妙な苛いら立だちを滲にじませて、暁月は更に問うた。

「お前は、何なんだ？　何を考えている？　九十九衆を知らないというのが本当だとしても、だとしたら、お前は何者で、どうしてあの船に乗っていた？　まさかあんな護法獣憑きのくせに、拐かどわかされた訳でもなかろう？」

「…………」

「やはり、だんまりか」

　暁月は、沙霧を鋭い眼差しで一いち瞥べつしてから――すぐ傍にあった飯屋の暖の簾れんをくぐった。
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　幕府の『軍神』――などと、大層な肩書きがついているが。

　天てん部ぶ衆しゆうは実の処、江え渡どや徳とく河がわ直轄領から遠く離れた地においては、むしろ厄介者として煙たがられる事が多い。彼等は、その並外れた武ぶ勲くんや修めた武術の冴えにより、他の武士達と一線を引いて語られるが……つまりそれは、天部衆が威力そのものであり、一機当千とも言われる彼等は、比較的、容易く派遣する事ができる実効武力だという事だ。

　派遣された地において何もせずとも、その存在は威い嚇かくたり得る。

　だからこそ――詩し織おりもまた、阿芸藩において、藩主・福ふく嶋しま正まさ憲のりから煙たがられる事は、覚悟の上であった。

　しかし四六時中、福嶋邸の傍にいるのも気詰まりになる。

　特に詩織のような天部衆の従じゆう卒そつというだけで、同じく煙たがられる部下達や、整備関連の導術師や職人達にまで、『予め分かっていた事であるから』と我慢を強いるのも忍びない。

　それ故ゆえ――

「で――いかがなさるおつもりで？」

　隣を歩いている兵ひよう衛えが問うてきた。

　詩織と兵衛、それに部下や職人達の半数は、福嶋邸を離れ、江羽の町へと出てきていた。食事の時くらいは、気を抜きたい……と詩織が主張したからである。だが、さすがに全員とはいかないので、交代で従卒達を連れてきているのだ。

「なにが？」

「単なる気晴らしだけ、という訳にも参りますまい」

　福嶋邸でも、食事は出すと告げられていたのだ。

　それをわざわざ断ってとなると――むしろ大義名分が必要だ。まさか『一服盛られかねないので気が休まらないから』と正直に告げる訳にもいくまい。

「そうは言ってもね」

　詩織は肩を竦すくめた。

「町民に改めて尋ねて回るくらいしか、できる事はないでしょうね」

「昨日、聞き込みは、それがしも一通りいたしましたが」

「ならもう一回やっておけば良いでしょ。どうせ気晴らしの為の言い訳なんだし。いつまでもあの藩主の厳いかつい顔見ていたら、息が詰まるわ」

「詩織様……」

　呆あきれたように言う兵衛。

　それでも殊こと更さらに咎とがめてこないのは、もう、詩織のこうした言動には慣れて――いや単に諦めているのだろう。あるいは福嶋正憲については、兵衛も本音では同じ感想なのか。

　だが……

「ついでに、町民から見た、藩主の評判も調べておいて」

　ふと思いついた様子で詩織はそう言った。

「……詩織様？」

「何十人もの人間をさらうとなると、やはり騒ぎになるし、色々と面倒も多い。外国人の奴隷商人やら夜盗の類『だけ』では難しいでしょうね」

「それは、その通りでありますが」

「でも藩主が協力していたら？」

「…………」

　兵衛が言葉に詰まる。

「福嶋様は、最初から、妙に食って掛かってきていたでしょう」

「それは――そうですが、しかし」

　前述のように、天部衆が派遣先で嫌われるのはいつもの事だ。

「まあ何も出なければ、それは、それで」

　詩織は気楽な口調で言う。

「とりあえず何ど処こか、一服盛られる心配のない場所で御飯でも食べましょう」

　そう言って、詩織は――兵衛や、後についてきた従卒達の意見を確かめる事もなく、眼についた飯屋の暖簾をくぐった。
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　特にこれとこだわりを以て選んだ訳ではなく……その飯屋に入ったのは、ただ『めし』と二文字染め抜かれた暖簾が眼についただけ、だったからなのだが。

「……どうやら当たりを引いたな」

　暁月は箸はしで焼き魚をつつきながら言った。

　江羽は漁港を兼ねている為か、出された食事は新鮮な魚介を用いたものが多く、魚のアラを用いた味噌汁などは、粗食に慣れた舌にはよく染み渡る味であった。

「…………」

　沙霧も彼と差し向かいで、アラ汁を啜すすっている。

　食事を摂る姿にも、育ちは出るというが――沙霧のそれは、明らかにある種の作法を習った事のある者のものであった。箸の使い方から、料理を口に運ぶ順番まで、恐らくは無意識の内に、彼女は特定の作法に則っている。

（やはり武家の娘か。しかし……九十九衆とどう関係がある？）

　九十九衆は武力集団だが、武士の集まりではない。

　むしろ、その性質は乱らつ破ぱ――即ち忍者に近い。見栄や体裁にとらわれない実力本位の集団であり、それ故に、言葉遣いから身に帯びるものに至るまで、彼等は武家のような格式や形式を持たないという。唯一の共通点が、体の何処かに入れ墨『白』の一文字だそうだ。

（……最悪、護法獣は何とかできるか）

　そんな事を暁月は考えていた。

　昨晩見た限りでは、護法獣の出現から、攻撃に至るまでには若干の間があった。

　極端な事を言えば、その間に、居い合あい抜ぬきで迅速に沙霧の両腕を切り落とし、何処かに蹴り離してしまえば、護法獣は消える。自覚がないというだけで、護法獣の導どう術じゆつを行使しているのは沙霧自身であり、彼女という『芯しん』がなくなれば、導術は霧散せざるを得ない。

　だが……

「――いらっしゃいまし」

　飯屋の主人が、奥の厨房から新しい客に声を掛ける。

　何の気なしにそちらを振り返った暁月は――眼を細めた。

　入ってきたのは十名ばかりの集団だ。

　しかも先頭を歩いているのは、驚いた事に若い娘である。

　白い、丈の長い衣を羽織り、肩にはやたらに長い剣を担かついでいた。内に着ているのは巫女装束にも似た代物だが、袴の色は黒で、丈が短く……全体として何処か型破りな雰囲気を纏まとっている。

　その一方で、その立ち居振る舞いにはある種の芯が通っていて、自じ堕だ落らくさは感じられない。色彩は白と黒だけで地味だが、その姿にはある種の華すら感じられた。

（傾かぶ奇き者ものか？　しかし――）

　娘は、まるで他の九人――いずれも男だ――を引き連れて飯屋に入ってきたようにも見える。いや。実際その通りなのだろう。

「おやじさん、とりあえず一本つけて」

　娘は徳とつく利りを摘つまんで振るような手つきでそう言うと、奥の方へと入っていく。

　そして……

「ありゃ、天部衆だ……」

「あれが、藩主様の屋敷に来たっていう……？」

「女じゃねえかよ。娘っ子だ」

　飯屋の中に広がるざわめきには、そんな台詞せりふが混じっていた。

「――なるほど」

　眼が合わぬよう、敢えて視線を皿の上の焼き魚に向けて、暁月は言った。

「あれが、あの時の機関甲冑に乗っていた天部衆か……」

「…………」

　沙霧が改めて、その新しい客達を振り返る。

　暁月は溜息交じりに呟いた。

「面倒な奴等がいるな。間の悪い……」

「……貴方あなたは」

　沙霧は、暁月に眼を戻して言った。

「貴方は、何なのですか？」

「……自分は答えず、逆に問うか？」

　皮肉の響きを載せた声で暁月は言う。

　一瞬、沙霧は気圧されたかのように唇を嚙んだが……

「見たろう。鬼さ」

　暁月は吐き捨てるように言った。

「そうではなくて……貴方は、何を目的にしているのですか……？　幕府に逆らって、その九十九衆というのを追いかけているのですか……？　それは……何な故ぜ？」

「お前にそれを語ってどうなる？」

　眼を焼き魚に向けたまま暁月は続けた。

「それを語れば、お前は俺に全てを話すのか？」

「――それは」

　やはり言えないのだろう。

　沙霧は俯き――暁月は顔をしかめて箸を置いた。

　新しい客が来た事で生じた、飯屋の中のざわめきは、やがて萎しぼんでいき……それから暁月は、ポツリとこぼすように短く言った。

「九十九衆は仇かたきだ」

「かたき……」

「この三年、仇を討つために、俺は奴等を捜し回ってきた。三年だ。そしてようやく奴等の尻尾を摑んだんだ」

　言って暁月は沙霧を睨む。

　九十九衆――その名を口にするだけで、暁月の胸の内には、どす黒い怒りが渦を巻く。

　琴音と、そして、寄る辺なき彷徨者であった暁月を受け入れてくれた、あの隠れ里の人々の仇。無慈悲で、一方的な殺さつ戮りくをした奴等が、今ものうのうと生きている……その事実を想うだけで、暁月は吐き気すら覚える。

　殺す。必ず――奴等を皆殺しにする。

　自分達の蛮行の償いをさせる。

　それが――それだけが、暁月の行動原理であった。

「…………」

　暁月の手の中で――強く握りしめられた箸が、ピシリと悲鳴を上げた。

「お前が知っている事を全て喋れ。喋ればお前は放してやる。此処で奴等は何をしようとしているのか。それが分かれば、奴等を追い詰めやすくなるからな」

「……敵討ち……復讐……」

　ふと――泣き笑いのような表情が、沙霧の整った顔を過よぎる。

「そんな事をしても、死んだ人は帰ってこないし、時も戻せないのに？」

「…………」

　暁月は、しばし無言で沙霧を見つめ――そして不機嫌そうに言った。

「随分と、小賢しい事を言うな？」

「ごめんなさい。私は……」

　沙霧は目を伏せて、切れ切れの言葉をこぼす。

「私は……ただ……」

「…………」

　沙霧の言葉は、道理だ。

　だが道理だけを説いて、人の諍いや争いを終わらせる事ができるなら、この国は、百年以上にも及ぶ戦乱の時を経てなどいないだろう。

　ただ――

「――？」

　轟音と悲鳴。

　突如――何処からか響いてきたそれらに、思わず暁月は腰を浮かした。

「なんだ!?」

　天部衆の娘を含め、他の客達も驚きの相を浮かべて腰を浮かしている。

　音の源は店の中ではない。だがそう遠くでもない。

　しかも轟音と悲鳴は、一度で止む事はなく、断続して続いていた。

「お前は此処にいろ」

　暁月は沙霧にそう告げて、飯屋の外へと飛び出す。

　音の来た方角を眺めると――今しも、灰色の土煙が膨らんでいるのが見えた。

　そして……

「……機関甲冑！」

　土煙の根元、家屋の合間に見えるその人型は……間違いなく機関甲冑である。

　人型の兵器は、鋼の両腕を振り回しながら、町の中心にそびえ立つ火ひの見み櫓やぐらに向かっている。

「一体、何があった!?」

　暁月より一瞬遅れて飛び出してきた中年男が――天部衆の娘と一緒に飯屋に入ってきた一人である――逃げ惑う町人を捕まえて、問う。

「海岸から、機関兵があがってきて、――暴れてるんだよ！」

　悲鳴じみた声で町人がそう答えるのが、暁月の耳にも届いた。
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　機関甲冑は、異様な動きを示していた。

　江羽の町を片端から壊していく――それは理由があれば、おかしな事ではない。戦国期には、しばしば見られた光景だ。城攻めの際には、攻め側に隠れて、城下町の民が兵糧の類を籠城側に届けないようにと、まず町の一部を壊して、充分に脅してから――あるいはそんな余裕を奪ってから、包囲を敷く事も多い。

　しかし……今。

　江羽の町で暴れている機関甲冑は、動きそのものが、おかしい。

　例えば、手には槍を携えてはいるのだが……これを正しく使おうとはしていない。槍も武具である以上、正しく構え、正しく扱ってこそ意味がある――本来の力を出せる訳だが、機関甲冑は、ただ槍を持った手を振り回しているだけで、これを技として『使う』動きは示していない。

　おまけに右へ走ったかと思うと、何もない場で踵きびすを返し、左へ走る。

　その場で地団駄を踏んだかと思うと、突如、近くの家屋に体当たりをする。

　まるで意味のない――少なくとも傍はた目めには、全く意味が読めない行動が続いていた。

「あれは……」

「確かに機関甲冑ですが」

　現場に駆け付けた詩織も、そしてその脇で顔をしかめる兵衛も、共に声には困惑が滲んでいた。一体、あの機関甲冑が何を意図して暴れているのかが、分からないのだ。

「浪人者ですかな――詩織様、念の為に申し上げておきまするが」

「分かってる」

　詩織は煩げに片手を振って見せた。

「生身で機関甲冑に挑むような馬鹿はしないわよ。是これ清きよ、戻って真しん蔵ぞう達を呼んできて」

「はっ――」

　背後に控えていた部下の一人が頷くと、福嶋邸の方に向けて走っていく。

　とりあえず指示は出したものの――それ以上は、詩織としても手をこまねいて見ているしかない。兵衛に答えた通り、中級とはいえ、生身の人間が機関甲冑に挑んでも勝てる見込みはない。皆無とは言わないが――恐ろしく少ない。

　ただ……

「又また吉きち！　又吉ぃ！」

　一際甲高い悲鳴を追って振り向くと……そこには、夫らしい男に羽交い締めにされ、半狂乱になっている女の姿があった。

　女が見ているのは、機関甲冑のすぐ脇にある長屋である。長屋の一部は既に壊され、足元にまで転がってきた残骸を、機関甲冑が踏み潰している。女の逆上ぶりからすると、どうも逃げ遅れた子供が、まだ長屋の中にいるらしい。

　だが、いつ機関甲冑の鉄腕がまた、長屋にぶち当たるかも分からない。

　いや、それどころか迂闊に生身の人間が長屋に近付けば、機関甲冑に踏み潰される怖れもある。動きが異常な分だけ、余計に危険だった。

「――兵衛」

　ふと何か思いついた様子で詩織が副官を呼んだ。

「はい？」

「ちょっと後頼むわね」

「詩織さ――」

　呼び止める間も許さず、詩織は長屋に向かって駆け出している。

「いけません、詩織様！」

　焦りを含んだ兵衛の声が追いすがってきたが――しかし詩織は、足を止める事も振り返る事もなく、そのまま、長屋に向かって飛び込んでいった。
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　此処にいろ――と言われたが。

　轟音と悲鳴が入り交じり、町そのものが騒然としている最中、いかに沙霧といえども、そのまま食事を続ける訳にもいかない。彼女もまた飯屋の外に出ると、暴れる機関甲冑を遠巻きに見つめていた。

　だが……

「――!?」

　驚いて、沙霧はある方向を振り向いた。

　視界の端を、見覚えのある人影が過ったように思ったからだ。

　暁月である。

　いつの間に登ったのか……彼は辺りに幾つか並ぶ長屋の、その屋根の上を走っていた。

　恐らく、通りは逃げ惑う町人や、無責任に見物する野次馬で身動きがとりにくい、と判じたのであろう。実際、飯屋の前に出たは良いが、沙霧もそこから殆ほとんど動けない状態に陥っていた。

　だが……一体あの鬼の若者は、何をするつもりなのか。

　まさか、生身で機関甲冑に挑むつもりか。

　それがどれだけ無茶な、いや、愚かしい事かは、沙霧にも分かる。

　しかし……

「……あかつき……」

　他人の事を言えた義理ではないが、奇妙な若者である。

　復讐の念に凝り固まった、冷酷非常な男かと思いきや――妙に緩いというか、甘い部分を垣間見せたりする。沙霧が唯一の手掛かりだと言い、彼女を捕まえておきながら、いざ何か騒動が起これば、彼女を置いて飛び出していく。

　今更、沙霧が逃げないと思っているのか。

　それとも――

「…………」

　沙霧は僅わずかに首を傾げる。

　彼女は、暁月の後ろ姿に視線を向けたままで――だから人の波をかき分け、己の背後から近付いてくる何者かに、まだ気付いてはいなかった。
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　瓦屋根の上を疾走し、屋根から屋根へと跳躍し、暴れる機関甲冑に迫りながら……暁月は、一つの判断を下していた。

（恐らく、あれは……）

　機関甲冑は手にしていた槍を放り出し、しばらく空の両腕を振り回していたが……無茶苦茶に動かしているその手が、腰の後ろに挿していた刀の柄に触れたのを機に、これを抜き放っていた。

　だが、やはり握り方がおかしい。

　刃も峰もない棍棒を握っているかの如く、手と刀の向きが合っていない。

　それでも生身の人間からすれば、当たれば肉を裂き骨を砕く、脅威そのものである事に変わりはないのだが。

　刀の一撃が、傍にあった火の見櫓に向かう。

「――！」

　元よりただ振り回していただけの代物――刀は、火の見櫓の足部分で滑り、その先端を地面に食い込ませていた。

「やはり――か」

　呟く暁月。

　機関甲冑の斬撃は、単に重い刀を振り回している――というだけではない。

　大抵の場合に、それは導術を帯びている――導術によって強化されている。だからこそその一撃は岩を斬り、鋼を斬り、時には炎や風すらも斬る。

　そして――

（導術とは端的に言えば『因果の強制制御』だ……）

　暁月は頭の中で繰り返しながら確認する。

（普通に考えればあり得ない出来事でも、強制的に、導術結界による干渉で、現実の事象として顕現させる事ができる。『斬る』為の導術干渉を行えば、極端に言えば、刃のない竹たけ光みつですら、肉を裂き、骨を断つ事ができる……）

　機関甲冑が動くのも、同じ理に因よる。

　そして――導術には『芯』として人間の存在が必須だ。

　生きて在ある人間の意思が、導術結界の効果を決定づける。芯たる人間がそれと望むからこそ、導術結界はその結果を現出させるのだ。機関獣にせよ、機関甲冑にせよ、そして職神や護法獣にせよ、御者なり機士なりがすぐ傍にいなければ稼働しえないのは、この為だ。

　導術とはつまり『人の望みを現実化する』技法と言える。

　だからこそ――導術込みの斬撃を機関甲冑が放ったのであれば、それは、思い通りの結果を生み出さねばおかしい。斬ると機士が決めて火の見櫓に刀を叩き付けたのであれば、それは、必ず切断という結果をもたらすはずだ。例外は、相手側にも導術結界があって、抵抗した場合だが……単なる火の見櫓に、そんなものがあろうはずもない。

　つまり……

「――！」

　機関甲冑が刀を地面から引き抜くと、もう一度これを振りかぶるのが見えた。

　屋根の上から、その鋼の巨人に向けて飛び降りる暁月。

　彼は――

「――天の理ことわりと地の理の狭間にて人の理を以て因果を導かん！」

　吠えるように、そう唱えていた。

　振り上げた一刀を、落下の勢いも加えて振り下ろす。

　機関甲冑は、術じゆつ言ごんを密に書き込まれた術式筒や術式符を大量に搭載している為、特定の効果を持った導術を、瞬間的に顕現させる事ができるが――人の身で直接、導術を使うならば、こうした術言の詠えい唱しようが必要になる。

「我が意に沿いて顕あらわれよ――斬ざん鉄てつ刃じん！」

　暁月の刀が――機関甲冑の背後からその左足の膝へと打ち込まれる。

　甲高い鋼の響き。

　火花を散らしつつ、刀の切っ先は機関甲冑の装甲の隙間から、その関節に食い込み……術言通りに、鋼鉄のそれを切り裂いていた。あるいは、眼の良い者ならば、うっすらとだが因果摩擦の光る波紋を見る事ができたかもしれない。機関甲冑のそれに比べると、生身の導術で発生するそれは、随分と薄いものだが。

　ガクン、と機関甲冑が姿勢を崩す。

　その様子を見て――十重二十重に遠くから見守っていた野次馬が、どよめいた。

　まさか生身の人間の一撃が、機関甲冑に効くなど、想像だにしなかったのだろう。

「変だと思ったが、やはりこいつ……」

　まともに動いていない。

　導術結界が、弱いのだ。

　それが中の機士の不調なのか、それとも、機関甲冑の不調なのかは、分からないが。

「時間稼ぎのつもりだったが、これなら……」

　暁月は改めて――導術を込めた一撃を、先と同様、右足の膝裏へと加える。

　更に機関甲冑は姿勢を崩し、地に膝をついて、完全にその場から動けなくなった。

　だが上半身は健在だ。いかに攻撃支援導術の効果が殆どなくとも、その鋼鉄の腕で殴られれば、ただでは済むまい。

「動きそのものを完全に停めるなら……」

　機関甲冑の動力の源たる、権水循環器を壊さねばならない。

　ゴウ、と風を巻いて飛んでくる豪腕の一撃を、身を沈めてかいくぐると、次に暁月は伸び上がる勢いを用いて、跳躍。

　空中で刀を腰だめに構えて、彼は術言を叫んだ。

「我が意に沿いて顕れよ、徹てつ甲こう尖せん！」

　跳躍の勢いと全身の重みを加えて、機関甲冑の鳩尾みぞおち部分に刀を突き刺す。

　先と同様、鋼の打ち合う激しい火花を散らしながらも、導術を込められた刀は鋼の装甲を突き破り――その奥の循環器に達していた。

　ブシュ、と音を立てて、赤い、血のような権水が噴き出してくる。

　それに濡れるのも構わず、暁月は刀を抜いた。『傷口』から更に大量の権水を噴き出しながら、機関甲冑は痙けい攣れんするかのように蠢うごめき――そして、ゆっくりとその動きを鈍らせると、俯せに倒れて、停まる。

　暁月は背中の登機口の扉に刀を掛けると、その金具も導術剣法で切断――扉をこじ開けた。

「貴様、九十九衆か!?」

　中の機士に向けて刀の切っ先を突きつけながら、そう問う暁月。

　だが……

「ひあっ!?　あ、あ、あああああ？」

「――!?」

「ああああ、あ、あ、ああああああ？」

　中にいた機士は、暁月の言葉を理解していないようだった。

　頭を振り、腕を振り、身を反らし、ただひたすらに喚わめくだけ。

　暁月はその機士の襟首を摑んで、機外に引きずり出したが、その眼は血走り、口の端からは泡を噴き、表情はこれでもかという程に歪みまくって、喜怒哀楽の判別すらつかない。

「何だ、こいつは……」

　呆然と呟く暁月。

　機関甲冑の中に収まっていたのは、常軌を逸した状態の男が一人。

　導術結界がまともに働いていないのも、道理――恐らく、この男は、まともにものを考える事など、できなくなっている。剣もきちんと握れないだろう。だが、それでも男の生き物としての根っこ――本能とも呼ばれる部分に応じて、機関甲冑は動き続けていたのだ。

　今のこの男は、理性のない獣同然。

　獣では技は使えまい。

　しかし……

「九十九衆じゃない？　いや、九十九衆であったとしても――」

　こんな男からは、何も聞き出せまい。

「あおおおおおお!!」

　引きずり出された男は、機関甲冑の装甲を滑り落ち、地面の上で手足をじたばたと振り回しながら――まるでその様子は道理を知らぬ赤ん坊のようだ――ただひたすら、意味不明の叫びを上げ続けていた。
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「――切り裂け、我が剣」

　術言詠唱。

　同時に脳のう裏りに浮かべた因果の流れを、そのまま剣に込めるようにして――振る。

　片手の一撃とはいえ、導術込みの斬撃は、崩れて前を塞いでいた瓦が礫れきを斬り飛ばし、詩織の前に脱出の為の口を開いていた。

「はいはい。大丈夫だから」

　左腕に抱えた赤ん坊にそう告げて、詩織は刀を鞘さやに納めると――文字通りに切り開いた出口に手を掛ける。そんな彼女の手首を、何者かの手が摑んで、グイ、と引っ張ったのは次の瞬間であった。

「詩織様！」

　兵衛である。

　彼の隣には二人の部下も安堵の相を浮かべて立っている。

「また斯か様ような無茶を――」

「うん。ごめんね」

　と説教を始めそうな兵衛にそう謝ると、詩織は、こちらに駆け寄ってくる女――恐らくは母親に、抱えていた赤ん坊を差し出した。

「又吉！」

「とりあえず怪け我がはしてないと思うけど」

「お、御武家様、ありがとうございます……！」

　息子を抱き締めるのに忙しい女の代わりに、後からやってきた夫らしき男が、深々と頭を下げる。

「はいはい。まあ、命張るのが武士の務めだから」

　詩織は苦笑してそう言うと――猫や犬を追い払うかのような、ひどくぞんざいな仕草で、その夫婦に手を振った。実はこれが詩織の照れ隠しなのだと気付いたのは、恐らく兵衛だけであろう。

　それでも何度も頭を下げつつ、離れていく夫婦とその子を見送り――そして詩織は兵衛の方を振り返る。

「途中でもっと崩れてきたら、ちょっと危なかったかもね」

　特に、すぐ傍にあった火の見櫓が長屋の側に倒れていれば、完全に詩織と赤ん坊は、その中で潰されていた事だろう。

「ですから……もう少し自重してくださいませと、何度も」

「ひょっとして阿芸藩の機関甲冑が、駆け付けたとか？」

　兵衛の小言を無視して、詩織はそう問うた。

　途中で、機関甲冑による破壊活動が止まった。

　これを詩織は、阿芸藩の機関甲冑による制圧だと考えたのだ。どう考えても、詩織の部下が機関甲冑を呼んで戻るには早すぎる。たまたま、何らかの理由で居合わせた機関甲冑がいた、と考えるのが一番自然だった。

　しかし……

「いえ、それが……」

　兵衛達は、揃ってある方向を向いた。

　そこには件くだんの、暴れていた機関甲冑が俯せに倒れている。

　そしてその脇には、妙な声を上げながらじたばたと足掻く男が一人。そしてその横に立つ、若者が一人。それだけだ。新たな機関甲冑の姿など何処にもない。

「まさか――生身で？」

　眼を丸くして詩織が言った。

「そのまさかですな……驚きました」

　一部始終を見ていたであろう兵衛が、そう答える。

「導術剣法を使ったようですが、それにしても……」

　若者が刀を鞘に納めたのを見て――完全に機関甲冑が停まったと分かったのだろう、息を呑んでいた野次馬達の間から、歓声が上がる。

　同時に、少し離れた所から、機関甲冑の近付いてくる足音が聞こえた。

　恐らく詩織の部下が戻ってきたのだろう。

　しかし――

「それにしてもあのお武家様、二人ともすげぇ腕前だな」

「あれって、導術剣法ってやつだよな？」

「御武家様が町人の子供を助けて下さるのも珍しいよな」

「あっちは浪人ぽいぞ？」

　野次馬達が興奮気味に言葉を交わすのを、詩織はしばらく聞いていたが……

「もし。そこの侍、お待ちなさい」

　倒した機関甲冑に背を向けて立ち去ろうとしたその若者に、詩織は声を掛けた。
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「もし。そこの侍、お待ちなさい」

　背後から、声が投げ掛けられる。

　咄とつ嗟さに立ち止まってしまった己の迂う闊かつさに、暁月は臍ほぞを嚙む思いだった。周りが野次馬で溢れている今なら、聞こえない振りをして、紛れ込んでしまえたはずだ。

　誰が声を掛けてきたのかは、分かっていた。

　あの、天部衆の娘だ。

　振り返らぬまま、どうしたものかと暁月は一瞬、悩んだが――

「貴殿が、あの機関甲冑を制してくれたのですね」

　天部衆の娘の声が近付いてくる。

　同時に――ゆっくりと大きく周りつつ、その片腕らしき中年男が、退路を断つかのように前に姿を現したのも見えた。

　挟まれた。

「お陰で、私も子供も助かりました。礼を言います」

「ちっ…………」

　舌打ちする暁月。

　本当に――自分の迂闊さに腹が立つ。

　機関甲冑の中身が九十九衆なのでは――と疑っていた事もある。だが今にして思えば、何より機関甲冑に蹂躙される生身の人間達、という図に暁月は我慢がならなかったのだろう。それは今なお色あせず、夜毎に彼を悩ませる悪夢に重なるからである。

　出しゃばるべきでは、なかった。

　本当にそう思うが――もう遅い。

　ふと見ると――野次馬の中に、こちらを見つめている沙霧の姿も見えた。

　どうやら馬鹿正直に、暁月に言われた通り、逃げなかったらしい。

「生身で機関甲冑に挑むとは、大した剛胆っぷり」

　背後から更に天部衆の娘の声がする。

「しかも町民の子供を助ける為とは」

　どうやら暁月が出しゃばったのを、自分と同じく、子供を助ける為だったと誤解――いや理解しているらしい。咄嗟に否定の言葉が出掛けて、しかし、暁月は言った。

「……町民だろうが武家だろうが、殴られりゃ痛い、傷を負えば血が出る。そこだけはどいつもこいつも変わらない――ただの人間だ」

「確かにそれは、その通り」

　感心したように天部衆の娘が言う。

「時に貴殿、名は何と？」












「…………」

「何処の藩士ですか？　さぞや名のある武士とお見受けします。いや、これは失礼、私は徳河幕府天部衆の九、朽くち葉のは詩織と申します」

　更に一歩、いや二歩分、声が近付いてくる。

　振り返りたくなるのを、懸命に堪こらえながら――ここで振り返れば隙すきを生む――暁月は垂らしたままの右手に、そっと力を込めた。

「是非とも名をお聞かせ願いたい――」

　微かすかな鋼と木の、擦れ合う音。

　抜ばつ刀とう――居合抜きの音と察したその瞬間、暁月は刀を抜きながら振り返っていた。

　逬る銀光と銀光。

　それらはしかし打ち合う事なく、暁月の居合いは手応えなく虚こ空くうへと抜け、そして低く身を沈めた娘の――詩織の放った斬撃は、暁月の額をかすめていた。

「――！」

　思わず呻きを漏らす暁月。

　その額から鉢はち金がねが両断されて落ちたのは、次の瞬間であった。
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「――鬼!?」

　驚きに、詩織の動きが止まったのは……わずかに一瞬である。

　だがそれが、隙となっていた。

　若者の刀が翻ひるがえり、詩織の刀を弾はじいたのである。

「――ッ！」

　さすがに天部衆の一人、生身の剣術においても武器を落とすような無様な真似はしなかったが――姿勢は、大きく崩れる事となった。

　そこに踏み出して、更に若者が斬撃を繰り出してくる。

　詩織は体たい捌さばきでこれを避け、地を蹴って距離を置いた。

　武器は同じく刀だが、詩織の得物の方が、間合いが長い。相手の間合いの半歩外に身を置けば、一方的にこちらが相手を攻める事ができる。

　詩織はそう判断していた。

　更にそこへ――

「天の理、地の理、人の理、三方の理を以て我は因果を導かん！」

　兵衛の術言詠唱の声が届く。

「たたき伏せよ我が剣ッ！」

　ゴウ！　と虚空が吠え、烈風が若者に襲い掛かる。

　若者は振り向きざまに――

「我が意に沿いて顕れよ、権けん刃じんッ！」

　こちらも術言詠唱と共に刀を一閃。

　烈風は、見えぬ何かにぶつかると、大きく若者の左右に流れた。

　同じ導術剣法といえども、術言からも分かる通り流派が異なる為、詩織にも細かい事は分からない。だが――恐らく若者は、力場で刃を成して風を切ったのだろう。力場で以て仮想の刃を成す技は、同じく実体を持たない攻撃を斬るのに向く。

「ちいっ――」

　だが、若者は自らの技と術の冴えを誇るでもなく――むしろ舌打ちしつつ、横に跳んでいた。

　それを追って詩織が斬りかかる。

　鋼の嚙み合う鋭い悲鳴が響いた。

「くっ――」

「はい、詰みね」

　鍔つば迫ぜり合あい越しに、笑顔で詩織はそう告げた。

　若者の肩越しに、背後から兵衛が近付いてくるのが詩織には見えている。

　恐らく、若者も気付いているだろう――詩織と斬り結んで、鍔迫り合いに持ち込まれた時点で、負けなのだという事に。単身で二人以上を相手にする場合、一人に釘付けられてしまえば、もう他の攻撃を捌けなくなる。

　だが……

「暁月様ッ！」

　若い娘のものらしき叫び声と共に、通りの奥――機獣車の停車広場にて、悠然と起き上がる巨影が見えた。

「あれは……！」

　振り向いた兵衛が、愕がく然ぜんと叫ぶ。

　黒を基調として、随所に朱を組み合わせた彩りの、その機体。

　禍まが々まがしい程の迫力を持つその姿は、一度見れば忘れるはずがなかった。

「先日の！」

「……やっぱりね」

　だが詩織は、むしろ得心の笑顔を浮かべて若者に言った。

「動きに見覚えがあったのよね。ひょっとしてと思ったけれど――」

　機関甲冑の動きは、機士の身につけた動きを忠実に、極めて忠実に反映する――だからこそ、それは甲冑と呼ばれるのだ。職神を媒介として機士が鋼の機体に憑依するようなもので、結果、細かな動きの癖も、如実に顕れるのだ。

「でもまさか、鬼だったとは。道理で強いはず」

　鬼は導術に対する適性が、異様に高い。

　それは即ち機士としても優秀である事――機関甲冑との一体化について、非常に馴染みやすいという事だ。当然ながら、個人の武術としての力量が同じなら、普通の機士よりも、鬼の方が強いのが道理であった。

「投降なさいな」

　詩織は笑みを消して言った。

「誰か代わりに乗ってるみたいだけれど――本来の機士なしじゃ、機関将といえども、機兵に討ち取られるわよ。ましてこっちは二機」

　と――詩織は、近付いてくる部下の機関甲冑を見み遣やって言った。

　共に長槍を構え、いつでも黒い機関甲冑に突撃できる状態である。

　そもそも、機関甲冑を操るには『慣らし』が必要だ。

　職神が機士の動きの癖や、導術適性を読み取って、導術結界の展開や、機関甲冑に伝える事に慣れるまでの、細かな試行錯誤の事である。

　逆に言えば、一度、特定の機士に慣れてしまった機体は、他の機士が乗った場合、十全にその機能を発揮できなくなってしまう。改めて別人の動きの癖に合わせる、慣らしが必要になってしまうのだ。

　つまり、機関甲冑は乗り慣れた機士でなくとも、誰か人間が乗っていれば、最低限の、機体を動かす程度の導術結界は展開できるが……さすがに斬り合いをこなすのは無理だという事である。

「あかつき、っていうの、君は？」

「…………」

　若者は答えず、しかし、ゆっくりと刀に込める力を抜いた。

　詩織も刀を引くと――敢あえて先に刀を鞘に納めて見せる。勿論、もう目の前の斬り合いでどうにかなる状況ではないと、改めて若者に念を押す為だ。

　若者――アカツキ、と呼ばれた鬼も、溜息をついて刀を鞘に納める。

　続けて『お手上げだ』とでも言わんばかりに両手を掲げた。どうやら諦めは良い方であるらしい。あるいはまだ何か起死回生の手を隠し持っているからこその、余裕か。

　詩織には、判じがたかったが――

「これは預からせてもらうぞ」

　若者の背後から駆け寄った兵衛が、刀を取り上げた。
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　立て続けに目の前で起こった出来事に、沙霧はただただ呆然としていた。

　暁月が、天部衆らしき者達に囚われてしまった。

　それは即ち、沙霧が自由の身になった事を意味する――のだが。

「私……」

　戸惑うように左右を見回す沙霧。

　どうして良いのか分からない。

　そもそも、自分で何か決めた事など、一度もなかった。

　流されるままに、ただ、生きてきた。いや。ただ死ななかった――死ねなかっただけで、積極的に生きた事など、一度もなかったように思う。

　死なない事についても、単に危険は護法獣が排除していただけで……その導術すら、彼女が自分で望んで施されたものではない。自分で何かを望んで、それが本当に叶えられた事などなかったし――だからこそ、何も望まない癖がついてしまった。

　まるで幽霊のように。

　まるで人形のように。

　自分は本当に生きているのか？

　そんな疑問すら覚えた事もある。だが――それを深く考える事すら、いつしか億おつ劫くうになって。

　ただ…………

「――姫様」

「――!?」

　不意に掛けられた一言に、沙霧は身を竦ませた。

　背後から誰かが近付いてきて、沙霧を呼んだのだ。

　振り向けない。振り向くのが怖い。

「姫様、こんな所におられましたか……」

「我等の所にお戻りください……」

「――！」

　左右に、彼女を挟むように湧いた人影二つ。

　どちらも普通の町人の格好をしている、何の変哲もない男達だが――

「姫様、石いし田だ様もお待ちに――」

「――やめてッ!!」

　思わず沙霧は叫んでいた。

　途端――周囲の視線が、沙霧へと集まってくる。

　期せずしてそれが、人影には圧力として働いたらしい。二人はそっと、怪しまれぬ程度の動きで沙霧から離れ、退散していく。

　しかし……

「違う、私は、私は、もう違う、姫なんかじゃ……ない……！」

　その場にしゃがみ込んで呻くような声を漏らす沙霧。

「私は、ただの……陽炎かぎろい……沙霧……よ……！」

　そんな彼女に――何事かと怪訝の表情を浮かべて、天部衆らしき娘が近付いてきた。
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　何の為に生まれてきたのか

　それを探す事が人の生だというのなら

　予めそれが決められている者は

　生きる事を許されていないに等しい

　さりとて死は忌いまわしく

　無に堕するは尚更に恐ろしい

　生きるでもなく　死するでもなく

　ただ黄昏たそがれの一瞬の如き狭間をたゆたうしかない

　永えい劫ごうに救われぬ魂たましいを抱えて
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　福ふく嶋しま正まさ憲のりは武ぶ勲くん――というよりも、その気性の荒さを以て知られた武将である。

　静しずヶが岳たけの戦いにおいては、一番槍・一番首として敵将を討ち取り、その大功によって静ヶ岳七本槍の一人に数えられている。幼少から豊とよ聡とみ秀ひで吉よしの子飼いとして頭角を顕あらわし、石いし田だ光みつ成なりらと共に豊聡家の重臣として仕えてきたが、その一方で、文治に長けた石田光成とは仲が悪く……秀吉の死後、光成に対する襲撃を計画、徳とく河がわ家いえ康やすに説得されてこれを思い留まった、という。

　他にも武勲はあれど、乱暴粗暴な人物としての逸話には事欠かない。

　だからこそ――

「昼間は、ご活躍だったそうな」

　三み度たび、詩し織おりと相まみえた際、正憲は皮肉で不機嫌を覆い隠すどころか、敵意満載の眼差しで彼女を睨み据えていた。一歩間違えば、その場で刀を抜いて斬りかかりかねないような風情である。

　だが……

「いえ、それほどでもありません。件くだんの若者が、手向かうこともなく同道してくれたおかげで、被害がなかっただけ――と」

　詩織は平然とその怒気を受け流して言った。

　むしろ彼女の背後に控えた部下達の方が、直接、正憲に睨まれている訳でもないのに、青ざめている。もっともこれは正憲が怖いというよりも、正憲が本当に刀を抜いて斬りかかった場合、詩織はむしろ嬉々としてこれに応じるだろうと、知っているからだ。

「……謙けん虚きよな物言いであるな」

「いえ」

　詩織は微笑を浮かべて、首を振る。

　正憲はしばし、額ひたいに血の管すら浮かべて彼女を睨んでいたが――やがて自らを落ち着かせようと深く息をついて、言った。

「現場に参っておった当方の家臣からは、件の若者の正体は鬼おにである、と報告があったのだが？」

「……そも鬼については分からぬ事だらけ、確実な事は何も。件の若者が本当に鬼であるかどうかも」

　もし本当に鬼ならば、その旨報告をしろ――という圧力であるが、詩織はこれも素知らぬ顔で受け流した。

　おしなべて優秀な導どう術じゆつ使いである鬼は、世間での忌き避ひぶりに反して、権力者達は内密にこれを抱え込みたがる。優れた導術師が多ければ多い程に、権けん水すいの生産量が上がり、保有する機き関かん獣じゆうや機関甲かつ冑ちゆうの稼働率も上がるからだ。

「鬼に関しての研究については、幕府が秘ひ匿とくしておるからの」

「…………」

　詩織が曖あい昧まいに笑うのは、概おおむね、正憲の言う通りだからだ。

「儂わしも実際に見たことはないが、なにやら導術を超えた、恐るべき術を用いる奇怪な存在だという話だが？」

「あくまで導術師として優秀という以上の差は感じません。まして件の若者は人として話が通ずる分、狐こ狸り妖よう怪かいの類とは異なるかと」

「…………」

　正憲は不機嫌そうに鼻を鳴らす。

　廃機令に代表されるような機関甲冑のそれと異なり、鬼に関しては、幕府公式の法はつ度とや沙さ汰たとして取り決めがある訳でもなく、内々に『ご公儀以外、鬼に関する事に、手出しするべからず』という不文律が回っている程度である。

　だからこそ正憲は、藩内の治安維持の権限内という事で、鬼の引き渡しを求め、詩織はこれを『まだ鬼かどうかも分からない』という詭弁でかわしている状態だ。

　しかし……

「いずれにせよ、その鬼が件の神かみ隠かくしと関わっているという証拠はないのであろう。ならば領内の揉め事の沙汰は、藩主たるわしが預かるのが筋」

「しかし、かの者は機関甲冑をも所持しております。しかも将級。つまり自律した職しき神がみを持ち、機き士しなしでもある程度、動きがとれます。万が一にかの者が鬼であった場合も含めて考えれば、これは――」

「我が藩の者では、その鬼を押さえきる事ができんと？」

　怒りが今にも吹きこぼれてきそうな口調で、正憲が問うてきた。

「いえ、そのような事は……」

「朽くち葉のは殿が受けた幕ばく命めいは、神隠しの調査。他の揉め事は我が領内の施政に関する事で、朽葉殿の権限の外」

「……仰る通りにございます」

　詩織は、ここでようやく折れた。

　これ以上、正憲を怒らせれば、詩織個人としては面白いのだが――天てん部ぶ衆しゆうの一人として、幕命を果たすのが難しくなる。神隠しの一件は、詩織にとっては一種の懲ちよう罰ばつ……幕府もあまり重きを置いている話ではないが、だからこそ、きちんとこなして江え渡どに戻らねば、面目が立たない。

「件の者の身柄は、貴藩にお任せいたしましょう」

「うむ」

　ようやく満足げに頷うなずく正憲。

　気性が荒い分、単純というか、機嫌を直すのも早いようだ。

「ですが此こ度たびの神隠しと無関係と断じる証拠もございません。なればこそ、鬼についての見張りには我々も加えていただければと」

「む……」

　正憲が再び顔をしかめる。

　だがここでまた話を振り出しに戻す程に、愚かではないのだろう――正憲はしかめ面のまま、低い声で言った。

「……好きになさるがよい」
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　その頃――福嶋邸傍の広場にて。

　暁あか月つきは、兵ひよう衛えの取り調べを受けていた。

「…………」

　刀を取り上げられ、広場の真ん中に置かれた椅子の上に座らされているが、手て枷かせ足あし枷かせの類は着けられていない。導術師はその気になれば、素手でもそれらを壊す事ができるので、意味がないのである。

　代わりに暁月の正面では兵衛が、背後では別の武士が、刀に手を掛けていつでもこれを抜ける状態である。更には機関甲冑も起動した状態で二機が立っている。暁月が不穏な動きを示せば、導術の術言を唱える暇も許されず、即座に斬り捨てられるだろう。

「用心深いな」

　皮肉を載せた口調で暁月が言う。

　言外に『臆病者』の意味を込めている訳だが――他の武士達はともかく、兵衛はその程度では激昂する様子もない。彼は代わりに身を屈め、ジロリと暁月の顔を覗のぞき込こみながら問うた。

「まず名を聞こうか？」

「…………」

「アカツキ、と職神が呼んでいたな。どのような字を書く？」

「…………」

「私は徳河幕府軍、西部方面隊所属、天部衆の九、朽葉詩織の副官、滝たき織おり兵衛である。朽葉詩織共々、幕命を受け、任務遂行中だ」

「…………」

「黙りか。それとも鬼は言葉が通じないか？」

「…………」

　挑発的な物言いにも、暁月は無言を貫いている。

　兵衛は機獣車の方を振り返って――少し話を変えてきた。

「ずいぶん立派な機関甲冑だな」

「…………」

「まさか廃機令を知らない訳ではあるまい？」

「…………」

「――幕府の許可を得た者以外、機関甲冑を所持する事は禁じられている。機き関かん将しようなら尚更。知らないとは言わせないわよ」

　不意に横手から声が掛かった。

　兵衛達が、そして暁月がそちらを振り向くと、詩織と――そして福嶋家の家老、長なが尾お和かず勝かつがやってくるのが見えた。

　暁月は眼を細めて、彼女を睨み……

「直参でない機士からは機関甲冑を問答無用で取り上げる一方で、許可を得れば、女でも機関甲冑を乗り回すのを許す訳だ。随分と身勝手なお達しだな」

「貴様っ！」

　侮ぶ辱じよくじみた物言いに激げき昂こうしたのは、詩織本人ではなく、兵衛である。

「天部たる詩織様になんたる口の利き方――」

「兵衛、いいのよ」

　と詩織が苦笑を浮かべて、副官を制する。

「そういう態度だと、こっちも身構えなくてすむから」

「詩織様……」

　呆れの表情で兵衛が唸うなる。

　詩織は真っ直ぐ暁月の方を見据えて――こう言った。

「正直、邪魔なのよ、貴方あなたは」

「…………」

「我々は幕命を帯びてこの地で頻発する神隠しを調査しているの。そこに鬼が出てきたら、無視する訳にはいかない。機将持ちなら尚更。こっちの事情は分かる？」

「…………」

　暁月は溜息をついてから――ようやく口を開いた。

「……俺は胡こ堂どう暁月。あんた達のように、語って聞かせるようなご立派な肩書きはない」

「浪々の身と？」

「…………そういう事になる」

「なるほど？」

「…………」

　頷く詩織の背後で、福嶋家の家老が眼を細めている。

　福嶋家に限らず、鬼は強力な導術師であり、同時に優秀な間者・密偵の類にも成り得る。なので、合戦よりも権謀術策が武家の命運を握るようになった昨今、何ど処こも優秀な導術師や密偵を抱え込みたがるという噂うわさだ。浪人なら尚更だろう。

「名乗った代わりに、一つ聞いて良いか？」

　暁月は詩織の目を見返して問うた。

「なに？」

「神隠しの調査と言ったな。そんなものに天部衆が出てくるのか？」

　神隠しは大抵の場合に、生活に苦しい農民が子減らしをしたり親殺しをしたりする場合、あるいは奴隷商人の奴隷狩りなどについて、誤ご魔ま化かして諦める為の方便だ。

　つまり、わざわざ天部衆が出張ってくるような事件では、ない。

　勿論、中には本当に理由もなく、姿を消す者もいるのかもしれないのだが――少なくともそれをいちいち幕府が調べる為に、虎の子とも言うべき天部衆の一人を派遣するとは考えにくい。

「ああ。まあその辺はちょっと事情が、ね」

　詩織は苦笑を浮かべて頰ほおを掻いた。

「農民や漁民の一人や二人ならば勿論、私が遣わされる事もなかったのでしょうけれど。たまたま武家の子女まで行方不明になったのと、数が多かった事から、『事件』を疑われたのよ」

「…………」

「まあ神隠しなんていうのは、口減らしを除けば、実際には大抵が奴隷商人や追おい剝はぎの類だけれども。で――貴方はあの商船を襲っていたように見えた」

「俺が強盗兼人ひと攫さらいだと？」

「違うの？」

　と首を傾げて詩織は尋ねてくる。

　この娘――天部衆の一人だというが、どうにも、幕府の重臣らしくないというか、妙に物言いや仕草が馴れ馴れしくて、軽い。詩織だけが変わっているのか、それとも天部衆が皆、こうした奇人変人の集まりなのかは、暁月にも判断がつきかねたが。

「違うと言ったら信じるか？」

「難しいわね。でも、我々からすれば、あの重装型の機関甲冑があの船を護っていて、そこに襲いに来た君との戦いになった――ように見える訳でね」

「最後に船を沈めたのは奴だがな」

「――『奴』？」

「…………」

　暁月は口をつぐむ。

　やはりこの詩織という天部衆――馬鹿ではない。

「つまり、君はあの逃げた機関甲冑の機士と知り合いか、もしくは、その素性を知っている？　何の目的であんな事を？」

「あんたには関係ない」

「正直に答えんか！」

　それまで脇に退いていた兵衛が怒鳴る。

　しかしその程度でいちいち臆する暁月でもない。

　さて――どうしたものか。

　暁月がそう思案した、その時。

「ひいいいいいい～ッ!?」

　悲鳴が響いた。

　何事かと眼を向ける暁月達――その視線の先に、機獣車を回り込むようにして、福嶋家の家臣が二人、慌てた様子で転がり出てくる。

　その後を追って顕あらわれたのは、二頭の護ご法ほう獣じゆうであった。

「――！」

　兵衛と詩織が即座に腰の刀に手を掛ける。

　福嶋家の家臣達は既に刀を抜いているが、闇雲に振り回しているだけで、全く意味がない。それどころか、一人は狐面の護法獣が刀に嚙み付いた途端、慌てたようにこれを投げ捨てていた。

　まだ若い、元服して間もない若手である。明らかに隻せきヶが原はらの合戦以後の生まれで、武士といえど当然に戦を――命のやりとりを知らない世代だ。特に福嶋家は、大阪夏の陣には参加していない為、その家臣達にも合戦を知らない者が増えている。

　ともあれ――

「お、お、おのれ、物ものの怪けッ！」

　もう一人も叫びながら刀を振り回しているが、元々、護法獣に普通の刃は効かない。

「兵衛」

「承知」

　頷くと、術言を口の中で唱えながら兵衛が前に出る。

「――滅せよ、我が刃」

　鞘さや走ばしりそのままの素早い一閃。

　今しも福嶋家の家臣に嚙み付こうとしていた護法獣は、兵衛の一撃で霧散していた。

　だが……やはり護法獣は死なない。

　再び空中に結像する、狐様の護法獣。

　だが……護法獣は、今度は二頭揃って緩やかに空中を巡るだけで、兵衛にも福嶋家の家臣にも襲い掛かる様子がない。恐らく、兵衛は護法獣の守る対象に敵意や害意を向けた訳ではないから、攻撃の対象として認められておらず――一方、福嶋家の家臣は、既に怯えるばかりの態で害意や、敵意など欠片もない様子。恐らく兵衛の一撃で一度、霧散した事で、護法獣は再起動――攻撃対象から福嶋家の家臣達は外れたのだろう。

「……という事は」

　呆れた様子で詩織が機獣車の向こう側に回り込む。

　しばらくして彼女が連れて出てきたのは――若干、着衣の胸元が乱れた沙さ霧ぎりであった。

「取り調べのついでに役得？」

　冷たい眼で詩織に睨まれて、首をすくめる福嶋家の武士二人。

「これは……血気盛んな若者故ゆえ、どうか、お許しを」

　長尾和勝が取りなすように言い――それから若い武士二人を睨み付ける。咎とがめ視線を家老から受けて、武士二人は転がるようにしてこの場から逃げ去っていった。

　その様子を見送ってから、詩織は改めて沙霧に眼を向ける。

「また大層なものを飼ってるわね」

　そう言って沙霧の手を取ると、その袖を肘の辺りにまで押し上げる。

　白い腕に入れ墨された術言――導術回路が露あらわになった。

「…………」

　沙霧は無言。

　詩織はしげしげと無遠慮にその入れ墨を眺めて、呟つぶやくように言った。

「護法獣――本物の顕現する様さまを見たのは初めてだけど」

「…………」

「我々は貴女あなたの敵ではない。今のところは、ね。その護法獣を引っ込めてくれない？」

「……紅ぐ蓮れんも白はく亜あも……私の意思では……どうにもならない……です……」

　眼を伏せて沙霧は言った。

　紅蓮と白亜とは、二頭の護法獣の名か。

「ああ。そういう『仕掛け』なのね」

　詩織は、溜息をついてこの場にいる一同を見回す。

「皆、下がりなさい。あれは彼女を護っているだけの代物、我等が害意を以てあたらなければ、そもそも出現しない」

「…………」

　詩織の部下達が、顔を見合わせ、そして刀に掛けていた手を下ろす。

　そこでようやく護法獣の姿が揺らめき――消えた。

　安あん堵どの気配が広場に満ちる。導術剣法の使える詩織や兵衛はともかく、普通の武士では護法獣に抗する術すべがない。勇猛果敢で鳴らした天部衆の部下といえど、刀で斬る事のできない相手には、臆せざるを得ないのが本当の所であろう。

「――で」

　詩織は暁月の方を振り返って言った。

「昼間の現場でずっと貴方の方を見ていたから、連れてきたけど。どういう関係？　身内？　それとも」

「…………」

　関係ない、知らない女だ、と言う事もできたが……それで釈放されてしまっては、沙霧という九十九つくも衆しゆうに繋がる手掛かりを失う怖れもある。むしろ暁月の身内としてひとまとめに捕まえておいてくれた方が、手間が省ける。

　なので――

「俺の女だ」

　と暁月は言った。

「……!?」

「へぇ？」

　詩織が面白そうに笑い――沙霧が驚いたように顔を上げる。

「そうなんだ？」

　詩織は何度か、暁月と沙霧を交互に眺めていたが、やがて肩を竦めて言った。

「で、彼女の名は？　無理に問い質してまた、護法獣が出てくると厄やつ介かいだから、貴方が答えてくれると助かるわね」

「カギロイ、サギリ――だ」

　暁月は言った。

　一度聞いたきりだが、間違っていないはずである。ただしどういう字を書くかまでは知らない。そこを問われれば面倒だったが――

「カギロイ、サギリね……？　いいでしょう、そういう事にしておきましょうか」

　詩織は笑顔のままそう頷いた。
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　機士は壊れていた。

　体ではなく心の事である。

「があぁっ、うがぉっ！」

　獣のような唸りを上げながら、ただひたすらに機関甲冑を走らせる。

　雑霊をより合わせて造られた中級機関甲冑の職神は、良くも悪くも判断力が低く……主の異常にも、ただいつも通りの反応を返すだけである。その行動が支離滅裂なものに堕していても、これを諫めたり、あるいは自己の判断で機関甲冑を停める事は、ない。

「ひあっ、あああっ！」

　機関甲冑は、出で鱈たら目めに手足を振り回し、時に、転びさえして――しかし、停まる事なく、周囲の木々を薙ぎ倒し、土砂を蹴り上げる。

　右手には抜いた刀を持っていたが、これは振り回している内に樹木の一本へと食い込んで――抜けなくなった。導術結界が機体を動かす為の最低限の働きしかしていないので、斬撃も威力が落ちているのだ。

「ひいぃぃぃっ!?」

　機士は、刀が樹から抜けないと分かると――あっさりと刀を放棄し、再び機関甲冑を無意味に走らせる。

　その進む先に――

「…………」

　白い機関甲冑が、するりとその姿を滑り込ませてきたのは、次の瞬間であった。

「そろそろ気は済んだか？」

　そう問うと同時に――抜刀。

　二本の刀が二重螺ら旋せんを描くかの如くに逬る。

　銀の軌道が交差したその先で、暴走する機関甲冑は、中の機士ごと見事な輪切りにされていた。導術結界がまともに働いていれば、ここまであっさりと切り裂かれる事は滅多にないのだが。

「…………」

　そのまま数歩、白い機関甲冑の横を通り抜け――そこで、ようやく己が既に斬られていた事に気付いたかのように、暴走機関甲冑の上半身が、下半身から滑り落ちた。

　切断面から噴き上がる赤い水。

　権水と――そして機士の血潮が入り交じったそれが、ゆっくりと倒れた機体の周囲を濡らしていく。

「――ふむ」

　白い機関甲冑は二刀を鞘に戻すと、何事もなかったかのように踵きびすを返した。
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「――権水循環器、停止。導術結界、第一水準へ移行」

　職神の唱える声と共に機関甲冑〈氷ひ影えい〉の機体が脱力する。

「〈氷影〉待機状態に入りました――我が殿」

「…………」

　小姓の姿をした職神に小さく頷くと、九十九帯たて刀わきは愛機の背を開いてそこから降りる。

〈氷影〉が項うな垂だれたような姿で立ち尽くしているのは、洞穴の中であった。

　ただし大抵の岩穴の類と異なり、そこは前後左右にも、そして上にも、広々と開けている。その気になれば小さめの城塞くらいは、中に築けそうな規模である。周囲を岩に囲まれているが、その広さ故に息苦しさを感じる事はなく――あちらこちらには篝かがり火びが焚たかれている為、闇に閉ざされる事もない。

　見事な隠れ家だと言えるだろう。

　今は滅びたとはいえ、かつて太閤秀吉の誇った権勢は、秘密裏にこんな隠し砦とりでを築く事も可能だったという事だ。この岩の砦を築くのに使われた人手は全て、完成と同時に斬り殺されたと聞く。お陰で、秘密は、これ以上ないというくらいに守られていた。

「守られすぎていた、とも言えるがな」

　と帯刀は皮肉げな笑みを浮かべて呟いた。

　この隠し砦は、本当に秀吉の直下、ごく一部の重臣しか知らなかったようだ。

　だが――

「御苦労である」

〈氷影〉から降りた帯刀を、岩室の端で待っていた男がいた。

　左右に臣下らしい大柄な武士を二人従えている為、その姿は矮わい軀くにも見える。また線の細い優男じみた顔立ちである事から、あまり武士としての迫力には欠けていた。何も知らずに相対すれば、この男が、かつては大軍の将を務めたと察する事は難しかろう。

　ただ――一点。

　端整な顔立ちであるが故にこそ、額から眉間にかけての大きな傷が、ひどく目立つ。乱暴に斬られたと覚しき刀傷だ。まるで亀裂のようなそれは、男の顔を左右に割り開いているかのような、奇妙な印象を醸し出していた。

「治部じぶの少輔しよう殿……アレを試されるのは良いが」

　帯刀は男に向けて言った。

「後始末はきちんとしていただかなくては。我等としても伊だ達てや酔すい狂きようでそちらに手を貸している訳ではないのですぞ」

「……分かっておる」

　男は無表情に言った。

「果か心しん殿からの、そして九十九衆からの恩、忘れてはおらんのである」

　恩という言葉を口にしながら、しかし、その声音にも口調にも喜怒哀楽の色はない。

「恩に着せるつもりはありませぬが、軽はずみな振る舞いで、貴殿の計画が水泡に帰する事は、我々も望まないとお知りおきくださいませ」

　帯刀はそう告げてから――付け加える。

「幕府の手駒も姿を見せているようですし」

「徳河の狗いぬが!?」

　途端――その仮面の如き顔に亀裂が入る。

　額の傷から、まるで血が滲み出るかのように、狂おしい歪ゆがみがその男の顔を覆っていく。先の無表情との落差は、まるで別人かと思う程であった。

「天部衆が江え羽ばの町に来ているようですな」

　対して冷たい口調で帯刀は言う。

　だが既に男は帯刀の言葉など耳に入っていない様子で――

「おお、おお、ならば、ならばなおのこと急がねばならんのである！　おのれ、おのれ！　徳河め！　徳河め！　忘恩の輩やからが幕府などと――」

「…………」

　激昂する男を帯刀はしばし見つめていたが。

　ふと――視線を転じてこの岩室の最奥部を見遣る。

「……ふむ」

　そこに蹲うずくまる巨影を眺めながら、帯刀はうっすらと笑みをその顔に浮かべた。
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　まるでそれは……戦場の最中であるかのようだった。

　といっても血ち腥なまぐさい斬り合い、という意味ではない。

　むしろ――辺りには胃袋をくすぐる香りが、緩やかに広がりつつあった。

「いやはや、こうしていると初うい陣じんの頃を思い出しまするな」

　と妙に嬉しげなのは、兵衛である。

　詩織の率いる第九天部隊の面々は、福嶋家に借りた広場にて、機獣車を並べ――その一つから持ち出してきた大鍋を使って、魚介主体の鍋料理を始めていた。

　材料は昼間の騒動を収めたとの事で、江羽の町人や漁民達から『礼に』と差し入れされた諸々である。武士がわざわざ単なる町民を助ける為に体を張ったのが、余程に珍しかったのだろう。

　福嶋正憲が第九天部隊の存在を疎んじていた事から、供される食事にも不安が出てきたところであり……詩織達は渡りに船と、遠慮なくこれを受け取った。

「こうして野にて火を焚き、鍋を煮る。これぞ戦場の――」

「はいはい」

　苦笑するのは詩織である。

　実の処――兵衛は戦場戦場と連呼をしているが、彼が戦陣に立った経験は僅わずかに二度程度である。彼が元服したのは隻ヶ原の合戦の年であり……その後、彼が武士として戦場に臨んだのは、大阪冬の陣、夏の陣のみであるはずだ。

　更に言えば、戦場の炊事は、こうした豪快なものとは限らない。

　籠ろう城じようともなれば、味み噌そ縄なわだの何だのと限られた備蓄を少しずつ齧かじり、井戸水を啜すすり、質素を通り越して無惨な食事情に耐えねばならないし、合戦場までの移動中、歩きながら兵ひよう糧ろう丸がんを齧るだけ、という場合もあったはずだ。

　勿論、まだ二十歳の詩織は武芸にこそ秀でているが、実際の合戦場を知らない。

　だからこそ、事ある毎に兵衛は何かにかこつけて『合戦の心得』を詩織に説く。それが自分の役目と自負しているのだろう。

　ともあれ……

「朽葉殿」

　詩織を呼ぶのは――主たる正憲の代わりに、この場へと顔を出した和勝である。

　福嶋家の家老は、苦々しい表情で鍋を囲む面子を見回した。

「このような場所で野飯とは……」

　まるで福嶋家が幕府の使者に食事を出す手間を厭いとっているかのようで、体面に関わる、というのが和勝の言い分であった。

　更に――

「しかも……鬼と一緒になど」

　鍋を囲む者達の中には、確かに暁月と沙霧の姿もあった。

　暁月は平然と、沙霧は何処かぼんやりとした様子で、差し出された椀わんを手にしている。

　沙霧はともかく、昼間の機関甲冑を停めたのは暁月であるから、町民からの差し入れを賞味する権利は彼にもあると言ったのは、詩織である。

「御家老も御存知でしょう？　導術使いには檻おりも手枷も意味がないのです。こうして見張るしかありません。飯を食う間は口も手も使えますまい」

　詩織は笑顔でそう言った。

　確かに食べている間は、術じゆつ言ごん詠えい唱しようもできなければ、刀を抜くのもままならない訳だが。

「…………」

　和勝は溜息をついて首を振ると――これ以上は無駄と判じたのか、踵きびすを返してその場を去った。その姿を見送ってから、詩織は、暁月と沙霧の方を振り向いた。

「食べないの？」

　詩織は、椀を持ったまま、箸はしを動かしていない暁月と沙霧にそう尋ねる。

「――いただこう」

　そう言ったのは暁月だった。

「毒も入っていないようだしな」

「――！」

　はっとして暁月の方を振り向くのは沙霧である。

　だが詩織は苦笑を浮かべるだけだ。暁月の立場からすれば、毒入りを警戒するのは当然の事である。だからこそ詩織は同じ鍋からすくった中身を、先に口を付けて見せた。

「先にも言ったけれど」

　暁月と、そして少し遅れて沙霧が椀に手を付けるのを見届けてから、詩織は続けた。

「私達としては本来の任務がある訳だけど、君の事を放ってもおけないのよ。ここの藩主――福嶋様にお任せするのにも多少、不安があるしね」

「…………事情といったな」

　暁月は椀に視線を注いだまま、無愛想な口調で言った。

「天部がわざわざこの地に、神隠しなどを調べに来ているのは不自然だが。何か事情があると？」

「あー……まあ、その」

　暁月の問いに――詩織は苦笑を深めた。

「ちょっと、やらかしてね」

「やらかした？」

　意外な答えだったのか、暁月が椀から顔を上げて詩織を見つめる。

「年末に開かれる宴席でちょっと、酔って」

「……江渡城の？」

「ええ。で、ちょっとね、気が大きくなってね」

「ちょっと、なんだ」

「脱いじゃってさぁ」

「…………」

　暁月の体がわずかに傾いた。

　とんでもない告白に、思わずつんのめったのかもしれない。

「天部衆としての実績があったもんだから、まあ、お咎めはなかったんだけど」

　実の処、脱ぎきったところで、慌てた兵衛が停めてくれたから良かったようなものの。更に何か顰ひん蹙しゆくものの行動に出ていれば――例えば居並ぶ徳河家臣団の誰かに抱き付くとか――切腹でも申しつけられていたかもしれない。

「とりあえず、田舎で頭を冷やしてこいと？」

「……まあ、そんな感じ」

　軽薄に笑ってみせる詩織。

「勿論、それだけじゃなくて、武家の子女も行方不明になったって事で、神隠しの件も、無視はできなくなった訳だけどね。とにかく、私達はその件について調べにきた」

　詩織は――箸で暁月を指した。

「で――そこにご禁制の機将持ちの、しかも鬼が現れた」

「…………」

「無関係かどうかはっきりするまでは、放置できない――と、そんなところよ」

　そこまで言って、詩織は椀の中の汁を啜る。

　暁月はしばらく呆れたようにその様子を眺めていたが……

「俺は無関係だ。少なくとも人を攫う趣味もなければそんな生業もしていない」

「証拠は？」

「悪魔の証明だろう、それは」

「あくまのしょうめい？　なに？」

「あ……いや？」

　ふと怪け訝げんそうな表情を浮かべる暁月。

　ただ口を突いて出ただけで、自分でも何を言ったのかよく分からない――といった風情である。彼はしばらく、思案の表情を浮かべていたが、やや自信のなさげな様子でこう付け加えてきた。

「『ある事』を証するのは実の例を出せば済むが、『ない事』を証するのは難しい――殆ほとんど無理って事だったか。たとえ今、目の前に『なく』ても、世界ただ一つのそれが、何ど処こかに、人に知られる事もないままに、『ある』かもしれないからな」

「ああ。なるほど」

　何となく詩織にも暁月の言いたいことは理解できた。

「つまり、君に、神隠しと無関係であるという証を出せと言うのは、無茶だと」

「どうしてもというなら、次の神隠しがあるまで、俺を見張るくらいしかないだろう」

「そうなるわね。まあではそれで」

　あっさりと詩織は言った。

　しかし……

「……俺はのんびりとあんたらに付き合っている暇はないんだ」

「何故？」

「…………」

　言葉に詰まる暁月。

　そこへ――詩織は畳み掛けるように言った。

「あの白い機関甲冑？」

「…………」

　暁月の無言は同じ。

　だがその表情が僅わずかに震えるのを詩織は見逃さなかった。

　これは……この若い鬼は、明らかに、あの白い機関甲冑の乗り手と因縁があるようだ。

「ま、どういう事情があれ、神隠しに関係なくとも、君を放っておくのは難しいけれど」

「何故だ」

「知ってるでしょ、鬼なら」

　詩織は、これも町民から差し入れられた一升徳どつく利りを手元に引っ張り寄せる。

　だが、これを手酌で杯につごうとした時点で――一升徳利を兵衛に取り上げられた。

　恨めしげに副官を睨むものの、『自分が何故今此こ処こにいるのか思い出してくださいませ』と言わんばかりの兵衛の表情に、詩織は溜息をつく。

「鬼。親という因を持たずに虚こ空くうより生まれ出る何か――人間の形をしてはいても、人間ではあり得ない怪物。その証に、鬼は人間よりも遙かに高い導術適性を持っている。元よりその存在そのものによって、因果の場が乱れているからよ」

「……で？」

　勿論、その程度の話は、暁月自身が知っているだろう。

　彼は表情を揺らす事もなく、先を促してきた。

「普通の人間にとって、貴方は怪物よ。勿論、真っ当な――人間に紛れて真っ当な生き方はできない」

「……かもな」

「その一方で、導術の才に秀でる上、基本的に家族親族のしがらみを持たない鬼は非常に貴重な人材として重用される場合もある。乱らつ破ぱのような使い方でだけどね。貴方さえ望むのであれば、それなりの禄ろくを用意する藩は多いでしょうよ。この――江羽の福嶋家とかね？　あるいは、朝廷」

　幕府の事を朝廷も快く思っていないのは間違いない。

　彼等は千年の昔、栄耀栄華を誇り、武家がまだ貴族の飼い犬でしかなかった時代に戻る事を求めている。戦国の世が終わり、再び権謀術数がはびこる世の中になった今こそ、彼等は手駒としての密偵だの間者だのを、喉のどから手が出る程に欲しがっているだろう。

「だがあんたはそれを好まない？」

「私がというより、幕府が、よ。一つの藩が独自に力を持ちすぎる事を、幕府は喜ばない。力を持ちすぎた藩が危険だと判断すれば、幕府は力を削り落とそうと考える」

「言いがかりのような難癖をつけて禄ろく高だかを削るなんてのは、よく聞く話だしな」

　皮肉含みの暁月の口調。

　だが、詩織は平然と頷いて続けた。

「そのせいで幕府と藩の間が緊張して、不要な火種を生じさせることにもつながりかねないのよ。一つだけ誤解して欲しくないのは、私達はいたずらに力を誇りたいわけではなく、もう戦国の混乱を二度と招きたくないだけ。そのため徳河の治世を揺るがせたくないというだけなのよ」

「物は言いようだな」

　暁月は薄笑いを浮かべて言った。

「支配者の御高説はいつも耳触りが良い――悪いが俺は何処に仕官するつもりもない」

「……何か目的が？」

　結局、話はそこに行き着く。

　だが――

「…………」

　そこで、やはり暁月は黙り込むだけだ。

「まあ、いいわ。じゃあ――こちら」

　と詩織が振り向いたのは――沙霧である。

「陽炎かぎろい、沙霧、だったかしらね。実の処、貴女もかなり正体不明なのだけど」

「…………」

「答えてくれないと、困るのだけどね」

　こちらは無愛想――というより、怯おびえて口をつぐんでいるかのような、あるいは戸惑って言葉にならないような、そんな印象である。

　沙霧は、やがてぼんやりと緩んだ表情で隣の暁月を見てから、眼を詩織に向ける。

「……拷問でもしますか……？」

　ふと思いついたような口調で彼女は言った。

　怯えている様子はない。だが『どうせできまい』とこちらを侮っている様子もない。

　全てにおいて無関心――そんな印象だ。

「いちいち護法獣と戦ってる程、暇じゃないわ。でも貴女を何処かの牢屋に閉じ込めて飢えさせるくらいはできるわね。差し迫った敵意や害意がない限り、護法獣ってのは出てこないんでしょう？」

「…………」

　沙霧は眼を瞬かせて詩織を見つめる。

　やはりその様子に、怯えは見えない。

　言動に齟そ齬ごはないが、何処か、人としての中身が壊れているとも見える。

　普通の人間でないのは明らかだったが――ではどんな生い立ちであれば、こんな風に育つのかと問われても、詩織には見当がつかない。

　恐らく、自分達が暁月を押さえた際、あの黒い機関甲冑に乗って動かしていたのはこの沙霧だろう――詩織はそう考えていた。機関甲冑は、機士か、さもなくば導術の『芯しん』になる人間が傍にいなければ、導術結界を展開できず――動く事すらできないからだ。

　だが、どうにも暁月の仲間、と断じるには奇妙な点がいくつかある。

　暁月は『俺の女だ』などと嘯うそぶいていたが……

「話してくれる気になったら、いつでも言って頂戴」

　詩織はそう告げると――とりあえず話を切り上げ、目の前の食事を愉しむ事にした。
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　水面に映る自分の顔を見つめる。

　食事が終わった後の――手洗い場。

　水を溜めた石造りの手ちよう水ず鉢ばちを前に、沙霧は短く溜息をついた。

「…………」

　沙霧は自分の顔が嫌いだった。

　父方の祖母によく似ていると、幼い頃から言われてきた。それは正統なる血を継ぐ者の証であると言い聞かされ、いずれは自分も何処かの武将に嫁いで、お家の為の礎いしずえとなるのだと……父や、祖母から繰り返し教え込まれてきた。

　そしてそれを、沙霧自身が疑ってもいなかった。

　全てが焼け落ちた――六年前のあの日までは。

　乳う母ばは、燃えさかる城から沙霧を逃がし、養母の所に辿たどり着ついて――そこで力尽きた。




『どうか、どうかその尊き御血筋を、絶やさぬよう――』




　それが乳母の辞世の言葉となった。

　しかし……

「……勘弁して……もう、沢山……」

　顔を覆って呻うめく沙霧。

　彼女の脳のう裏りを過よぎるのは、血塗れの乳母の顔であり、怒りに歪ゆがむ祖母の顔であり、冷徹に理ことわりを説く父の顔であった。

　沙霧の中にはそんなものばかりが詰まっていた。

　それ以外のものなど何もなかった。

「私はもう……」

　するりと服の袖が滑って、両手に刻まれた護法獣の入れ墨が露あらわになる。

　全てを忘れたい。でも忘れられない。

　何も決められず。何も望めず。

　全てが過去に葬られた今も、生き死にすら――自由にならない。

　自分は一体、何の為に生まれてきたのか。

　父に可愛がられた記憶すらなくて。祖母はただ怖いばかりで。

　今は亡き彼等の為に何かをしたいなどとも思えなくて。

　なのに――未だに己の中に流れる血が、自分を解き放ってくれない。恩讐が彼女をがんじがらめにしている。そんなもの、もう、何の意味もないはずなのに。

「私は……」

　発作のように襲い来る追憶の重みに、沙霧はその場にしゃがみ込み、呻いた。
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　兵衛が天幕の中に入ると――詩織は先日と同様に、行あん燈どんの光で書簡を読んでいた。

「それは？」

「ん――先程、届いたのだけれど。海運記録」

　と詩織は書簡に眼を向けたまま言った。

「……あの、沈められた船の？」

　兵衛は先程の飯時、詩織から取り上げた徳利の栓を抜くと、中身を湯飲みに注いだ。

　詩織の方にこれを差し出すと、彼女はやはり書簡を読みながら、手だけを動かしてこれを受け取る。

「それ以外も含めて、ここ最近のものを一通り」

「何か気になる事が？」

「神隠しが奴隷売買の類なら、海外の奴隷商人が嚙んでる可能性が高いし――ね」

「ふむ……」

　自分の湯飲みにも酒を注ぎながら兵衛は唸る。

「詩織様はあの鬼と、護法獣憑きの娘は関係がないと？」

「それは分からないけれど、やっぱり今回のこの神隠し、全て同じ『犯人』だとして……一人や二人でどうにかなるようなものでもないでしょう。そもそもさらったとして、その人達をどうするのか。殺すのか、売るのか、あるいはもっと別の何かか。あの二人がもし関わっていたとしても、あの二人だけじゃないはずなのよ」

「……確かに」

　詩織の慧けい眼がんに大きく頷く兵衛。

「海運と言えば、昔は海が荒れた時の為に、生いけ贄にえを乗せている船もあったと聞きます」

「ああ。そんな話は私も聞いた覚えがあるわね。わざわざその為の専門の奴隷商人までいたとか……」

　そこでふと詩織は顔をしかめる。

「まあ機関将乗りの私達が、偉そうに言えた事ではないのかもしれないのだけれど」

「それは……」

　兵衛も表情を強張らせて言葉に詰まる。

　詩織の〈昇しよう星せい〉にせよ、兵衛の〈月げつ輪りん〉にせよ、職神は元々人間だった――というか人間の霊魂を導術で機体に『括くくって』使っている。職神は志願者を募る場合もあったようだが、一時期、できるだけ多くの上級機関甲冑の数を揃える事がそのまま戦の趨すう勢せいを決定すると信じられていた事もあり、奴隷商人から買った奴隷を殺し、職神として使うなどという場合もあったらしい。

「そもそも何の為に――それが問題だと思うのよね」

　湯飲みの酒をチビリチビリと舐なめながら詩織は言った。
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　暁月と沙霧は、機関獣車の貨物部で寝る事になった。

　これは詩織達の温情、というより単に――出入り口さえ見張っておけば、下手な牢屋に閉じ込めるよりも余程確実に暁月達を拘束しておけるからであるようだ。

「…………」

　暁月は一方の壁に背中を預け、座る形で眼を閉じている。

　沙霧はその少し離れた場所で、同じく壁にもたれかかって座っている。起きているのか寝ているのかは、俯うつむいている為によく分からない。

　そして――

「――暁月様」

　ふわりと琴こと音ねが暁月の目の前に姿を顕す。

「なんだ？」

　片眼を開けてこれに応じる暁月。

「外には不寝番の機関甲冑もいるようですが……突破は可能と考えます。如何いかがいたしましょうか？」

「…………いや」

　暁月は首を振る。

「少し神隠しの一件が気になる」

「神隠しですか？」

「九十九衆の姿を見掛けた土地で、不自然な出来事……連中の暗躍の結果かもしれん。正直、連中が何を考えているのかは、よく分からないしな」

　暁月が知る限り、九十九衆とは権力を握る為に暗躍している訳ではないらしい。

　時に権力者と接触をする事はあるようだが、そこから表舞台に出ようとする動きがまるでないのである。むしろ隻ヶ原や大阪夏の陣などでは、対立する勢力の双方に接触していた痕こん跡せきもある。

　では――一体、九十九衆の目的は何なのか。

　分からないままに、暁月は彼等を追っている。

　見つけ出して皆殺しにする為に。

　だが……

「少なくとも九十九衆がこの地に来ているのは間違いないんだ。神隠し騒ぎに絡んでいてもおかしくはない。粘ってみる価値はあるだろう」

「――暁月」

　ふと――琴音の口調が変わる。

　それまでは主君に対する臣下のような、礼儀の型に自らを塡はめ、一定の距離を置いての話し方であったのに対して……ひどく身近な者に話し掛けるようなそれに。

「……なんだ」

　ジロリと両眼を開いて暁月は琴音を睨む。

「私は、もう死んで――」

「黙れ」

　琴音の言葉を切り落とすように暁月は言った。

「……お前はただの影だ。俺の脳を使って導術が再現した幻影だ。琴音そのものじゃない。職神が人間の心を代弁するな」

　言葉面はともかく、静かな口調だ。

　だが、それだけに内に秘めた憤怒の激しさは、余人の想像を絶する。声を嗄からしての怒号よりも、ほんのわずかな声の揺らぎが、何倍も強い激情を示していた。

「暁月……」

　哀しげに眼を伏せる琴音。

　彼女はやがて、普段の口調に戻すと、恭しく頭を下げた。

「申し訳ありません。出過ぎた事を言いました」

「――それとな」

　暁月は付け加えるように言った。

　その声に――怒りの揺らぎは既にない。

「琴音。お前は勘違いをしている」

「勘違いですか？」

「俺は――……」

　そこでふと暁月は言葉を切って傍らを振り返った。

　沙霧が、顔を上げて自分の方を見ているのに気付いたからだ。

「……あ」

　沙霧が眼を瞬かせる。

「邪魔……でしたか？」

「いや、別に」

　暁月は溜息をついて首を振る。

「それより、お前に聞きたい事があった。九十九衆の話とは別にな」

「…………」

　沙霧はわずかに首を傾げる。

「昼間、目の前で機関甲冑が暴れていた時も、そもそも最初に会った時も、逃げもせず、怯えもせず、その場にいたな、お前は」

「そう……ですね」

　言われて初めて気がついたかのように、若干の間をおいて頷く沙霧。

「随分と肝が据わってるな。それとも馬鹿なのか？」

　機関甲冑は手足を振り回すだけでも、充分に凶器として人を殺あやめ得る。

　戦場ですら、いざ戦うとなれば、歩兵はその動きに巻き込まれ、踏み潰されたりしないようにと距離をとる。そして、そうした機関甲冑の恐ろしさ――危なさは、既に武士でない者達にもよく知られているし、何より現物を見れば一目瞭然だ。

　なのに、沙霧は身を引こうともしなかった。

「いや――」

　暁月は眼を細める。

「それとも死が怖くないのか」

「死を恐れない者を愚か者というのなら……確かに私はそうなのでしょう」

　沙霧は淡々とした口調で言った。

「生きてる意味なんて元々ないから……でも自分からは死ねない……」

「あの護法獣か」

「ええ。生の呪い。死なせてもらえない」

　言葉とは裏腹に、沙霧の表情は緩い。

　ひどく疲れ切った――喜怒哀楽を浮かべる事にすら倦うんだ、そんな顔だった。

「自殺しようとしても、白亜と紅蓮は反応してこれを止めてしまうから……かといって餓が死しや病死を選べるような、気迫もないんです……」

　餓死や病死は長々と苦痛が続く。

　それに耐えて、緩慢に近付いてくる死に向かい続けるのは、一瞬の死を選ぶよりも遙かに気力を要するだろう。

「鬼の導術ならば、この呪いを打ち破る事ができるのではないですか……？」

「それが、逃げない理由か」

　縋るような沙霧の眼に、暁月は吐き捨てるように言った。

「死にたいのか、お前は」

「…………」

　沙霧は肯定も否定もしない。

　だが――

「贅ぜい沢たくな話だな」

　皮肉げな笑みを示して暁月は言った。

「生きたい、死にたくない、といいながら死んでいく人間が、多分、今この瞬間に世界の何処かにいるだろう。その一方でお前は、その何処かの誰かが、死ぬ程に望んだそれを、投げだそうと？」

「生き方が……分からないんです」

　ぽつりと沙霧は言った。

「何の為に生まれて何の為に死ぬのか――それが分からなくなったんです。いえ。分かっていた時なんて最初からなくて。どうして良いのかわからないんです。自分がどうしたいのかすらよく分からないんです。ただ、このまま、明日の朝、眼が覚めなければ楽になれるんじゃないか……そう思って眠る事が多いです……」

　それは、あるいは心の死なのかもしれない。

　生きる事を止めるのが死なのだとすれば、既に、自らそれを放棄して久しい沙霧の心は、とっくに死んでいるのかもしれなかった。

「何一つ決めてこなかった。自分の事も、その他の事も、何一つ決める事を許して貰えなかった。だから何をして良いのかも、分からないんです……」












「…………」

　暁月はしばらく無言で沙霧を見つめていたが。

「だから死ぬ事すら他人任せか」

「そう、かも」

　暁月の嘲あざけるような物言いに、しかし素直に沙霧は頷いた。

「いえ……ごめんなさい。それもよく……わかりません」

「…………」

　暁月は溜息をついた。

　この娘に比べれば、思い余って身投げをする人間の方がまだ『前向き』だ。

　まだ十代半ばという若さで、絶望する事にすら疲れ果てた、老婆の如き娘。

　しかし……

「最悪の阿あ呆ほうだな。お前は」

　暁月は言って――もう話は終わりだとでも言うかのように、憤然と眼を閉じた。
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　ズシャリズシャリと、ざらつく音を立てながら鋼鉄の足が砂を嚙む。

　波打ち際の湿った砂を踏みしめながら、異形の巨影が悠然と上陸を果たしていた。

　機関甲冑である。それも三体。

　ただし夜陰に紛れるように、その全身には黒い布が巻き付けられており、展開している導術結界も、音を消す事を第一に作用している。闇が辺りを支配している砂浜には、既に漁民の姿もなく、波にさらわれぬよう、陸揚げされた小舟が幾つか転がっているだけだ。機関甲冑の上陸を見つけて驚く者は、いない。

　代わりに――

「…………」

　しばらく進むと――三体の機関甲冑は、立ち止まる。

　小舟の陰から湧き出るように、二つの人影が姿を現し、機関甲冑に相対した。

「…………」

　人影は龕がん燈どうを――乱破がしばしば使う携帯用の灯火だ――掲げて自分達の顔を照らしながら、頷いて見せた。

　既に大筋については、了解済みなのだろう。

　二つの人影が砂を蹴って走り出すと、その後を追い、足音を殺し、闇と闇の間を縫うようにしながら――三体の機関甲冑は歩き出した。
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　横になって、天井を見上げる。

　沙霧のいる機関獣車貨物部のそれは、通常のものと異なり、屋根が左右に開くような造りになっている。勿論これは、機関甲冑〈紅こう月げつ〉を出し入れする為の仕掛けなのだろう。天井が開かなければ、いちいち後ろの扉を開いて横になったまま、後ろ向きに這い出ねばならない訳で――これは無様な上に、動きも鈍る。

　硬く冷たい鋼鉄の板と、それを支える梁はり――いやこの場合は屋台骨と言うべきか――を見ていると、自分はどうしてこんな所でこんな事をしているのか、という疑問が脳裏を過る。

　もっとも、では何処で何をしていれば疑問を感じずに済むか……？　と問われれば、沙霧にもよく分からない。

　自分は一体何者で。

　自分はどうあるのが当然なのか。

　その事を――今更のように考えてみても、どうにもならない事はよく分かっていた。

　しかし……

「…………」

　眠れぬままに、しばしの時が過ぎる。

　ふと見れば暁月は、既に沙霧と少し離れた所で眠っていた。

　沙霧が起き上がっても、彼は僅わずかに身じろぎをしただけで、特に何か言ってくる様子はない。本当に眠っているのか。あるいは眠っているふりをしているだけか。沙霧には分からないのだが……

「……少し顔を洗ってきます」

　そう告げて、沙霧は機獣車を降りた。

「――む？」

　機獣車の傍には、詩織の部下である武士が一人、腕を組み、立っていた。

　言うまでもなく見張り番――沙霧が、というより、暁月が逃亡したり暴れたりしないかを見張っているのだろう。

「どうにも眠れないので、顔を洗いに」

　沙霧はそう言うと、広場の端まで歩き、隣接して建てられた小屋の裏側、手水鉢の置いてある辺りへと回り込む。当然ながら武士は沙霧の後をついてきた。暁月の方の見張りは恐らく、機獣車の傍に立っている機関甲冑が担っているのだろう。

「…………」

　沙霧は溜息をつきながら、手水鉢の前に屈み込む。

　水面に映る――顔。

　飽きる程に見慣れた、大嫌いな自分の顔。

　それが……ふと乱れた。

「……!?」

　幾重にも刻まれる波紋。

　足元から這い上がる――微かな、微かな、揺れ。

　それは……

「――！」

　振り返った沙霧の視線の先で、福嶋邸の一部が火を噴いた。




　　　　　●




　爆音は機関獣車の中にも届いていた。

「――なんだ!?」

　咄とつ嗟さに身を起こし、刀を摑む暁月。

　彼の傍にフワリと姿を現しながら、琴音が告げてきた。

「権けん水すい弾だんの着弾を確認。更に南西に機関甲冑の駆動音、二体です」

「昼間の続きか？」

　咄嗟に暁月の脳裏を過ったのは、昼間に暴れていた機関甲冑の事だ。

　あの機関甲冑の機士は明らかに壊れていたので、福嶋家が藩主として捕まえ、処断する為に、奉行所の牢に押し込んでいるはずだ。機関甲冑も調べる為に、権水循環器を外して奉行所の方に運ばれているはずである。

「いや……」

　咄嗟に疑ったのは、仲間の存在だが……あの機士が、誰かと組んで何かを企めるような状態だったとは思えない。

　だとすれば、これは別口か。

　ならば……今度こそ九十九衆か？

　暁月は〈紅月〉の背中に駆け上りながら言った。

「出るぞ！」

「――御意」
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「何事!?」

　爆音を耳にして愕然と飛び起きていたのは、詩織も同じであった。

　彼女は野営用の簡易寝具を跳ね飛ばし、天幕をめくって外に飛び出る。

　そして――

「おのれくせ者ッ!?」

　詩織の部下の機関甲冑が、槍を構える後ろ姿が見えた。

　周囲には二つ三つ、恐らくは権水弾が着弾したと覚しき地の抉えぐれ跡あとが見え、その周囲には炎が幾つか噴き上がっているのも見える。間違いない。機関甲冑の襲撃だ。歩兵用の権水弾というものもあるにはあるが、扱いが難しいので滅多に見掛けない。

「我等を天部衆の九、朽葉様の隊と知っての狼ろう藉ぜき――」

　詩織の部下は最後まで言葉を発する事ができなかった。

　その背中が爆はぜるように割れて――血と権水が、そして、機士と巨大な刀の切っ先が飛び出たからだ。炎越しに突き出された長刀の突きが、中の機士ごと串刺しにしたのである。

「是これ清きよ!?」

　刀が引かれ――臓物のようにずるりと機関甲冑の背中から滑り落ちる部下。

　更に詩織がその向こう側を見遣ると、もう一人の部下の機関甲冑は、既に斬られ倒れた後だと分かった。先の爆音が響いた時点でもう、この狼藉者達は刀を抜いて斬りかかっていたのだろう。

　詩織の部下は天部衆の直下に恥ずかしくない、それなりに武に長じた者達であったが、やはり不意をつかれれば、弱い。兵衛を除けば殆どの者が、詩織と同じ年頃で――奇襲夜襲が当然の戦場ではなく、互いに向かい合って正々堂々と打ち合うような、道場での経験しかない者ばかりだからだ。

「くっ――」

　昼間の、壊れた機士が操る機関甲冑とは、訳が違う。

　夜陰に乗じて近付き、権水弾を最初に撃ち込んでの攪かく乱らん、慌てる相手に向けて炎越しに突きを放つ――卑怯上等、卑劣上等の戦場においては当然の戦術であり、つまりは、それを考えて行うだけの理知が、相手に備わっているという事だ。

　このままでは皆殺しにされる。

　何とか自分の機関甲冑に乗り込んで、これを迎え撃たねばならない。

　だが――

「――！」

　一体の機関甲冑が、詩織に気付いたようで、刀を掲げて近付いてくる。

　まずい。とても〈昇星〉に乗り込んで、起動している余裕はない。

　豪腕が空を抉る勢いで振り上げられ、それが頂点に達し――雪崩なだれ落おちるような斬撃が詩織の頭上へと放たれる。相手が生身である事など一顧だにもせぬ、情け容赦ない致命の一撃。

　無駄と知りつつも、詩織は刀を抜き放って掲げ――




　――鋼の異音。




「……！」

　斬撃は、詩織の刀ではなく、突如として脇から差し出された別の――巨大な、機関甲冑用の長刀によって受け止められていた。

「胡堂ッ!?」

　愕然と叫ぶ詩織。

　彼女の視線の先で――機獣車の中から悠然と、黒い機関甲冑が立ち上がった。
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　上級機関甲冑〈紅月〉――緊急戦闘起動。

　二基備わっている権水循環器を全力運転。

　導術結界を戦闘用に設定、高速展開――因果干渉項目設定は六。

　権水循環、機体制御、水晶眼制御、攻撃制御、防御制御、そして高速起動制御。

　局所的な因果律干渉により、鋼鉄の擬人機関が、仮初めの命を吹き込まれる。

　暁月は自分の感覚が琴音を介して〈紅月〉に繋がっていくのを感じた。

「〈紅月〉戦闘起動――完了しました」

　琴音の声が脳裏に響く。

　普段よりも起動にわずかながら時間を食ったのは、先ず初期展開したばかりの導術結界に、特定単一武技の処理をさせた――具体的には咄嗟に、詩織の前に刀を居合抜きして差し出す行動を、完全に起動するよりも優先した――からだ。

「くそっ……」

　余計な事をした。

　つくづく自分の迂う闊かつさを――いや、甘さを呪いながら、暁月は剣を引く。続く動作で機関獣車から降りながら、改めて襲撃してきた機関甲冑と彼は相対した。

　咄嗟に詩織を庇かばってしまったが……起動を優先した方が、確実に、より早く敵を制圧できたはずである。

　数は二機。

　いずれも灰色の塗装を施された中級機関甲冑だ。

「――貴様等」

　暁月は水晶眼を介して、灰色の機関甲冑を見据えながら言った。

「九十九衆か!?　答えろ！」












「…………」

　灰色の機関甲冑、どちらからも返事は返っては来ない。

　代わりに二機は、揃って刀を手に身構え――しかし、斬りかかってこない。

「来ないならこちらから――」

　次の瞬間、灰色の機関甲冑は、背中に負っていた発射筒から権水弾を撃ち出していた。

　勿論、これで直接に〈紅月〉を狙うような真似はしない。それらは〈紅月〉の周囲に着弾して衝撃と閃光をまき散らした。

「――！」

〈紅月〉の水晶眼が真っ白に染まる。

　水晶眼は光と同時に音も視る。正確には大気の中を伝わる音波を視る事で、正確に音源の方向を特定する事ができる。機士がその気になれば、音波の中から特定のものだけを選んで『視る』事もできるのだ。

　だが、それだけに水晶眼は繊細である。

　瞬間的に、限度を超える光と音を叩き付けられれば、麻ま痺ひし易い。

「ちっ――」

　舌打ちする暁月。

「水晶眼を再起動します」

　琴音がそう告げてくるものの、しばらくは自分の肉眼に頼らざるを得ない。装甲の隙間から外を見て戦うのは、恐ろしく難儀な作業だ。元々水晶眼を持たない中級機関甲冑は、機士が外を見やすいような、鏡や拡硝子レンズを用いた仕掛けを組み込んである事も多いが――上級機関甲冑は、それよりも装甲の面を増やす事を優先しているからだ。

　それに――肉眼でも、既に敵を視るのは困難になっている。

〈紅月〉の周囲には、何本もの炎の柱が眩まばゆい光を放ちながら噴き上がっており、熱せられた大気が轟々と唸りを上げている。このせいで耳も頼れない状態なのだ。

「……戦い慣れしている、か」

　暁月は唸るように呟いた。

　阿あ芸き藩の機士達とは異なる。彼等は上級と中級の区別もついていなかったようだし、だからこそ不用意にこちらに攻撃を仕掛けてきた。だが、この灰色の機関甲冑に乗っている連中は、最初から格上の機関将を相手にすると覚悟した上で、卑怯上等の戦い方を決めて、その準備をしてきているのだ。正面から斬りかかるなど愚の骨頂。先ず相手の目を奪い――脚を止める。将を射んとするなら、先ずその脚たる馬を射る。これは、本物の合戦を知っている者のやり方だった。

　機関甲冑は――というより導術防御は、予想外の方向と瞬間に繰り出される攻撃には、存外、脆もろい。この点は、導術結界の出力で優る上級機関甲冑でも、中級機関甲冑と大差はない。岩を断ち、鋼を斬る、導術込みの斬撃を受け止め、流すには、それを成そうとする機士の意思が必要なのだ。

　つまりこの点においては、機体の性能差は問題にならない。

　ならば――

「――ッ！」

　狙うのは、武芸において最も守り難いと言われる――背後頭上。

　そう読んだ暁月は、踵を返して反転、刀を頭上に掲げる。

　半ば勘頼りであったが、読みは的中――振り下ろされた斬撃を、〈紅月〉の剣はしっかりと受け止めていた。

　轟音と共に、因果摩擦の光が幾重にも広がる。

　同時に、水晶眼が再起動――暁月の眼が〈紅月〉のそれに再び接続され、一気に視界が広がる。

「ぬうううううああああああッ！」

　暁月は怒号を逬らせながら受け止めた刀に――一転して切断の意思を込める。

　導術結界が防御支援から攻撃支援に一瞬で切り替わり、改めて光の波紋が生まれる。斬り付けてきた方の刀に、ただ受け止めただけのはずである〈紅月〉の刀の刃が食い込んだのは、次の瞬間であった。

　導術結界の出力差が、現実に引き込む事象を書き換える。

　甲高い音を立てて相手の刀が折れた。

　負荷が急激に消滅し、〈紅月〉の一刀は跳ね上がる。これを強引に引き戻しつつ、斜め上から斬り降ろす斬撃に切り替え――灰色の機関甲冑は後方に退きながらこれをかわそうとするが、かわしきれない。

　胸の装甲を大きく切り裂かれ、その際の衝撃と、機体の剛性変化によって、灰色の機関甲冑はよろめいた。

　好機。

　そう考え畳み掛けるのが普通だろう。

　だからこそ――

「――ッ！」

　暁月は敢えて深追いせずに横に跳ぶ。

　炎を突き破り、左方向からもう一機が切りかかってきたのは、次の瞬間だった。

「小賢しいッ！」

　先の一機は明らかに囮おとり。本命はこちら。二機いるならば同時に仕掛けるよりも、片方が相手の隙を誘う方が確実だ。

　二機目の斬撃が空を切る。

　暁月は着地すると同時に更に跳躍――体勢の崩れた二機目に斬りかかる。

　だが二機目もこれは予想していたか、むしろ前に出て頭上から振り下ろされる〈紅月〉の斬撃をかわしていた。

　同時に旋回する二体の機関甲冑。

　回転の勢いを乗せて打ち合う刃と刃。

　またその瞬間を狙うかのように――先の一機目が、刀を突きの形に構えて突っ込んでくるのが、水晶眼の広い視界にははっきりと映っていた。

「小賢しいと――言っているッ！」

　暁月は一機目の一撃を刀で弾くと同時に、左肩に――意識を集中。

『斬撃が装甲の上で滑る』結果を思い描き、導術結界の因果干渉により強制的にこれを顕現。導術結界の中で相手の刃は揺れて鋭利さを失い、〈紅月〉の肩部装甲の表面を擦って抜けるに留まった。

　機関甲冑の戦いは、一見すると、人間の斬り合いと変わらないように見える。

　だがその実、それは導術剣法の拡大であり、極論すれば無造作に見える一撃一撃が、高度な導術による可能性の制御に他ならない。機体と機士を媒介する際、より親和性の高い職神がいれば、その出せる力はより高くなる。

　つまり――

「答えろ！　貴様等は九十九衆か!?　違うならば俺に戦う謂いわれはない！　九十九衆なら――身命を賭として滅ぼすのみだ！」

　吠えるようにして問いながら暁月は斬撃を繰り出す。

　当然、相手の導術結界が、先の〈紅月〉と同様にこれを弾はじこうとする。だが、〈紅月〉の導術結界の処理容量は相手のものよりも大きい。

　更に――

「琴音！」

「御意」

　咄嗟に琴音が導術結界の容量割り当てを調整、〈紅月〉の斬撃は瞬間的にその威力を倍増させ――結果、剣が途中から加速。相手の導術結界に食い込み、因果摩擦の光を放ちながら〈紅月〉の刀は相手の装甲に斬り付ける。




　ギオンッ!!




　鋼の悲鳴と共に〈紅月〉は剣を振り抜き、相手の機関甲冑は、肩から腕を丸ごと切り落とされていた。断面では胸部から頭部にかけて乗っていた機士が露出し、循環用の管からは赤い権水が噴き出す。

　人間で言えば致命傷だ。

「――ッ！」

　だがその結果に勝ち誇るでもなく、暁月は即座に機体を反転させる。

　回り込んでいたもう一機が、横薙ぎの斬撃を繰り出してきたからだ。

　旋回しつつ迎え撃つ〈紅月〉の刀。

　斬撃と斬撃――刃の上に載せた導術と導術がぶつかり合い、局所的、瞬間的な因果の摩擦が発生。複雑に入り乱れた閃光と轟音が、辺りにまき散らされた。

「――ッ！」

　声にならない叫びを喉の奥から逬らせながら、暁月は斬撃を押し込んでいく。

　殺す。壊す。

　もしこの相手が、九十九衆であるならば。

　そして否定しない以上は、手加減を思い出す必要はない。少なくとも暁月はそう考えていた。世間知らずの『鬼』が一匹、この広い世界から仇きゆう敵てきを捜し出そうとすれば、綺麗事ばかりを言ってはいられない。疑わしきは滅ぼす。そうして暁月はようやく九十九衆の尻尾を摑んだ。

「……ひっ!?」

〈紅月〉の――つまりは暁月の強烈な導術結界に怖れをなしたのか、相手の鋭い悲鳴が装甲の隙間から漏れる。次の瞬間、急速に効力の下がった相手の導術結界を押し破り、〈紅月〉の刀は、機体の左腰から股間にかけてを、斜めに斬り降ろしていた。

　横倒しになる灰色の機関甲冑。

　切断面から権水が血のように噴き出るのは、やはり今まで暁月が斬った事のある、他の機関甲冑と同様だった。

　しかし……
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　鋼が鋼に引き裂かれる悲鳴が響き渡る。

　騒然たる空気に包まれる、福嶋邸脇の広場。

　あちらこちらで先の権水弾によりついた火が、炎となって噴き上がり、武士達や館の使用人達が右往左往している。誰もが――沙霧と同じように、目の前で広がる騒動に眼を奪われていて、他人の事など気にもしていなかった。

　だから……

「――姫様」

　そう声を掛けられた時。

「――!?」

　愕然と振り返る沙霧の姿に気付いた者も、また、いない。

　彼女の背後から近づき、声を掛けた本人達以外には。

「ご同行を」

「貴方達は……！」

　沙霧はそれが先日、声を掛けてきた二人だと気付いた。

　まるで怪物に出会ったかの如く――暁月が鬼と知ってすら、殊こと更さらには怯む様子もなかった沙霧が、今は、誰の目にも分かるくらいにはっきりと、怯えていた。

「やめて、やめて、こないで――」

「そうは参りません。是が非でもご一緒いただきます」

　そう言って男達は、それぞれ手を伸ばしてくる。

　沙霧を無理矢理にでも連れていこうというのだろう。男達の声には聞き分けのない沙霧に対して、若干の苛立ちが滲んでいた。つまりは敵意や害意にも繋がる感情が。

　当然――

「――む」

　唸る男達の前に現れる――護法獣、紅蓮と白亜。

　導術によって創り上げられた仮想の猛獣は、その狐面の真ん中から、裂け目のような顎を開いて男達に襲い掛かる。姿は幻影でも、その牙は現実に肉を裂き骨を砕く。その猛威は既に、沙霧が何度も繰り返し観てきた通りだ。

　しかし……

「…………」

　男達の一方が、懐から取り出した懐剣を抜いた。

　剣身にくっきりと刻まれた、五三桐の桐花紋。

　かつて豊聡秀吉が朝廷より賜たまわり、家紋として用いてきたものだ。

　更にこの懐剣には、まるで血管のような、木の枝のような、複雑に枝分かれする導術回路が刻み込まれている。

　それは……一瞬、光を放ったかと思うと、襲い掛かった護法獣を吸い込んだ。

「……！」

　驚く沙霧。

　後には、何も残らない。

　無力な娘一人以外には。

　そして男達は頷き合うと――改めて沙霧に迫ってきた。

「やめて……」

　喘あえぐように懇こん願がんする沙霧の腹に、男の片方が拳こぶしをめり込ませたのは次の瞬間である。

「姫様、御無礼お許しを」

「火急の場にて」

　男達はそう言うと――崩れる沙霧の体を担ぎ上げた。
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　倒した二機の機関甲冑を見下ろしながら――暁月は、冷厳な口調で問うた。

「何が狙いだ？」

　元より注意深く体幹部への斬撃を避けたのは、中の機士を生かしておいて、諸々の事情を吐かせる為だ。九十九衆であれば殺す事に躊ちゆう躇ちよなどないが、相手は一人ではない。できれば芋づる式に引きずり出して皆殺しにする――それが暁月の考えだった。

「…………」

　だが相手は、二人共に答える様子がない。

（……まずいな）

　暁月は――〈紅月〉の水晶眼は、上級機関甲冑の起動音を捉えていた。

　恐らくは詩織と兵衛の機関甲冑だろう。遅まきながら二人も機関甲冑を持ち出してきたのだ。実際に戦う前に、暁月が二機とも倒してしまったが。

（天部衆が傍にいると、何かと面倒だ）

　何かと横やりを入れてくる怖れがある。

「俺は手段を選ばない」

　そう言って暁月は〈紅月〉の手で、肩を切り裂いた方の機関甲冑から、機士を引きずり出すべくその体を摑む。必要なら腕を折り、あるいは引き千切ってでも、必要な事を吐かせるつもりだった。

　その時――

「機関甲冑の駆動音、三体目です！」

　琴音が叫ぶように言った。

「なに!?」

　振り返る暁月。

　確かに水晶眼に映る『音』の波に注視すると、詩織、兵衛の上級機関甲冑の他に、中級機関甲冑の駆動音が――微かすかに認められる。

　咄嗟に暁月が意識して視界を切り替えると、音の波紋が薄くなって消え、普通の光景が水晶眼に映り込んできた。

　近くの雑木林を、木々を押し分けるようにして遠ざかっていく、機関甲冑の姿。

　その肩に担かつがれているのは――

「――沙霧!?」

　あの護法獣憑きの娘だ。

「あいつが狙いか!?」

　暁月は〈紅月〉の手で摑んだ機士にそう問うが、やはり相手は答えない。

　代わりに――

「導術結界、急速暴走中――」

「――!?」

　愕然と振り返る暁月、その視線の先で、瀕死の態を示してがくがくと痙けい攣れんしているのは、左足を切り落とされた方の機関甲冑である。

　機関甲冑二体がまき散らした権水で、辺りは真っ赤に染まっている。

　そして――

「防御導術――」

「御意！」

　暁月と琴音の声が被り、更にそこへ――轟音が覆い被さった。

　機関甲冑が自爆したのである。

　閃光と衝撃。

　それらがまず、辺りを圧して広がった。

　続けて轟々と風が荒れ狂い、砂塵を舞い上げて煙となす。先の権水弾のそれとは比較にならない程の光と音であった。機関甲冑の中に残っていた全ての権水が、その力を解放したのであろう。権水弾のそれと比べても、単純に量が桁違いだった。

「ぐっ――」

　暁月は呻いた。

　再び――水晶眼が麻痺する。

　元より権水は導術結界に能よく反応する。導術結界の導きに従い、溜め込んだ天地万象の源たる『気』を自由自在に放出する、それが権水だ。逆に言えば、導術結界を暴走させれば、一瞬でその力を解放する事もできる。権水弾は元々そういう原理を応用した武器だ。

　しかし――

「自爆だと……何を考えているんだ、こいつらは？」

　間近での自爆に巻き込まれ、さすがの〈紅月〉も堪こらえきれず……その場に薙なぎ倒たおされていた。

　いや。正しくは導術結界の防御処理容量を超える威力を一度に叩き付けられた為、導術結界が一時的に飽和、機能を停止したために、姿勢制御ができなくなって自ら倒れたのだ。

「再起動中。機能、順次回復中――」

　一瞬消えていた琴音が、再び顕れ、そう告げてくる。

「琴音、沙霧はどうなった？」

　暁月が尋ねると、琴音はしばし、眼を閉じて――

「水晶眼の認識範囲の外です。少なくとも範囲内に沙霧様に該当する人物はいません」

「…………」

　暁月は、しばらく眉をひそめて琴音を見つめていたが――

「くそっ！」

　苛立たしげに、御者室の内壁を叩いた。
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　導術結界を展開――灰色の機関甲冑は、波を踏み潰すようにしてその足を進める。

　水上歩行の導術を使っている為、鋼の巨人は、水に沈む事もなく、足の裏を僅かに濡らすだけで平然と屹立していた。

　一歩。二歩。三歩。

　小さな波紋を足跡として刻みながら、その巨体は凪いだ夜の海を、歩いて行く。

「…………」

　うっすらと眼を開く沙霧。

　意識が戻ったというよりも――ずっと混濁した状態で、感覚も麻痺し、身動きがとれないのだ。恐らくは腹を殴られた後、薬の類も嗅がされたのかも知れない。手足は縛られている訳でも枷を塡められている訳でもないが、逃げられるような状態ではなかった。

　鋼の巨人の肩に載せられて、ただ、その歩みに合わせて力なく揺れるのみだ。

「…………」

　頰を撫なでて行く潮風が、冷たい。

　連れて行かれる。

　まるで荷物のように、自分の意思など、一顧だにされず。

　だがそれは沙霧にとって、今までの人生で何度も繰り返されてきた事で。

　流されるままに、抗わず、抗うという事すら知らず、何かの望みを持つ事すらも許されず、まるで人形のような扱いである事の、自覚すらなく……

　だからこれは、驚くには値しない。

　だからこれは、むしろ当然の事で。

　ただ……

「……あか……つき……」

　慣れ親しんだ絶望の最中、何故か沙霧はあの、奇妙な鬼の若者の事を思い出していた。





つづく



















機き関かん兵へい




　霊力に反応して稼動する運動兵器の総称。

　厳密には三階級に分けられ、上級を機き関かん将しょう・中級を機関兵・下級を機き関かん獣じゅうと呼ぶ事も多い。

　機関兵の実態は、各部に可動構造を持つ鋼製の人形に過ぎない。機体の平衡や各可動部の管制を司るのは〈職しき神がみ〉と呼ばれる霊体である。各種の導どう術じゅつで霊体を拘束し〈職神〉として機体に憑つかせる事により、複雑な機体制御を行っている。

 〈職神〉として使われるのは、人型の機体を制御するのに最も適しているという意味で、本来は人間の霊体を使う。だがこれは霊体の確保という意味で、数を確保するのが難しく、基本的に一品物ワンオフである上級機関兵のみである。

　量産型の中級機関兵には、動物の霊体を核として儀式の積み重ねにより微細な調整を加えたり、同じく儀式の積み重ねによって微細な霊波を収束し形成する合成霊体〈付つく喪も神がみ〉を憑かせる事が多い。




　一般に人間の霊体を憑かせた上級機関兵は、高度な機能を発揮し、高い反応性を誇る他、機き士しが傍にいれば、〈職神〉のみでもある程度までの稼働が可能である。




　前述の通り上級機関兵は一体一体が全て手作りの高級品であり、同型機体はまず存在しない。生産性が低く高額で取り引きされる。しかも〈職神〉の個性が色濃く滲み出る事が多く、機体が機士を選ぶという事態すら生じ得るという。




　また上級機関兵は基本的に特定個人専用の機体であり、〈機士誓約〉を各上級機関兵と交わす事により操縦が可能となる。他の者は操る事ができない。機士を変更する場合、前機士による誓約解除命令を与えるのが常であるが、何らかの原因で機士が解除命令を出せない場合などは、機体を解体し、〈職神〉の初期化が必要になってくる。




　上級機関兵を操る場合に、必要に応じて機士の感覚は〈職神〉を介して機関兵の水すい晶しょう眼がんに同調する。この水晶眼の視覚は、可視光線を捉えて映像化する事も無論できるが、機能はそれだけに留まらず、霊視による四感（視覚・聴覚・触覚・嗅覚）の総合的・重層的映像化を行う事が可能である。




　低知能の動物霊の〈職神〉や収練度の低い〈付喪神〉を使用する機体は、下級に分類される。上級・中級の機関兵製作技術の副産物として生まれた機体で、便宜的に下級と呼び慣らわされているが、機関兵とは別の兵器として分類される事も多い。

　当然ながら導術で稼働する点については上級、中級の機関兵と変わらない。

　故に、傍に人間がいなければ機能しない事については、他の機関兵と同じであるが、必ずしも人型制御に適した霊体ではないので、動きは〈職神〉の基になった動物を模倣する事となり、〈付喪神〉の場合でも単調な動きを繰り返す事しかできない。

　当然、武器を扱う、あるいは臨機応変で戦術的な行動が可能な中級以上の人型機体とは互角に戦える筈もない。だが、城塞の警護や、物資の運搬程度の限定的な用途であれば充分な機能を発揮する為、中級機関兵以上に大量生産され、江え渡ど時代に入ってからは、それらが商人や豪農へ放出されている。更には製造施設の転用によって、最初から民生用の機関獣も生産され始めている。




　機関兵の動力源は、一定儀式によって魔力を充塡された香油〈権けん水すい〉である。

　言わば機関兵の血液とも言うべきもので、これを循環させる事により機体周囲に霊力に反応する結界を張り巡らせて稼動する。機体そのものに霊力が残留する傾向もある為、権水がなくても或る程度は動く事はできるが、霊力を大量消費するような、高速運動や浮遊といった機能は発揮できない。また〈職神〉に対する負担も大きく、〈権水〉なしの状態で長時間稼動した場合には〈職神〉の消滅――ひいては機関兵の〈死〉を招く事になりかねない。




　機関兵の武器は、基本的に刀や槍といった人間の武器を拡大したものが主である。無論、導術結界による一次防御と鋼装甲による二次防御は、通常の物理攻撃はおろか導術による攻撃にも高い耐久力を持つ。この為、機関兵同士の戦いは傍目には単純に見えるが、実際にはかなり高度な導術戦闘である。『破壊する』という行為の結果に干渉する霊力を〈職神〉を通して増幅・収束した上で刃等に展開して相手を切断するのである。




　上級機関兵や中級機関兵の一部は短時間ながら飛行や水上歩行が可能である。霊力浮遊を強化したもので、飛行の場合、あまり高くは上昇できないが地上の障害物にとらわれずに高速移動できる為に安定した機動が可能である。







導術／霊導術／魔導術




　術者の霊力により事象の因いん果がに干渉する技術。霊波による因果への干渉は、本来誰しもが大なり小なり備えている能力ではあるが、不安定で効果も薄い。これを体系化し安定した技術の形態にまで高めたものが霊導術である。

　霊導術はあくまで物事の因果の流れに干渉するに過ぎず、無から有を作り出すような真似はできない。霊導術による効果を及ぼすのは、あくまで自然の力であり、術者自身が直接的に某なにがしかの物理的な力を放出しているわけではない。基本的に、人間という存在が世界の事象の因果に及ぼす影響には限界があり、霊導術の効果がそれを超越する事はあり得ない。発火・浮遊といった程度の現象の具現化は可能だが、天候操作などといった大規模な効果を及ぼす事はできない。但し認識力の及ぶ限り、小規模な事象の操作は可能である。




　導術士と呼ばれる者達は、導術機関なしに、己の身一つで導術を扱える者を指す。

　逆に言えば導術機関は、導術士としての適性がない者が、導術を扱う為のものであるが、機械化や権水により各種の制限が取り払われた結果、導術士でない者の扱う導術機関が、導術士個人の顕あらわすものよりも大きな力を発揮する場合も少なくない。

　普通の人間が導術を習得するには、導術使いから『術じゅつ分わけの儀式』を受けなければならない。これは一種の『接触感染』である。いかに素養があり、知識や修練と積み重ねても、独力で導術士になる事はできない。例外は『鬼』や『妖怪』と呼ばれるような者達である。







鬼／あやかし（妖怪）




　親という因を持たず無から生じる為に、周囲の因果が歪んでおり、普通の人間に比べて術に対する適性が異常に高い者を総じて『妖怪』と呼び、その中でも人と同様の姿をとっているものを『鬼』と呼ぶ。

　因果干渉の限界は普通人と同じだが、元々不安定な因果の場を纏まとっている為に、比較的浅い霊力集中で導術を行使し得る。結果的に限界近くまで術を使える者が多く、施術に要する時間も短い。

　鬼は、額の『角』を除けば、生物的には人間と何ら変わりないが、その誕生の仕方や術者としての実力から人々に忌み嫌われてきた。数が少ない事もあり、人の姿をした怪物であるという迷信もいまだに幅を利かせている。




　鬼に限らず、『妖怪』は、頭部かそれに近い場所に導術的能力を操る為の『芯』を持っている。鬼はこれが『角』の形態をとっているが、大きさはそれぞれである。小さな突起である場合もあれば、獣のようなねじくれた本物の角である場合もある。ただし大きさは導術行使の際の効率その他に影響はなく、あくまで見た目の差でしかない。







導術剣法




〈臨りん刃じん流りゅう〉〈影かげ水すい新しん流りゅう〉等に代表される特殊剣法。導術や魔導機関兵器が幅を利かせる戦場において、二次的な戦闘手段となってしまった剣法の復権を狙ったものである。導術の技法も少なからず取り入れられており、或る意味では格闘技化された導術と言えなくもない。基本的には機関兵の戦闘法はこの導術剣法の拡大・応用である。

　本来の『斬る』という行為の結果に導術の干渉を加えて、最大限の効果を発揮させる方法である。結果として、通常の導術程、多彩な効果を望む事はできないが、通常の剣法と異なり、導術そのものを斬ったり、剣打から衝撃や烈風を生み出す、という事が可能になる。

　攻撃系導術との最大の違いは、術そのものが攻撃性を持つわけではなく、術による剣法の強化に終始している点である。この為に、通常の導術よりも行使に要する時間が短い。







権けん水すい弾だん




　機関兵の特殊兵装。霊れい顕げん弾だんとも呼ばれる。一種の『炸薬』として権水を使った砲弾の一種で、通常は圧搾空気や弓によって発射、あるいは投擲して使用する。導術による迫撃砲の一種。

　弾の中には権水を物理的な威力に転化する為に、簡易の導術機関が組み込まれているが、当然ながら使用者（人間）が傍にいないと導術は発動しない為、実際には発射と同時に（使用者の至近距離で）権水は物理的威力へと転化を始める。炸裂の術式と共に、これをわざと遅延する為の術式を組み込んである為、権水弾は一定時間を経過した後に、自爆する。つまり対象に命中するしないに関わらず、権水弾は時間経過によって作動する。この為、敢えて時限式の地雷のような使い方をする場合もある。

　威力については単純に充塡されている権水の量と質に比例する。だが前述の通り、対象との距離や投擲速度について注意を払う必要がある為、扱いが非常に難しく（下手をすると自分自身を傷つける）、標準装備している機関兵は少ない。

　ちなみに人間用（歩兵用）の権水弾というものも存在するが、前述の通り取り扱いが難しい為、実際に使われる場合は非常に希であり、むしろ兵が敵諸共に自爆する際に使うという場合がある。







権水




　霊力を蓄積する事のできる香油。一定の儀式により、周囲の大気や霊脈から霊力を充塡する事ができるが、霊力を保持できる期間はそう長くなく、おおよそ二十日が限度と言われている。基本的に権水についての知識を持った導術士であれば製造できるが、市し井せいでの機関獣の使用数が増えるに従い、需要が供給を上回りつつある。

　導術機関の動力源として使われる他、権水弾のように、一気に霊力を放出させる事で、一種の『炸薬』として使われる場合もある。

　前述のような状況である為、決して廉価な液体ではないが、通常の充塡・消費を繰り返す分には半永久的な効力を持つ。ただし急激な力の放出は権水自体の激しい劣化を伴う。機関兵がわざわざ〈権水〉を循環させるのもこの為であり、対して権水弾に使用された〈権水〉は完全な使い捨てである。







徳とく河がわ幕府




　永い戦乱の後に、日本を統一した強大な軍事国家。初代元首は徳河家いえ康やす。

　戦後、徳河幕府の直参武士以外には、各種武器――特に機関兵の新規製造を禁じ、各地の大名の軍事力を削いで、叛乱を封じる策に出ている。







護ご法ほう獣じゆう




　導術の一種。自律型導術で、術の効果は獣の形態をとって顕れ、対象者の生命と安全を守る。多くの場合に、導術回路を対象者の身体に入れ墨の形で施すが、剣や装身具に導術回路を組み込む場合もある。

　導術としての『芯』は対象者だが、自律型導術である為、対象者が気絶していても機能する他、対象者が自殺しようとしてもこれを妨害するように設定されている事が多い。当然ながら対象者に危害を加えようとする者は、攻撃対象となる。







機士




　武士の一形態。機関兵の操縦者の尊称。

　導術機関を操るが、必ずしも導術士というわけではない。

　かつては、『鎧人形の中に隠れて戦う臆病者』と、むしろ武士の中でも卑いやしい立場としての扱いを受けてきたが、戦の主力が機関兵に移るにつれて、戦場の花形として、尊敬を集める存在へと変化していった。

　現在は、徳河幕府における武芸者の頂点とも言うべき天てん部ぶ衆しゅうも、全員が機関兵を所有する機士である。







天部衆／天部部隊




　天部衆は徳河幕府における『生ける軍神』として崇められている武力集団である。但し彼等が集団として動く事はほとんどなく、実際には各個がそれぞれ直属部隊を率いて行動する。彼等は単純な戦力であると同時に、その武功を以つて、民衆に対する、そして何より地方大名に対する威嚇装置としての機能を期待されている。

　天部部隊とは天部衆に率いられる直属部隊で、その多くは機関兵に乗った機士達で構成されている。通常は上級機関兵一～三機と中級機関兵五～十機で構成されるが、部隊の体裁としては、他に、整備の為の機匠や権水確保の為の導術士、機体運搬用の機関獣車などを操る操獣士など、更に五名から十名の支援要員を含める。























　あとがき




　どうも、軽小説屋の榊さかきです。

　ファミ通文庫では、新刊の刊行について少し間が開きました。お久しぶりの方も初めましての方もよろしくです。




　そういう訳で（どういう訳かは毎度のごとくおいといて）新シリーズです。

　かなり無茶というか『売れ線の企画？　何それ美お味いしいの？』的にやってます。

　ラブコメ満載ハーレム系とかも嫌いじゃないですが（実際、色々書いてきたしね）、たまには違うのも、と。

　昔からの私の作品の読者さんには『これって白系？　黒系？』と気にする方がおられるかもしれませんが、まあ、どっちかってーとコレは黒（シリアス系、ダーク系）寄りです。

　容赦なく人死にます。血出ます。『いや、榊、お前白系でも途中でさくっと人死んだりするじゃん？』と突っ込んだりしちゃう古参の有り難い読者さんもいらっしゃると思いますが。まあ主人公は復讐者ですし、空気感は若干、黒寄りと。




「榊さん、時代劇系とか出来ませんか」

「時代劇系ですか？　江戸時代？　ラノベでそのまんま時代劇そのものじゃないでしょうし――『虚うつろ船ぶね』とか、そんな？」

「というか歴史系和物ですね。戦国時代とかそんな」

「私、細かい資料、山ほど積み上げて書くタイプのは苦手ですよ。資料調べるのは好きですが、調べれば調べる程、自じ縄じよう自じ縛ばくに陥おちいって書けなくなるんで。適当な止め時ってのがわからんというか」

「いやもう、がっちり歴史考証するんじゃなくて、和風テイストでいいんで」

「ああ、要するにあれですか、忍者が仮面で影が赤かったり白かったり青かったりとか、戦国武将がレッツパーリイしてるとか、指に日本刀挟んで六刀流とか、戦国の世にサイボーグとかそんな？」

「いきなりそこに跳びますか。まあそういうトンデモ系時代劇でもいいですが」

「やりましょう。そりゃもう好き勝手に」




　などという会話を担当氏と話した上で、出来上がってきたこの本作。

　予め申し上げておきますと歴史考証は最初からものっそい適当なので、おおらかな気持ちで読んでくださると助かります。

　それこそ冒頭ナレーションで『未いまだ織お田だ信のぶ長ながが木きの下した藤とう吉きち郎ろうだったころ』とか入れかねないくらいの適当っぷりなので。

　いやまあ、巨大ロボ出てくる戦国モノで『史実と違う！』とか本気で怒る人は居ないと思いますが（笑）。




　今回、書き始める事になったのは、前述の通りに担当さんの要望があったからなのですが、実を言えば、この話は、かなり昔――デビュー前にいじくっていた架空のアニメ企画が基というか、ひな形になってます。

　私がまだ大学生でＯＶＡシリーズの『天てん地ち無む用よう！』にハマっていた頃ですね。『これからは和物が来る！』『聖せい戦せん士しダンバインの世界観を和風にしたらどうだろう？』みたいに思って、面白半分に和風ロボットものの企画を組んでいたのが始まり。




　その後、高たか瀬せ彼方かなたさんの小説『天てん魔まの羅ら刹せつ兵へい』が刊行されたのを見て『あかん、先にやられた』と、しばらく封じて忘れていたのですが。

　その後、ロボットアニメとかロボットもののブーム自体が下火になり、私自身も、プロの物書きとしてデビューし、この企画、大量にあるネタの倉庫に放り込んだまま、十年以上いじる事もありませなんだ。




　今回、引っ張り出して小説の形に整え直すにあたって、基本コンセプトや話の大筋は変えていないのですが、当然ながら設定や登場人物の名前等は総入れ替えしています。

　なので、予め昔書いた企画書を基に、デザインを起こしてもらったりしていたメカニック・デザインの海え老び川かわさんには多分、途中で何度も変更を求める事となり、大変な御手間をとらせ、御苦労をお掛けしたと思います。この場を借りて謝罪を。申し訳ない。




　まあそんなこんなで動き出したこの企画ですが、あろう事か担当さんが、有名メカニック・デザイナーの海老川さんのみならず、超大物絵師さんとも組ませてくれたので、色々大変な事に。

　まあ、Ｔｏｎｙさんの絵に惹かれて買った方は、とりあえず『あのＴｏｎｙ先生の和物絵が見られる』『この絵の説明書きとして小説がついてる』くらいの感じで見て（読んで）もらえばよろしいかと。




　色々と大変豪勢な布陣で始めてもらったこのシリーズですが、前述の様に『売れ線？　なにそれ美味しいの？』的な内容ですし、売れる売れないはやはり時の運みたいなところもあるので、私としては、どうなる事かと戦々恐々です。

　願わくば、三巻五巻十巻と続けられるくらいに売れてくれると、私もＴｏｎｙさんや海老川さん、担当さんにも顔向けできまする。一応、大風呂敷も広げてあるしね。




　ともあれ、こちらの事情はさておき――まずは読者の皆さんに、楽しんでいただければ、幸いです。




二〇一三／一一／二七


榊一いち郎ろう















著者

榊 一郎

Ichiro Sakaki




一九九八年『ドラゴンズ・ウィル』でデビュー以来いくつものヒットシリーズを生み出している人気作家。

代表作に『スクラップド・プリンセス』『棺姫のチャイカ』（富士見ファンタジア文庫）、『まじしゃんず・あかでみい』（ファミ通文庫）、『アウトブレイク・カンパニー　萌える侵略者』（講談社ラノベ文庫）などがある。







イラスト

Tony

Tony




雑誌、ゲーム、フィギュアなどさまざまなジャンルで活躍する実力派イラストレーター。繊細なラインと独特の色使いで多くのファンを持つ。

オリジナルライトノベル作品のイラストを手掛けるのは本作『機関鬼神アカツキ』が初めてとなる。

http://www.bekkoame.ne.jp/i/taka_tony/
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